
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　二年前──

　魔王軍と人類の戦争は、激化の一途を辿たどっていた。

　大陸各地で魔王軍が猛威を振るい、人間の国々を蹂じゆう躙りんしていった。

　強大な武力を誇る魔族の軍勢は人類にとってこの上ない脅威であったが──しかし人類とて、ただやられていたわけではない。

　各国の精鋭達が必死に魔王軍と戦った。

　大陸最大の国家──ロガーナ王国も、国力を総動員して魔王軍征伐に尽力した。

　王家直属の軍隊──『騎士団』によって主要都市の守りを固めつつ、ごく一部の精鋭部隊を各地に派遣し、魔族に占拠された地区の解放や、魔王軍の拠点制圧を目指した。

『神童』と謳うたわれし少年、シオン・ターレスクも、そんな選ばれし精鋭の一人であった。

　当時の彼は──わずか10歳。

　史上最年少で『勇者』の称号を賜り、王国に代々伝わる聖剣の一振り、『メルトール』の使用を許された天才少年。

　彼は王室が命じるままに戦場へと赴き、そして周囲の期待以上の戦果を上げ続けた──

「──っ!?　な、なんだ、この力は……！」

　それはまだ、シオンが魔王軍と戦い始めたばかりの頃。

　後に『勇者のパーティ』と呼ばれる仲間達も揃そろっておらず、『剣士』レビウス・ベルタ・サーゲインと二人で各地の戦場を回っていた頃。

　魔王軍に占拠されていた街の一つを、彼らはたった二人で解放した。

　街を根城としていた魔王軍の幹部を倒し、奴ど隷れいとして囚とらわれていた住民達を救い出した。

　その夜──

　戦闘で負傷したレビウスの治療を済ませ、まだどこかに逃げ遅れた住民がいるのではないかと、シオンが一人街に戻ったとき──強大な魔力の波動が彼を襲った。

「──ふうん。こりゃびっくりだね」

　先の魔族との戦いで、倒壊した街の建造物──その瓦が礫れきの上に、金髪の女が立っていた。

「『勇者』がまさか、こんなにちびっこい男の子だったなんてさ」

　好戦的で挑発的な目つきでこちらを見下ろす美女。月光を浴びて輝く髪は太陽のように目ま映ばゆく美しい。頭には犬や狼おおかみを思わせる耳があり、背後では尻尾が楽しげに揺れる。

「ふふっ。きみ、かわいいね。食べたくなっちゃう」

「…………」

　シオンはなにも言えない。

　それどころか、呼吸すらも危うかった。

　金髪の女は実に軽薄な調子で話しかけてくるが──その体から発せられる魔力が尋常ではなかった。

　刺すようなプレッシャーを前に、身動き一つ取れなくなる。

　しかも──

（なんなんだ、こいつらは……！）

　金髪の女と同等の威風を纏まとう者は──他に三人もいた。

「けっ。この街を仕切ってたガバルってのはよっぽどの雑魚だったんだな。こんなガキんちょにやられるなんてよ」

　鋭利な眼光で見下ろすのは、褐色の肌と灰色の髪を持つ美女。

　尖とがった耳は、大陸北方に住まう伝説の種族『エルフ』を思わせる。

「フェイナ、イブリス。見た目で判断すべきではないぞ」

　冷淡な口調で語ったのは、艶つややかな黒髪の美女。東方由来の着物を身に纏い、腰には太刀を佩はいている。額から生える角は根本が黒く、先に伸びるほど血のように赤くなっていた。

「先の戦いは少し見せてもらった。今はまだ未熟で荒削りだが……得体の知れない力を秘めている。このまま成長すれば、いずれは我らを脅かす存在になるかもしれん……」

　淡々と言い放ち、手を太刀の柄つかへと手を伸ばす。

　切れ長の目には冷たい殺意が宿っていた。

「その才が花開く前に、今のうちに摘んでおくか」

「──やめなさい、ナギ」

　と。

　淑しとやかな声が、黒髪の美女の動きを制した。

「今日はただの様子見だったはずよ。勝手に手を出せば、魔王様の怒りを買ってしまうかもしれないわ」

「……そうだったな」

「うふふ。それにしても……本当にかわいらしい坊やね」

　艶つやっぽい眼まな差ざしを送るのは、妖艶な雰囲気を纏まとう美女であった。頭には捻ねじれた角、腰からは漆黒の羽。そして──口元を隠す黒い布。

　体にはわずかな布が巻かれただけで露出が多く、その官能的な肉体は惜しげもなく外気に晒さらされる。隠された口元も、彼女の色香を引き立てていた。

　月光を背に立つ、禍まが々まがしくも美しい四人の女魔族。

　人間離れした気配を纏う彼女達に、シオンは圧倒された。

　いや。

　あるいは、見み惚とれてしまったのかもしれない。

　膨大な魔力と爛らん々らんとした殺気をまき散らしながら、誰に恥じることなく世界に君臨する女達──人間の女には到底醸し出せぬような、暴力的で絶対的な美貌を前に、少年は言葉を失ってしまった。

「はじめまして、勇者の坊や」

　妖艶な美女がシオンを見下ろしながら言う。

「そう緊張しなくてもいいわ。今日はあなたに手を出すつもりはないから」

「……なんなんだ、お前達は？」

「我らは『四天女王レデイストピア』。名前ぐらいは聞いたことがあるかしら？」

「なんだと……！」

　愕がく然ぜんとするシオン。

『四天女王』

　魔王軍との戦いに臨む者の中で、その悪名を知らぬ者はいないだろう。

　魔王の側近にして、魔王軍最高幹部。

（金色の体毛を持つ人じん狼ろう、『闇森精ダークエルフ』、東方の鬼。そして、淫魔サキユバスの女王……間違いない）

　既知の情報と、目の前に立つ女達の特徴は合致した。

「私はアルシェラ。この三人を束ねる、『四天女王』の筆頭よ」














　淫魔サキユバスの女王は言った。

「坊や、名前は？」

「……シオン。シオン・ターレスクだ」

「そう、いい名前ね。それに……本当にいい眼めをしているわ」

　アルシェラは愉快そうに笑う。

　黒い布からわずかに透けて見える唇は、歪いびつな弧を描いていた。

「私達の魔力に当てられて怯おびえながらも、決して逃げだそうとはしていない。虎こ視し眈たん々たんと──私達を殺す機会を窺うかがっている」

「……ああ。その通りだ」

　静かに頷うなずき、そして背中の剣に手をかける。

　国王陛下より授かった、『聖剣メルトール』へと──

「僕は──『勇者』だ。この国の民を守るためならば、どんな巨悪とだって戦い、そして勝ってみせる。魔王だろうと、お前ら『四天女王レデイストピア』だろうと……人類の安寧を脅かす者どもは、僕が全て倒してやる！」

　幼き顔で、しかし雄々しき叫びを上げるシオン。

　その瞳には穢けがれなき正義が宿っていた。

　悪い奴やつを全部倒せば世界が平和になると、心の底から信じ切っているような、そんな無む垢くな正義が──

「うふふ。本当にかわいい坊やね」

　少年の無邪気さをあざ笑うかのように、アルシェラは言う。

「そう気張らなくていいわ。さっきも言ったけど、今はあなたの相手をするつもりはないから」

　そう言うと、彼女は手をかざした。

　空間に歪ゆがみが生まれる。

　四人の美女は、暗黒に呑のまれるように姿を消す。

　金髪の人じん狼ろうはにこやかに笑いながら手を振り、褐色のダークエルフはあくびを噛かみ殺ころしながら、東方の鬼は冷ややかな一いち瞥べつを残して、三人は闇の中に消えていく。

　そして、最後の一人も──

「くっ……ま、待て！」

「また会いましょう、シオン」

　闇に呑まれながら、囁ささやくような声が告げる。

「楽しみにしているわ。『勇者』の名を受け継いだあなたが、これからどのように成長していくか……ふふ、うふふ」

　蠱こ惑わく的てきな微笑だけを残して、時空の狭間はざまは消え去る。

　突如として現れた魔王の側近は、謎めいた言葉だけを残して忽こつ然ぜんと消え去った。

　幼き勇者は、ただ虚空を睨にらみつけていた。







　これが──最初の邂かい逅こう。

『四天女王レデイストピア』との、最初の出会い。

　この日からシオンと彼女達は、魔王軍と人類の戦いが激化する中で、幾度となく戦場で相まみえ、何度も何度も殺し合うこととなる。

　戦場を渡り歩くうちに仲間も増えていき、シオンを中心とした『勇者のパーティ』は目覚ましい戦果を上げ続けた。

　そうした激戦の中で──シオンは成長した。

　戦うたびに強くなった。

　わずか10歳の少年が、わずか一年足らずの戦いの中で、恐ろしいまでの速度で成長し続けた。

　そして──訪れる最終決戦。

　シオンのパーティは魔界にある魔王城へと乗り込み、魔王と『四天女王』と最後の戦いを繰り広げた。

　一人、また一人とパーティの仲間が敗れていく中、シオンはたった一人で戦い続け──そしてとうとう、浅からぬ因縁のあった『四天女王』を全員撃破した。

　しかし直後。

　魔王が──『四天女王』に裁きを下そうとした。

　勇者に敗北した配下を処刑するために──そして、彼女らの力を吸収してさらなる高みへと至るために。

　許せなかった。

　己の仲間を簡単に処罰しようとする魔王を、シオンは許せなかった。

　だから──彼女達を守った。

　ほんの数分前まで殺し合っていた敵を、守ってしまった。

　その瞬間の感情は、シオン自身にもわからない。

　魔王への義憤──だけではない。ほとんど反射的に、まるで共に戦ってきた仲間を守るように、敵だった彼女達を守ってしまった。

　それはあるいは、絆きずな、と呼べるものだったのかもしれない。

　互いの底を見せ合うような死闘を繰り返す中で、シオンは『四天女王』との間に、なんらかの繋つながりを感じていた。敵や味方という立場を超越した、言葉では到底説明しようがない、魂の結びつき──

　そして。

　絆きずなを感じていたのは──シオンだけではなかった。

　彼女達四人にも、同じような思いが芽生えつつあったのだろう。

　だから『四天女王レデイストピア』は、土壇場で魔王を裏切った。

　最後の最後で寝返り、勇者の側についた。

　死闘の果てに体力も魔力も使い果たし、死の間際まで追い詰められたシオンを救ったのは──あろうことか、魔王の側近だった女達だった。

　彼女達の力を借りて、シオンは魔王を倒すことに成功する。

　これが──最終決戦の真実。

　人の世では、魔王を倒したのはレビウス・ベルタ・サーゲイン率いる勇者のパーティとされているが、真実はまるで違う。

　魔王を倒したのは、シオン・ターレスクと、魔王を裏切った四人の女であった。

　魔王の死から二年。

　人類を救った少年と、彼に協力した『四天女王』の現在は──







「……む？」

　ある日の早朝。

　シオンは寝苦しさで目を覚ました。

（なんだ……体が、重い……）

　自由に体を動かすことができない。

　なにかが体に覆おおい被かぶさっているようだった。

　ゆっくりと目を開き、そこでようやく『なにか』の正体に気づく。

「……なっ!?　イ、イブリス!?」

　自分に覆い被さっていたのは、褐色の美女だった。

　シオンに付き従うメイドの一人、イブリス。

　ベッドの上で少年の上に乗り、長い手足を絡めるようにしている。

（そ、そうか。昨日は、イブリスが添い寝当番だったのか……）

　添い寝当番。

　とある事情により一人で眠ることが苦手なシオンは、毎晩メイドの一人と夜を共にしている。

　いわゆる夜よ伽とぎというわけではなく、ただただ同じベッドで寝るだけ。

　とは言え。

　メイドによっては、添い寝以上のことをしてくることもたまにある。

　それが単なる悪戯いたずらなのか、あるいは本気の誘惑なのか……幼いシオンにはまだよくわからない。

（ど、どうしてイブリスが、僕に抱きついているんだ……？）

　アルシェラやフェイナならわかる。彼女達にはしょっちゅう抱きつかれている。しかしイブリスは、スキンシップを積極的に行ってくるタイプではない。

　とにかく怠惰でいつも眠そうで。

　添い寝のときも、夜は一人で勝手に寝て、朝はシオンが起こすまで起きないというのが、普段の彼女であるはずなのに──

「お、おい、イブリス……」

「…………」

「は、はなせ……重いだろ……」

「…………」

「……イブリス？」

「すぅー、すぅー」

　聞こえてきたのは、気持ちよさそうな寝息であった。

（まさか、こいつ……まだ寝てるのか!?）

　どうやら、寝ぼけて抱きついてきただけだったらしい。

　眼前にあるのはすやすやとした寝顔。表情こそ穏やかだが、寝相はすこぶる悪く、どんどん手足が絡みついてくる。

　大きな胸は形が変わるほど押しつけられ、太ももはシオンの足の間に侵入してきて──

「～～っ！　イ、イブリス！　起きろ！」

「……ん～？　あー……坊ちゃま。おはようございます……」

「挨拶などいらん！　すぐに起きろ！　起きて離れろ！」

「うー、あー……すんません、ちょっと無理っス」

「無理ってなんだ!?」

「いやー、もう、ほんと、マジで無理で……もうちょっとだけ寝かせてください。あと五分でいいんで……」

「お前がそう言って五分で起きたためしがない！　うわっ……や、やめろ！　絡みついてくるな！　ふ、服の中に手を入れてくるな！」

「あー、やべえ……この抱き枕、超気持ちいいわぁ～」

　まだ寝ぼけているのか、ふにゃふにゃした声で言いながら軟体動物の如ごとく体を巻きつかせてくる。人肌が心地よいのか、服の中に手を入れてきて胸や背中を撫なで回まわす。

　肌をなぞる指先に、ぞくぞくとした感覚が背筋を走り抜けた。

「や、やめろ……僕は枕じゃな……ううっ」

　手足や胴体を縛りつける女体の感触に、シオンが動くに動けなくなって硬直してしまった──そのとき。

　コンコン、と部屋のドアがノックされた。

「失礼します。シオン様、朝食の用意ができ──」

　ドアを開いたのはアルシェラだった。

　ベッドの上で絡み合うシオン達を目にすると、淑しとやかな笑みが一瞬で凍りつく。

「な、なにをやっているのよ、イブリス！　そんな……シオン様に抱きついて肌を撫なで回まわして足を絡みつけるなんて、なんて羨ま──んんっ！　なんてふしだらな真ま似ねをしているの！」

「……あー、なんだよ、うっせーなぁ……こっちは眠ねみぃんだよぉ……」

「ならば一人で寝ていなさい！　ほら、今すぐシオン様から離れるの！」

「うー……やだぁ、この枕は私のだぁ！」

　アルシェラは大慌てでシオンを引ひき剥はがそうとするも、寝ぼけたイブリスは絶対に放さない。それどころか余計に強く抱きしめてくる。

（う、うわ、うわあ……）

　両方から引っ張られ、さらに体のあちこちに二人の胸が当たったりもして、どうしたらいいかわからなくなるシオンだったが──そこにさらなる追撃が訪れる。

「ねえねえー、シー様、なにしてんのー？　私、早く朝ご飯食べた──」

「貴様ら、お屋や形かた様の部屋でなにをドタドタと騒いで──」

　騒ぎを聞きつけたフェイナとナギまで部屋を訪れ、組んずほぐれつな状態になったシオン達を見て硬直する。

　フェイナは不満げな表情を浮かべ、ナギは顔を真っ赤にした。

「むー。ちょっとちょっと、私抜きでなに楽しそうなことしてるのーっ！」

「き、貴様らぁ……お屋形様に向かって、なんと破廉恥なことを……！」

　遅れてきた二人が新たに参戦し、寝室は大騒ぎとなった。

「もうっ、あなた達、一刻も早くシオン様から離れなさい！」

「そういうアルシェラが最初に離れればいいでしょ！」

「……あー、もう、なんだよぉ……私の枕取るなよぉ……」

「イブリス！　貴様はいつまで寝ぼけているんだ！」

　ぎゃーぎゃーと自己主張をしながら、四人のメイド達はそれぞれがシオンの四肢に絡みつき、体を押し寄せてきていた。

「……お、お前ら」

　メイドに囲まれ身動き一つ取れなくなったシオンは、怒りと羞恥が限界を迎えてプルプルと震え出した。

「僕で遊ぶのも、いい加減にしろぉおお──っ！」

　魂の叫びが、早朝の屋敷に響き渡った。







　魔王の死から二年。

　世界のために戦い、誰よりも人類に尽くした一人の神童は、しかしその功績の全てを奪われた。

　魔王より受けた呪いにより、疎まれ、蔑まれ、見下され、迫害され、辺境の森での隠いん遁とん生活を強いられた。

　そして。

　最後の最後で魔王を裏切り勇者側についた『四天女王レデイストピア』もまた、魔界での地位と居場所を失った。

　神童の勇者と『四天女王』。

　最初は、敵だった。

　何度も殺し合った。

　けれど最後には──共に戦った。

　とても一言では言い表せぬ関係にある彼らは、紆う余よ曲きよく折せつを経て、今は主人とメイドの関係となっている。

　と言ってもそれは、決して一般的な関係ではないのだろう。

　権威も領土もない主人と、まともな教育も受けていないメイド達の、ごっこ遊びのような主従関係。

　押し寄せる世界に追いやられ、隠れるようにひっそりと暮らしているシオン達は──しかしどうしてか、とても幸せそうに日々を生きていた。
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「あれ、シー様。どうしたの？」

　昼食前の時間──

　晴れ渡る蒼そう天てんの下、シオンが屋敷の裏庭を歩いていると、洗濯かごを抱えたフェイナと出くわした。

「いつもならこの時間は、書庫とか書斎に引きこもってるのに」

「……引きこもるとはなんだ。僕はちゃんと仕事をしているんだ」

　シオンの仕事とは、魔術教本の執筆である。

　選ばれし者が長い修練の果てに身につける特殊技法『魔術』──それをもっと一般的な汎用技術として体系化し、世界を今より豊かにすることを目標としている。

「執筆が一段落したからな。息抜きに散歩していたところだ」

「ふぅん、そうだったんだ」

「フェイナは、これから洗濯か？」

　洗濯かごを見つめて言うシオン。

「うん。今日は私が洗濯当番なんだよね。しかも今日は量が結構あってさー」

　メイド達が行う家事は、基本的には当番制である。

　洗濯当番の者は、衣類やシーツをまとめて屋敷の裏に向かう。水属性の魔道具を利用してお湯を出し、洗濯物を浸す。踏みつけて汚れを押し出した後、一つ一つ庭に張ったロープに干していけば終了だ。

「大変そうだな……よし。僕も手伝うとしよう」

「え？　シー様が？」

「うむ」

「ダ、ダメダメっ。気持ちは嬉うれしいけど、主人に洗濯の手伝いなんかさせられないよ。アルシェラに見つかったらなんて言われるかわかんないし」

「僕がやりたいと言っているんだ。なんの問題もないだろう」

「えー……でもぉ、なんていうか……」

　最初は遠慮がちな反応をしていたフェイナだが、段々と小馬鹿にしたような表情となっていく。

「シー様……洗濯とかできるの？」

「なに？」

「なんかシー様って、家事全般無理そう」

「な……バ、バカにするな！　僕だって洗濯ぐらいはできる！」

「えー、ほんとにー？　シー様って魔術とか戦闘に関してはすんごい才能発揮するんだけど、一般常識にはちょーっと疎かったりするじゃん？　生活能力低そうっていうか」

「……低くない。孤児院にいた頃は、みんなの洗濯物を洗ったりもしていた。その気になれば僕は一人でなんでもできる」

「ふぅん。まあ、口ではなんとでも言えるよねー」

　まるで信じていなそうな口ぶりに、シオンはムッとした。

「……そこまで言うなら証拠を見せてやる。貸してみろ」

「いやいや、やっぱりいいって。敬愛するご主人様に手伝わせるわけにはいかないですよー。てか正直、できない人に中途半端に手伝われても邪魔なだけだし」

「ぐっ……だったら全部僕がやってやる！　フェイナは手伝わなくていい！　洗濯ぐらい、僕は一人でできるんだ！」

「……ほんとにぃ？　ほんとにいいの？　やめた方がいいと思うけどなあ？」

「いいから貸せ」

「あとから無理って言っても、手伝ってあげないからね」

「わかってる。責任をもって僕が全部やってやる」

「はーい、わかりました。それじゃお願いしまーす」

　ムキになるシオンに、フェイナは抱えていた洗濯かごを手渡した。

「ふんっ。見てろよ。こんなもの、僕が全部綺き麗れいに洗って──っ！」

　得意げに言うシオンだったが、洗濯かごの中身を見て愕がく然ぜんとした。

　かごの中にあったのは──下着、だった。

　それも、女物の下着。

　色とりどりのブラジャーやパンツが、大量に詰め込まれている。

「な、な、なんだこれはっ!?」

「なにって洗濯物だよ？　私達メイドの使用済み下着も、りーっぱな洗濯物ですよ、シー様？」

　大量の下着から反射的に目を逸そらし、顔を真っ赤にするシオンに対し、フェイナはにやにやと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「ふ、ふざけるな。こんなもの、僕が洗えるわけ──」

「あれあれー？　やめちゃうの、シー様？　あんなに偉そうなこと言ってたのに？」

　かごを突き返そうとすると、フェイナは露骨に煽あおってきた。

「私はやめた方がいいって言ったのになあ。シー様のためを思って何回も止めたのになあ。それなのにやるって言うから、信頼してお願いしたんだけどなあ」

「う……」

「シー様も言ってたよね。責任をもって僕が全部やる、って。まさかまさか私が尊敬する偉大なご主人様は、自分が一度宣言したことを簡単にひっくり返したりはしないんだろうなあ」

「うう……」

　心底楽しそうに煽あおってくるフェイナに、シオンはなにも言えなくなる。

（クソ……！　ハメられた！）

　やたらと挑発的な態度だったのは、後に引けなくさせて今の状況を作り出すためだったのだろう。

　シオンはまんまと策にハマってしまった形だ。

　しかし気づいたところで、今更どうすることもできない。

「ほらほら、シー様ぁ。早く洗ってくださいよ、私達の下着。使用済みで、汚れや汗がたっぷり染み込んじゃってる、し・た・ぎ」

「……っ」

「もちろん、ちゃーんと一つ一つ手洗いで洗ってよね。下着ってデリケートなんだから」

「て、手洗いだと……！」

　メイド達が一日着用していただろう上下の下着を、自分が丁寧に手洗いする。その光景を思い浮かべただけで、屈辱と羞恥で頭がおかしくなりそうだった。

「う、うう……わ、わかった。やってやる……！」

　後に引けなくなったシオンは、覚悟を決めて頷うなずいた。

　目を逸そらしていた洗濯かごに改めて向き直る。

　かごの中の女性用下着は多種多様だった。

　かわいらしい装飾のついたもの。黒を基調とした大人っぽいデザインのもの。機能性重視のもの。なんでそこに穴が空いてるんだと突っ込みたくなるもの──

（……いろいろと種類があるものだな）

　こんなにもまじまじと女性用下着を見つめたのは初めての経験だったので、知的好奇心から凝視してしまうシオンだったが──

「うわー、シー様ってばすっごく熱心に私達の下着見てるぅ。やらしー」

「なっ……ち、違う！　熱心になど見ていない！」

「ふふっ。なんなら一個ぐらい持ってってもいいよ？　みんなには黙っててあげるから」

「いらん！」

（クソ。ダメだ。このままじゃ、永遠にからかわれ続けるだけだ……）

　とっとと洗濯を終わらせてしまおう。

　心を無にして、パパッと済ませる。

　それしか今の状況から逃げ出す方法はなさそうだ。

（やるしかない……！）

　決意新たに洗濯かごを見つめるも、やはり女性の使用済み下着に触れることを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

（どうすれば……──ん？）

　そこでシオンは、大量の下着の中に隠れたあるものを見つけた。

　真っ白な布。

　色鮮やかな下着に紛れて、なんの変哲もない純白の布が入っていた。

（なんだ、下着以外もあるじゃないか）

　ホッと安あん堵どの息を吐き、シオンは白い布を手に取った。

「よし。ではまず、このシーツから洗ってやろう」

「シーツ……？　いや、それは──」

「──この、痴しれ者ものが！」

　ゴン、と。

　鈍い音が響いた。

　なにかを言いかけたフェイナの頭頂部に、太刀の鞘さやが振り下ろされた音だった。「ふぎゅっ」と珍妙な悲鳴を上げて蹲うずくまるフェイナ。その背後には、鬼の形相をしたナギが立っていた。

「いったーっ……な、なにすんの、ナギ？」

「なにやら騒々しいと思って様子を見に来てみれば……まさか、お屋や形かた様がこんな辱めを受けていようとはな……！」

　涙目で訴えるフェイナに対し、ナギは怒り心頭の様子だった。

　黒髪が揺れ動くほどの怒気を纏まといながら、しかし顔は羞恥で真っ赤に染まっている。

「わ、我らの下着をお屋形様に洗わせるだと……!?　な、なにを考えているのだ、貴様は！　恥を知れ！」

「……ぶーっ。別に私、悪くないもーん。シー様が洗いたいって言ったんだもーん」

「ふん。お屋形様が自分から下着を洗いたいなどと言い出すものか。どうせ貴様が言葉巧みに誑たぶらかしたのだろう？」

「むー……」

　なにも言い返せなくなってむくれるフェイナ。

　ナギは呆あきれたように息を吐いた後、シオンの方を向く。

「大丈夫でしたか、お屋形様？」

「あ、ああ」

「フェイナにはあとで私の方からキツく──っ!?」

　言葉の途中でナギは、ギョッと驚きよう愕がくを露あらわにした。

　視線は、シオンが握りしめた白い布に向いている。

「お、おお、お屋や形かた様……そそ、それは……!?」

「ん？　このシーツがどうかしたのか？」

　首を傾かしげつつ、持っていた白い布を広げてみる。

「む……なんだこのシーツは？　すごく細長いな……」

「ああっ！　ダ、ダメっ……そんなっ、ひ、広げないでくださいっ」

　真っ赤な顔で激しく狼狽うろたえるナギ。

　わけがわからずきょとんとするシオンだったが、

「シー様、それ、シーツじゃないよ」

　まだ頭を撫なでているフェイナが、平然と言った。

「シーツじゃない？　じゃあ、なんだこの細長い布は？」

「ふんどし」

　端的に、フェイナは言った。

「ふ、ふんどし……？」

「そう、ふんどし」

「確か……東方の下着だったか？」

「そうそう」

「ということは……つ、つまり、これは──」
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「うん。ナギが普段締めてるふんどし」

　あっさりと頷うなずくフェイナ。

　反射的にナギの方を向くと、彼女は両手で顔を隠して恥じらっていた。

「……う、うわああっ！」

　自分が握りしめていたものの正体に気づいてしまったシオンは、のけぞるようにして手を放してしまう。

　白い細長い布──ふんどしは、洗濯かごの中に落ちた。

「ご、ごめんナギ！　ぼ、僕、全然、わからなくて……」

「だ、大丈夫です！　謝らないでください！　お屋や形かた様に悪気がなかったことは、重々承知していますから！」

「で、でも……女性が使用した下着を、思い切り握りしめてしまって……しかも、あんな風に大きく広げるように……」

「～～っ!?　わ、わざわざ言わないでくださいっ！」

　ナギの顔は冗談みたいに赤くなっていた。

「……ふ、普段から体は清潔に保つよう心がけているのですが……ど、どうしたって汚れてしまう部分はあるかと思います。汚らしいものをお屋形様に触れさせてしまって……ほ、本当に申し訳ありません……」

「あ、謝るなナギ！　だ、大丈夫だ！　全然汚くなんかなかったぞ！　すごく清潔だったと思う。それに、なんだかいい匂いが……」

「に、匂い!?」

「ああっ！　ち、違う違う！　自分から嗅いだわけじゃないぞ！　ただ勝手に匂ってきて」

「に、匂ってきたっ!?」

「ああもうっ！　だから、違う、違うんだ、そうじゃなくて……」

　泣き出しそうになるナギと、大慌てのシオン。

　そこでフェイナが、

「そりゃ清潔だし、いい匂いもするでしょ。ちょうど干し終わったところだし」

　と言った。シオンは呆あつ気けに取られる。

「え……？　それは、これから洗う下着だったんじゃ」

「ううん。干してあるのを片付けてきたやつだよ。使用済みって言ったのは……まあ、ちょっとした嘘うそだったね。てへっ」

　悪びれもせず悪戯いたずらっぽく笑うフェイナ。

「「…………」」

　シオンとナギはもはやなにも言えず、安あん堵どと疲労の息を深々と吐き出した。







　昼食後、シオンは再び屋敷の書庫へと戻った。

「ほんと暇さえあれば書庫に籠もりますね、坊ちゃまは」

　イブリスはかったるそうに息を吐きながら、執務机の空いているところに持ってきた本を置いた。

　なにかと書庫に籠もりがちなシオンだが、その際にはイブリスに手伝いを頼むことが多い。なぜかと言えば、一人でやる仕事を任せるとイブリスはすぐにサボるからだ。監視の意味も込めて、自分の近くに置くようにしている。

「仕事は一段落したんじゃなかったんですかい？」

「執筆の仕事は一段落した。今は趣味の魔術研究をしているところだ」

「……うわ、出たー。引きこもり全開発言。もうちょっと楽しい趣味を見つけたらどうです？」

「うるさいな。放っておいてくれ」

　ムスッとして言い返すと、イブリスはやれやれと肩をすくめた。

「まあ、完全に趣味というわけでもないさ。魔術の研究は、僕にかけられた呪い……その解呪の方法を探す目的もある」

　そう言ってシオンは、右手を掲げた。

　黒い手袋の下には、禍まが々まがしい呪印が刻まれている。

　二年前──魔王をその手で殺したことで、シオンは呪われた。

　吸精。

　エナジードレイン。

　ただそこに存在するだけで、シオンは周囲の命を蝕むしばむ。

　本来なら魔王を倒した英雄として、大陸全土に未み来らい永えい劫ごう名を刻むはずだったシオンは、この呪いのせいで隠いん遁とん生活を強いられた。

　己の意思と封印術式により、多少は減衰させることが可能だが、完全に消し去ることは不可能だった。

　今、こうしている間にも、呪いは基礎代謝と同じように発動している。

　眷けん属ぞく契約を交わしたメイド達には効かないが、彼女達以外の生命がもしこの場に存在すれば、シオンの意思とは無関係に命を吸ってしまう。

「呪い……でも坊ちゃま、それは……」

「ああ、そうだ。この二年、いろいろ研究を続けてきたが……全くと言っていいほど進展はない。解呪の手がかりはおろか、未いまだにその正体すらわからない」

　恒常的に、そして永続的に他者の命を吸い続ける呪い。

　魔術の分野においても天才的な才能を発揮し、王立図書館の蔵書をほとんど読破したシオンであっても、そんな呪いの存在は知らなかった。

「この手袋も、ほとんど気休めみたいなものだ」

　右手を見つめる目には、悲痛な色が滲にじんでいた。

　普段から着用している黒い手袋は、シオンが自分で開発した封印具だ。遠目ではわかりにくいが、黒い布に黒い糸で複雑な魔法陣を刺し繍しゆうしてある。

　呪いの全容を把握できぬまま施した封印術式のため効果は薄いが、やらないよりはマシ、という状態だ。

「坊ちゃまでも理解不能ってんなら、つまり全人類に理解不能ってことですね」

「そこまで自惚うぬぼれるつもりはないが……まあ、そうだな。少なくとも、そんじょそこらの魔術師の手に負えるものではない──いや、あるいは、魔術の領域から外れたもの、というべきか」

　シオンは机から紙を取り出し、ペンを走らせる。

　描かれたのは、右手に刻まれた呪印の模写であった。

　爪や牙を思わせる、禍まが々まがしい紋章──

「魔術の基本は『円』だ。魔力という不安定なエネルギーに、『式』で命令を与え、『円』で囲んで閉じ込める。そうやって空間を限定することで『魔法陣』が完成し、『魔術』として世界に顕現する。これがあらゆる魔術の基礎だ」

「あー、なんか、そうらしいっスね。よくわかんないですけど」

「お前達魔族は本能だけで魔術を扱えるからな。人間は一から原理を理解しなければ魔術を扱えない」

　魔術とは元々、魔族のものだったと言われている。

　その原理を究明し体系化してきたのが、人間の魔術師達。彼らは魔族が本能で扱う魔術を知識と理性によって学び、一種の技術として発展させてきた。

「『魔』力に『法』を与える『陣』──魔法陣は、あらゆる魔術の根幹だ。魔術は魔法陣によって発動し、そして魔法陣は必ず『円』で締めくくられる。『円』による隔絶と循環なくして、魔術はありえない」

『円』によって世界から隔絶された限定空間を生み出し、その内部で命令式を与え、エネルギーを循環・増幅させる。

　その一連の手順により、魔術は成立する。

「言ってしまえば魔術とは、神が作り上げた既存の世界への反逆──『円』によって限定した空間と時間の中でだけ、神の支配から逃れて自由を勝ち取る術すべだ」

　神によってもたらされた秩序を、一時的に混こん沌とんへと引き戻す。

　限定された時間と空間の中でだけ、表向きは神の支配に従うふりをしながら、裏では舌を出して嘲あざ笑わらう。

　それが、魔術と呼ばれるもの──

「だからこそ──ありえない。円で閉ざさない刻印が、なんらかの効果を持つことなんて」

　古今東西、魔術で用いられる魔法陣や刻印は、必ず円によって締めくくられる。円という図形は、魔術の分野では極めて重要な意味を持つ。

　しかし。

　右手の甲に刻まれた呪印には、どこにも円の形はない。

　鋭利な爪や牙で荒々しく引き裂いたような、禍まが々まがしく痛ましい刻印。

　神の支配から一時的に逃れるのではなく、まるで、神の支配を根本から破壊し尽くそうとしているかのような。

　舌を出して嘲あざ笑わらうのではなく、牙を剥むいて喰くらい尽くそうとしているかのような──

「要するに……意味不明、ってことですね」

　結論を引き取るように言ったイブリスに、シオンは苦々しい顔で頷うなずいた。

「諦めたわけではないが……根を詰めたからといって、どうにかなる類いのものではないだろう。だから今は気の向くまま、手当たり次第に様々な文献や歴史を調べている。あくまで趣味としてな」

「趣味、ですか。まあ、そんぐらい気楽な気持ちでいた方が、ふっといいアイディアが出るかもしれないですもんね」

「そんなところだ」

　死に物狂いになって研究を続ければ、無自覚なまま視野狭きよう窄さくに陥る恐れがある。既存の魔術体系では解明不能な呪印──その解明には、固定概念に囚とらわれぬ新しい発想が必要な気がしていた。

「なにかしら新しい着眼点があればと思って、封印術や解呪法に囚われずにいろいろ調べているが……そう上う手まくはいかないな」

「新しい着眼点……じゃあ坊ちゃま。ナギにでも話を聞いてみればいいんじゃないですか？」

「ナギに？」

「あいつ、東方出身でしょ？　向こうの連中が使う技術って、魔術とは似て非なるものだとか、そういう話じゃなかったでしたっけ？」

「…………」

　適当な思いつきのように語られた提案に、シオンは目を丸くした。

「お、驚いたな。イブリス……まさかお前の口から、生産性のあるアイディアが出てくるなんて」

「……あれ？　今、私のことバカにしてます？」

　やや心外そうなイブリスを無視して、シオンは考え込む。

「確かに盲点だったかもしれない……なるほど、東方の術か」







　居ても立ってもいられなくなったシオンは、急いでナギを探した。

　屋敷内を歩き回っていると、廊下に立つアルシェラを発見した。メイド長である彼女は、他のメイド達の業務を常に把握している。

「アルシェラ。ちょうどよかった。ナギを探しているんだが──」

　途中で、言葉が止まる。

　窓辺に立つ彼女が──険しい顔をしていたから。

　片手で眉間を押さえ、痛みに耐えるような顔となっている。

「……え？　あっ、シオン様……」

　こちらに気づくと、慌てて居住まいを正した。

「すみません。少し、ぼーっとしていまして」

「大丈夫なのか、アルシェラ？」

「問題ありません。それで、どうされましたか？」

「ああ……うむ。実は、ナギを探していてな」

　東方の術について話を聞きたいという旨を、簡単に説明した。

「なるほど。そういうわけですか。ナギならば、今日は狩猟に出ていますよ。いつもの湖に向かったはずです」

「そうか。ありがとう、アルシェラ」

　シオンは礼を言ってから歩き出すが、途中で振り返り、

「体調が悪いなら、本当に無理はしなくていいからな」

　と念を押すように言った。

「……お気遣い、ありがとうございます」

　アルシェラは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、恭しく頭を下げた。







　食卓に並ぶ肉や魚は、基本的には街の市場で購入したものだが、時折メイド達が自分で狩ってきた肉が並ぶこともある。

　屋敷の周囲にある森は、山の麓にある巨大な森林だ。

　少し歩けば野生動物が生息しているし、魚が獲とれる川や湖もある。

　なお、野生動物達が屋敷に近づくことはない。本能的な感覚でエナジードレインを感じ取っているからだろう。

　だから当然、屋敷には鼠ねずみ一匹出たためしもない。

　幸か不幸か、判断のつかない話ではあるが。

「ふう……。この辺りか？」

　木々の合間を抜けると、開けた場所に出た。

　小さな湖、である。

　山から流れてくる河川の途中で、水が溜たまっている場所。湖と呼ぶには少々小さいかもしれないが、しかし池と呼ぶには少し大きく、沼と呼ぶには清らかな水が流れている。

（ナギはいつも、ここで魚を獲とっているらしいが……）

　歩きながら周囲を見渡す。

　すると、湖こ畔はんにてあるものを発見した。

（ナギの刀か……）

　畔ほとりに置いてあったのは、ナギが肌身離さず持ち歩いている刀だった。

　大陸のものとは作りからして根本的に違う、東方由来の太刀。

　鞘さやに収まったまま、岩に立てかけるように置かれている。

　そして、刀のすぐ横にあるものを見て──シオンは目を見開いた。

「こ、これは……」

　岩の上にあったのは──ナギの衣服だった。

　丁重に折り畳まれて置いてある。

　東方独自の衣装で、着物、と呼ばれるものらしい。ナギは普段、祖国の着物に大陸のメイド服を合わせて着用している。

　湖畔に置かれた着物と愛刀。

　その理由をシオンが察する頃には──もう遅かった。

　ザパン、と。

　水しぶきを上げながら、水面より浮かび上がる女が一人。

　ナギ、だった。

　長く艶つややかな黒髪は一つに束ねてある。手には木製の銛もり。森に落ちていた木を使って自作したのだろう。先端には数匹の魚が突き刺さっていて、ピチピチと暴れていた。

「──っ！」

　シオンは息を呑のむ。

　ダメだとわかっていても、吸い寄せられるように見てしまう。

　ナギは──ほとんど裸だった。

　胸と股間を、白い布で覆っているだけ。

　普段は着物のせいで隠れているが、露あらわになった体のラインはあまりに美しく、官能的だった。手足はすらりと長く、腰は細く引き締まり、しかし華きや奢しやという印象はない。研ぎ澄まされた刃やいばのような美と力強さを持つ肉体だった。

（あ、あれが──ふんどし、なのか……）

　今朝、フェイナに騙だまされて掴つかんでしまった白い布を思い出し、顔が熱くなる。

　胸を潰すように巻いた『さらし』と、股間を覆う『ふんどし』。

　東方の下着、らしい。

　知識としては知っていたし、それぞれ単体では見たことがあったが、女性が着用した状態を見るのは初めてだった。

（ほ、ほとんど丸見えじゃないか……！）

　大陸のショーツやブラジャーと比べてあまりに頼りない。

　特に酷ひどいのは臀でん部ぶだ。

　白い布が尻の隙間に食い込んでいて、なにも隠せていない。

　形のいい尻が、完全に丸見え──

「……お屋や形かた様？」

　ナギはこちらに気づくと、水を滴らせながら歩いてきた。

　ほとんど裸みたいな格好のまま、平然と。

「どうされましたか？　なぜこんなところに？」

「……い、いや、その……」

「ふむ？　なにやら顔が赤いようですが」

「……だから……ふ、ふんどし……」

「ふんどし……──ひゃあっっ!?」

　きょとんとしていたナギだが、ようやく自分の格好に気づいたらしい。かわいらしい悲鳴を上げながら、手に持っていた銛もりを投げ出し、慌てて股間と胸を隠す。しかしほぼ丸見えの尻までは手が回らないようで、片手を前後させながらあたふたし始める。

「申し訳ありません！　お、お屋形様の前で、こんなはしたない姿で……！」

「だ、大丈夫だ！　ぼ、僕の方こそ……すまないっ」

　シオンは慌てて後ろを向く。だいぶ遅いような気もしたけれど。

「すぐに着替えますのでっ」

「う、うむ……」

　背後で着替えを始めたらしく、かすかな衣きぬ擦ずれの音がする。万が一にも見てしまわぬよう、シオンはぎゅっと目を閉じた。

「ナギ……本当にごめん。わ、悪気はなかったんだ……」

「いえっ！　謝らないでください！　お屋形様はなにも悪くありません。私が悪いのです。誰もいないと思って油断して、つい、こんな格好で魚獲とりをしてしまって……」

　どうやらナギは、いつもこの場所で、いつもあの格好で魚を獲っていたらしい。

「す、すごいのだな。ふんどしというものは……」

「えっ……」

　布一枚で急所を見事に覆い隠す着こなし──その文化にシオンが感心して呟つぶやくと、ナギは驚きよう愕がくと羞恥の声を上げた。

「お、お屋や形かた様は……こういう格好が好みでしたか……？」

「え……？」

「まだお若いのに、ずいぶんと特殊な……いえっ、決してバカにしてるわけではなく、むしろ喜んでいただけたなら、その……光栄と言いますか……」

「ち、違う違うっ！　僕の好みの話じゃない！　ただ、ふんどしという下着の機能性に感心しただけだ！」

　慌てて否定するシオンだった。

　異郷の文化に対する知的好奇心から興味を持ったのであって、決して性的興奮からではない。決して。







「東方の術、ですか……」

　ナギの着替えが済んだ後、シオンは改めて問いかけた。

　大陸の魔術とは違う、東方の術について。

「ああ。東方諸国家は長い間、『鎖国』という法令によって異文化との交流を絶っていただろう？　そのため、大陸とはまるで異なる独自の文化や技術が発達している。そこになにか新たな発見がないかと思ってな」

「なるほど。お考えはわかりました。しかし……残念ながら、お屋形様のご期待には添えぬかと思います」

　ナギは申し訳なさそうに言う。

「東方独自の魔術──我が国では呪術や陰おん陽みよう術じゆつと呼ばれていますが、基本的には大陸の流れを汲くむものです。はるか昔、『鎖国』以前に大陸から伝わったものが、独自に発展したものだと言われています。いろいろ様変わりしていますが、本質的には同じものです」

「ふむ。そうなのか」

「私が用いる呪術に関しても、根っこの考え方は大陸魔術となんら変わりません。『円』の重要性についても同じです」

「だが、ナギの使う呪符があるだろう？　あれは大陸の魔法陣とはまるで違う体系だったように思うが？」

「いえ、基本的には同じです。呪符の場合、札の四角い『縁』が、魔法陣でいうところの『円』と同じ役割を持ちます。囲って世界を限定するという意味では、魔術と同じです」

「なるほど……切り取った紙の形状自体が役割を持つわけか。『円』と『長方形』の違いはあれど、やっていることは同じ、か……」

　納得するシオンに、ナギは続ける。

「私から見ても、お屋や形かた様の右手に刻まれた呪印は全くの未知のものです。お役に立てず申し訳ありません」

「いや、謝らなくていい。貴重な話だった。東方の術もきちんと学べば面白そうだな。また今度、じっくりと教えてくれ」

「それは構いませんが……生あい憎にく、私が教えられることなど、ほとんどありませんよ。私が扱える呪術は、本当に基礎的なものばかりですから」

　謙遜気味に語られた言葉に、シオンは思い出す。

　二年前──

『四天女王レデイストピア』の一角、『鬼』との激戦を。

　凶猛なる鬼気をその身に纏まとい、艶つややかな黒髪を振り乱しながら、太刀を手に戦場を疾駆する一匹の麗しき鬼──

「……そうだったな。ナギの一番の武器は、小手先の術ではなかった」

　腰に佩はいた太刀を見つめながら、シオンは言った。

「……幼き頃より、親からも一族からも、剣だけを教え込まれましたから」

　過去を懐かしむように、それでいてどこか自嘲気味に呟つぶやいた後、ナギは鞘さやをベルトから外し、膝の上に置いた。

「その刀は確か、ナギの父親の……」

「はい。今は亡き父の形見です。銘は『天月鬼あまつき』。父の死後に残された角を、私が刀として鍛え上げました」

　東方の鬼は死後に角を残す。

　鬼の一族では、死んだ仲間の角を新たなる武具として鍛え上げることが最大の供養とされているらしい。

「以前、少しお話ししたでしょうか？　我が一族は、東方諸国家の支配者に成り代わるべく、クーデターを起こしたのです」

　東方諸国家の頂点に君臨せし、鬼の一族。

　鬼達の中にもいくつかの部族が存在し、領土や権威を巡ってしばし小競り合いが起こっていたらしい。

「長らく頂点に君臨し続けているのが『オウガ』の一族。我が『アマクサ』の一族は、『オウガ』を討うって新たな支配者になろうと反旗を翻した。しかし……その結果は惨敗。頭領であった父の死をきっかけに、一族は敗走。ほとんどの者が捕まって殺されましたが、私はどうにか、命からがら大陸に逃げることができました」

　クーデター失敗後、父の形見だけを持ってナギは大陸へと逃げた。

　その後、流れに流れて──魔界へと辿たどり着つく。

「……一族の誇りを賭した戦いに敗れ、父も仲間も失った私には、もはやなにもありませんでした。そんな私の力を求めてくれたのが……魔王様でした。あの方は……死に場所すら失った私に、新たな戦場をくれた。『どうせ死ぬならば私のために死ね』と言ってくださった……」

　どこか懐かしむような顔で、かつての主あるじを語るナギ。

　シオンがなにも言えずにいると、

「あっ……も、申し訳ありませんっ！　かつての主のことを語るなど、忠臣として不敬の極み！」

　と、慌てて叫んだ。

「ご安心ください！　今の私はお屋や形かた様一筋です！　魔王なんて、死んで当然の極悪外道です！」

「……いや、なにもそこまで悪く言わなくていいぞ」

　シオンはそう言って、静かに息を吐く。

　脳裏には、自分が倒した魔王の姿が浮かんでいた。

「確かに魔王は、僕の敵だった。僕にとって、そして人類にとって、憎むべき敵であり倒さねばならん相手だった。でも──それはあくまで僕の都合で、人類の都合だ。僕に僕なりの正義があったように、魔王にも魔王なりの正義があったのだろう」

　勇者が正義で、魔王が悪。

　そんな単純な図式だったら、どれだけ幸せだっただろうか？

　この世全ての争いがそうであるように、勇者と魔王の戦いもまた、正義と正義の戦いであったように思う。

　どちらが悪いという話ではない。

　ただ、互いの立場が違っただけの話──

（……いや、こんな俯ふ瞰かん的てきな考え方ができるのは、今だからかもしれないな）

　呪いを受け、人類の枠から外れつつあるからこそ──人類でも魔族でもないような半端物になってしまったからこそ、悟ったようなことが言えるだけなのかもしれない。

　二年前は──まだ勇者だった頃は。

　もっと盲目的に、己の正義を信じていたような気がする。

　己の正義を証明するために、相手を一方的に悪と断じて戦い続けた。相手を悪と見なすことが、戦い続けるためには必要だった──

「……とにかく、魔王がお前達『四天女王レデイストピア』にとって、一度は仕えた主であることに変わりはない。僕に気を遣って、わざわざ悪あし様ざまに語る必要はないぞ」

「……さすがはお屋形様。懐が深くあられます」

　褒め殺しの文句を述べてから、ナギは顔を上げた。

　空を見上げ、少しだけ眩まぶしそうに目を細める。

「実際私は……魔王に心酔していたというわけではありません。魔王の目的にも行動にも、賛同しかねることは多々あった。それでもついて行こうと思ったのは……ただ、寄る辺が欲しかったのです」

「寄る辺、か」

「……魔王と出会うまでは、孤独で、空っぽでしたから。力はあれど向かう先はなく、ただ宙ぶらりんに漂っていただけ……。目指したい場所も守るべきものもない、虚むなしい存在だったのです。おそらく、私以外の三人も」

「…………」

　瞳に悲痛な色を滲にじませて語るナギ。

　その顔を見るだけで、シオンの心にも痛みが生まれる。

　ほんの少しだけ聞き及んでいる、四人の過去。

　伝説級の高位魔族である彼女達は、その強大な力と比例するように、あるいは反比例するかのように、痛ましい出自と過去を持つ。

（……クーデターに失敗して祖国を追われたナギ。イブリスの故郷はすでに滅んでいる。フェイナは生まれながらの天涯孤独。アルシェラは──）

　支配者に反旗を翻して敗れた『鬼』。一族郎党皆殺しの憂き目に遭い、親も仲間も全てを失った。

　北方のエルフの里にて、『忌み子』として生まれ落ちた『闇森精ダークエルフ』。彼女の故郷である深き森は、吹雪が止まぬ永久凍土と化している。

　灼しやく熱ねつの砂漠の中、六六六匹の魔ま狼ろうが共喰ぐいを繰り返し、最後に残った一匹である『金狼マーナガルム』。魔狼の血肉と力は争いの果てに深く混じり合い、最後に残った個体に宿った意思と自我がどの個体のものなのかは、彼女自身にもわからない。

　淫魔サキユバスの女王『大[image: ]婦バビロン』。淫魔の女王となるべく産み落とされた彼女は、魔王さえ現れなければ魔界の支配者として君臨していたと言われている──

「我らは寄る辺として、魔王という大樹を求めた。支配者の下で命令に従っていれば、なんだか生きている意味を感じられるような気がした」

　しかし、とナギは続ける。

「魔王は……段々と変わっていってしまった。当初は人間社会の統率と支配が目的であったはずなのに、いつしか全人類を滅ぼして魔族だけの世界を作ろうとし始めた……。魔王軍の配下に対しても、己の意にそぐわぬ者には容赦なく処罰を下すようになった」

　厳格ながらも魔族のために戦っていたはずの魔王は、いつしか傍若無人な暴君へと変わり果ててしまった。

　戦乱が激化すればするほど、魔王は人間側の交渉には一切耳を貸さず、無意味な虐殺や理不尽な殺さつ戮りくを繰り返すようになった。

　だからこそシオンも──命を奪うことに迷いはなかった。

「いえ」

　そこでナギは、小さく首を振った。

「変わっていったのは、魔王ではなく……むしろ我々なのかもしれないですね」

　そう言って、優しい瞳でシオンを見つめる。

「お屋や形かた様……敵対していたあなたと何度も戦ううちに、我らは変わってしまった。小さくても凜り々りしく雄々しい勇者の生き様が、空っぽだった我らの中に、新しいなにかを芽生えさせたのです」

「……小さいは余計だ」

「はっ！　も、申し訳ありませんっ」

　照れ隠しに揚げ足取りを言ってしまうシオンだったが、ナギは真に受けて大慌てで謝罪してきた。

　シオンは一つ息を吐く。

「本当に、いろいろとあったものだな」

「えと……す、すみません。なんだか長々と自分語りをしてしまって」

「いや、気にするな。こういう話もたまには悪くない」

　そう言うとシオンは顔を上げ、穏やかな微笑と共に告げる。

「なんだろうな……。ナギと話していると、気分が安らぐというか落ち着くというか。すごく楽な気持ちでいられる」

「……え？　そ、それは、ど、どういう……」

　動揺を露あらわにしつつ、なにかを期待するような目となるナギ。

「うーむ。なんと言えばいいのだろう。声や物腰が柔らかいから、僕も気を張らずに済むというか……」

　肌の露出も少ないし、とは、さすがに言わなかった。

　やたらとスキンシップや露出が激しい他の三人とは違い、ナギは正しく着物を着こなし、一定の距離を保って接してくれる。

　思春期の少年の心を必要以上にかき乱すことのない、ある意味安心感を覚えるお姉さんであった。たとえるなら──

「まるで、孤児院にいたおばあちゃん先生と話しているような」

「おばっ……!?」

　ナギは衝撃を受け、果てしなく落ち込んでしまう。

　女心がわからぬシオンでも、さすがにすぐわかった。

　今のは間違えた、と。

「ご、ごめん、ナギ。今のは違うんだ。えと……」

「だ、大丈夫です。褒め言葉として受け取っておきますから……」

　自力で立ち直るナギだった。

「私のような女と話すことで、お屋や形かた様の気が少しでも安らぐのであれば、これほど嬉うれしいことはありません」

　ただ、とナギは続ける。

「少々複雑な気分でもあります」

「うん？」

「お屋形様は……わ、私のことを、女だと思っていないのでしょうか？」

　緊張に震える声で言いながら、ずい、と身を乗り出してくる。

　顔が一気に近くなって、シオンの胸はどきりと跳ねた。

「確かに私は……他の三人と比べて地味で積極性に欠け、体の起伏も乏しいですが……」

「そ、そんなことはないぞ。地味だなんて思ったことはないし、体だって……ああ、いや、えっと……」

　先ほど見てしまったふんどし姿が脳裏に蘇よみがえり、顔が熱くなる。形のいい尻や、さらしに潰されながらも確かな存在感を放っていた胸。他の三人よりは小さいかもしれないが、それでも十分すぎるサイズだと思われる。

　照れてなにも言えなくなるシオンに、ナギもまた顔を赤らめたまま、しかし再び距離を詰めてくる。

『おばあちゃん』と言われたことが、よほどショックだったのだろうか。

　いつになく積極的になっている──

「ナ、ナギ……」

「お屋形様。私だって、一人の女なのですよ？」

　艶なまめいた唇が、熱を帯びた言葉を紡ぐ。切れ長の目にはいつもの凜りんとした鋭さはなく、溶けたように潤んでいた。

　わけがわからず硬直してしまうシオンの肩を、ナギが強く掴つかむ──

「──ずいぶんと楽しそうなことをしているのね」

　瞬間。

　どこからともなく声が響いた。

　穏やかでありながら、しかし地獄の底から響くような不気味さと冷たさを伴う声に、ナギは悲鳴を上げて飛とび退のく。

「ひゃあっ！」

「うふふ。邪魔して悪かったわね、ナギ」

「ア、アルシェラ……」

「いつまでも帰ってこないから様子を見に来てみれば、まさかこんなことになっていようとはね」

　こちらに向かって歩いてくるアルシェラはいつもと変わらぬ微笑を浮かべていたが、なぜか凄すさまじい威圧感があった。

「驚いたわぁ。普段、さんざん私達に『女はもっと慎みを持つべきだ』とか『女から男に迫るなど、恥を知れ』とか偉そうに説教しているあなたが、まさかこんな風にシオン様を誘惑するなんて」

「ち、違うっ、誘惑などではない！　今のは……今のは、そのっ……う、うう……違う、違うのだぁ……」

　なにも言えずに小さくなり、ぶつぶつと呟つぶやくナギ。

（た、助かった……のだろうか？）

　いまいち状況は飲み込めなかったが、とりあえず安あん堵どするシオンだった。

　アルシェラは一人、思案に沈むような顔となる。

「……まさか一番大人しいと思っていたナギまで、こんな積極的な真ま似ねに出るなんてね。こうなったら、私ももっと、今まで以上に本気に──」

「……アルシェラ？」

「え？　あっ、いえいえ、なんでもありませんよ、シオン様？」

　慌てふためきながら手を振るアルシェラ。

（……やっぱり、なにも助かってないのかもしれない）

　隙あらば迫ってくるお姉さん達に、背筋が寒くなるシオンだったが──

「……違う、違う違う違うっ、わ、私は、そんなふしだらな女ではないのだ、うわぁああん！」

　感情が爆発したように叫びながら、ナギが一目散に駆けだした。

　森の奥へと走り去っていくが、その際シオンにぶつかってしまう。

　バランスを崩したシオンは前へ倒れ──

　もにゅん、と。

　たわわな胸の中へと、思い切り飛び込んでしまった。

「あんっ」

「わっ……ご、ごめんアルシェラ！　わ、わざとじゃないんだ」

「うふふ。大丈夫ですよシオン様、そんなに慌てずとも。事故であることはきちんとわかっていますから」

「……そ、それならいいんだが……その」

「なんでしょう？」

「ど、どうして……僕を抱きしめているんだ？」

　転びかけたシオンを、アルシェラは両手を広げて受け止め、しっかりと抱擁した。もっと言えば……自分から積極的に抱きしめに来たような気配すらある。

「シオン様がお怪け我がでもしたら大変ですから。この身を賭して受け止めさせていただきました」

「……そうか。なら、もう大丈夫だから、はなしていいぞ」

「いえいえ。もしかしたら脳のう震しん盪とうを起こしているかもしれません。しばらくこのまま様子を見た方がいいですね」

「な、なにを言って……わっ、ぷ……」

　両手を頭の後ろに回され、豊満な胸で顔を挟むように抱きしめられてしまう。

（うう……す、すごい）

　柔らかな胸の感触と、甘い芳香がシオンを包み込む。

（くそ……ま、また、遊ばれてしまっている……！）

　屈辱的な目に遭いながら、しかしどこか悪くない気分になってしまう自分もいて、それがまたさらに屈辱的だった。

「ア、アルシェラ……いい加減にしろ」

「…………」

　必死になって抗議するも──アルシェラの反応はなかった。

　不思議に思い胸の谷間からどうにか視線を上げると、彼女の顔からはさっきまでの悪戯いたずらめいた微笑が消え、なにかを考え込んでいた。

「アルシェラ……？　わっ。む、むぅっ……」

　もにゅん。

　再びシオンの顔面が、胸の谷間に吸い込まれる。

　そしてすぐに解放されては、また同じように巨乳に挟み込まれる。

　もにゅん。もにゅん。もにゅん。

　脳が蕩とろけそうな抱擁が、何度も何度も繰り返される。

「お、おいアルシェラ！　いい加減にしないと、僕も本気で──」

「少しじっとしていてください、シオン様」

「え……」

「お願いします。真面目な話なんです」

　真剣な声音で言いながら、アルシェラは抱擁を繰り返す。

　まるで、なにかを確かめるように。

　その剣けん幕まくに気け圧おされ、シオンは押し黙る他なかった。

（ま、真面目な話……？　この不真面目の極地みたいな状況で……？）

　困惑するシオンに──さらなる追撃が襲い来る。

（えっ……なっ、わ、わあ……！）

　連続抱擁がようやく終わったかと思えば、今度はアルシェラの手が、体中をまさぐり始めた。肩、腹部、臀でん部ぶ、太もも……細くしなやかな指が、体を優しく撫なで回まわしていく。

（んっ……ま、まずい、声が、出そう、だ……んんっ）

　唇を噛かみしめ、シオンは羞恥とくすぐったさに耐え続けた。

　何度も何度も繰り返し確認するように体中を撫で回した後、アルシェラはようやくその手を止めた。

「……シオン様」

　抱擁と撫で回しが終わり、魂が抜けたような気分でいたシオンに、アルシェラが信じられないといった顔つきで告げる。

「少し、背が伸びたのではありませんか？」







　屋敷に戻った後、倉庫から身長計を引っ張り出してきて、シオンは改めて身長を測った。

　すると──少し身長が伸びていた。

　一センチほど。

「……うぉぉおおおお！　やっっったぁあああ──っ！」

　窓の外に向けて、シオンは満面の笑みで歓喜を叫んだ。

　普段は意識的に大人びた言動を心がけている少年が、両手を上げて大声を出して、子供らしく全身全霊で喜びを表現した。

　メイド達四人は、そんな主あるじの背中を見つめている。

「なーに大喜びしてんだ、うちの坊ちゃまは。たかだか一センチ伸びたぐらいで？」

「あらイブリス。忘れたの？」

　アルシェラが告げる。

「シオン様は……魔王の呪いを受けて以来、体の成長が止まってしまっていたのよ」

　二年前──

　魔王を殺した際、シオンは呪われた。

　周囲の命を無差別に貪るエナジードレイン以外にも、様々な呪いの特徴が見受けられる。魔力の量や質の変化。驚異的な再生能力。

　そして──肉体の不老。

　呪いを受けた瞬間から、シオンの体は成長をやめた。

　本来ならば成長期であるはずの10歳の体は、まるで時が止まったかのように、10歳のまま成長しなくなっていた。

　年を取らず、老いず衰えず、いつまでも若々しい……多くの人間が渇望する不老不死──それに限りなく近い状態にあるシオンだが、まだ幼い少年にとって、成長の停止は苦痛以外のなにものでもなかった。

　そんな時を忘れた肉体が──今。

　ほんの一センチだけ、確かな成長を見せたのだ。

「あー、そういやそんな話だったな」

　思い出したように頷うなずくイブリス。

「よかったねー、シー様。身長が伸びないの、地味に気にしてたっぽいし。それにしても……アルシェラはよくわかったよね。たった一センチ伸びただけなのに」

「ふふふ。メイドたる者、主あるじの変化には敏感でなければならないからね。あなた達はまだまだ甘いんじゃないのかしら？」

　これでもかというほど得意げに笑う。

「なんだかね、抱きしめた感じがいつもと少し違ったのよ。いつもならば、こう……すぽっと収まるはずなのに、今日は少しばかり主張が強くて……」

「お前、いっつも抱きついてるもんな」

「い、いつもじゃないわよ！　ここぞという瞬間だけ！」

　苦笑気味で言うイブリスに、アルシェラはムキになって弁解した。

　ナギは呆あきれた息を吐く。

「ふん。いずれにしても慎みの足りぬことだ。女が男に抱きつくなど……」

「……あらぁ？　どこのどなたさんがどの口で慎みをどうこう言うのかしら？　ナギ。あなただって、ついさっき──」

「わああっ！　だ、黙れ黙れっ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶナギだった。

　そんなやり取りをしていると、青空に向けて快かい哉さいを叫んでいたシオンが、ようやく気が済んで戻ってきた。

「ふっふっふっ。最近、なんだか視界が高いなあ、とは思ってたんだ。うんうん、そういえば服もキツいような気がしていた。よし。アルシェラ、僕の服を急ぎ全て新調してくれ」

「かしこまりました」

「いや、一センチで変わんねえだろ」

　暴走気味の命令にも恭しく頭を下げるアルシェラと、冷静な顔で突っ込むイブリス。

　上機嫌だったシオンは、ムッと顔をしかめる。

「なんだイブリス？　嫉妬か？　僕の若さが羨ましいのか？」

「……はっはっはー。なんかうざいですよー、お坊ちゃまぁ～？」

　イラッとした表情を浮かべた後、イブリスはシオンの頭を鷲わし掴づかみにして、上からグリグリと押さえつけるようにした。

「うわああっ！　や、やめろぉ！　ち、縮んでしまう！　せっかく伸びてくださった身長様が縮んでしまう！」

　慌てて逃げるシオンだった。

「でもさー、なんで今更、急に身長が伸びたんだろうね？」

「それは……ふむ」

　フェイナの言葉に、シオンは改めて考え込む。

（確かにそうだな。なんで今になって急に……）

　我を忘れて大喜びしてしまったが、冷静に考えてみれば妙な話だ。

　呪いに関して様々な検証を行った結果判明した、肉体の不老。

　この二年、成長を止めていた体が、今になってどうして──

（考えられるのは……）

　答えは──すぐに導き出された。

　この数日でシオンの肉体に起こった大きな変化と言えば、それは一つしかない。

「聖剣、か」

　シオンは己の右腕を見つめた。

　一週間ほど前──この屋敷で、一つの戦いが起こった。

　レビウス・ベルタ・サーゲイン。

　シオンのかつての仲間であり、今では魔王を倒した勇者として崇あがめられている、一人の剣士。

　彼は様々な策を練り、王都から持ち出しが禁じられている『聖剣メルトール』を所持した状態で、シオンと相対した。

　激闘の果てに──シオンは『メルトール』をその身に取り込んだ。

　聖剣を魔剣に。

　人間ならば誰でも使える剣を、自分にしか使えぬ剣へと塗り替えた。

『メルトール』は今なお、シオンの体の内にある──

「聖剣を取り込んだことで、魔王の呪いが弱まったのか……！」

　まだ推論でしかないが、しかし他には考えられない。

　聖剣。

　それは──神が人に与えし武具。

　はるか昔、人間の脆ぜい弱じやくさを哀れんだ神々が、他種族への対抗手段として聖剣を作り上げたと言われている。

　ゆえに聖剣は──純粋な人間にしか扱えない。

　人間でさえあれば誰であろうと簡単に力の解放を許し、特に魔族に対しては絶大な威力を発揮する。

　かつてシオンは『聖剣メルトール』と共に戦い、その力で魔王を討うった。不死の魔王にも、聖剣でならばダメージを蓄積することができた。

　呪いによって今は聖剣を扱えなくなっていたが──

『真呼吸ノーブレス』

　その呪いの力にて、聖剣をその身に吸収した。

「聖剣は魔族に対して極めて有効な攻撃手段となる……それは魔王が相手でも例外ではなかった。ならば……魔王の呪いに関しても聖剣が効くということなのか……」

　驚きを隠せない。

　シオンが『メルトール』を取り込んだのは、なにか深い狙いがあったわけではない。ただあの場では、そうする以外でレビウスに勝つ方法が思いつかなかっただけだ。

　ただ生きるために、なりふり構わず持てる力の全てを使った。

　その結果が──まさか呪いの解呪に繋つながるとは。

「じゃあ坊ちゃま。呪いが弱まったことで身長がちょびっと伸びたってことは……エナジードレインの方も弱まったかもしれないってことですか？」

「それは……まだわからん」

　イブリスの問いに、シオンは険しい顔で答える。

「感覚でわかる。エナジードレイン自体は、まだ発動している。仮に弱まっているとしても、僕自身にもわからぬ範囲……本当にごくわずかな変化しかないのだろう」

「そっか。ほとんど変わってねえってことか」

　残念そうに言うイブリス。

「ではお屋や形かた様。『メルトール』を取り込んだことで、ほんのわずかに呪いを軽減できたのであれば……重ねて他の聖剣も取り込んでいけば、いずれは完全に呪いが消え去ることもあるのでは……？」

「……可能性はある」

　ナギの言葉に、シオンは頷うなずく。

　ロガーナ王国が保有する聖剣は、全部で三つ。

　流れを司つかさどる『リッター』。

　質量を喰くらう『ザグラム』。

　そして、距離を掌握する『メルトール』。

　他に人間の国家では四つほど存在が確認されているが、聖剣が全部でいくつ存在するかは、正確にはわかっていない。十本。十二本。十三本。二十四本。九十九本……などなど、様々な伝承や予想が混在し、なにが本当かわからない状態だ。

「なるほど、つまり坊ちゃまが手当たり次第に聖剣を吸い込んでいけば、そのうち呪いが完全に消えるって寸法か」

「そんな勝手な真ま似ねができるか」

　イブリスの提案に突っ込む。

「聖剣は国の宝で、人類の至宝だ。僕個人の事情で好き勝手にしていいものじゃない」

「……一つ吸収したくせに」

「き、緊急事態のときはしょうがないんだ！」

　言い訳を叫んだ後、小さく息を吐いて右手を見下ろす。

「『メルトール』の吸収は、僕が過去にこいつを使い慣れていて、その特性を知り尽くしていたからこそ上う手まくいったようなものだ。他の聖剣で同じことができるかどうかはわからん。だが──」

　シオンは言う。

　瞳には、希望の輝きがあった。

「──これは大きな一歩だ」

　そう言って右手を強く握りしめる。

「呪いを解くために、辿たどるべき道筋が見えてきた。聖剣について調べていけば、魔王の呪いについてもわかるかもしれない」

　完全にお手上げだった暗中模索の状態に、一筋の光明が差した。

　聖剣による呪いの相殺。

　まだこの方法が正しいかどうかはわからないが、今まで考えついて試してきたどんなアプローチよりも、はるかに可能性が高いように思えた。

「……くそ。迂う闊かつだったな。考えてみればわかりそうなことじゃないか。魔王にとっても天敵だった聖剣……だからこそ魔王の呪いと関係するはずがないと、最初から決めつけてしまっていた。そうか……呪いの原理を理解せずとも、聖剣の力で強制的に減衰できるのであれば、むしろ聖剣の波長から逆算して──」

「ね、ねえ、シー様」

　深く考え込むシオンに、フェイナが声をかける。

　不安に震えるような声で。

「どうした、フェイナ？」

「あ、あのさ、もし、もし……だよ？　もしも、呪いが完全になくなったら……シー様は、もうこの家から出て行っちゃうの？」

「ふむ。まあそうだな」

　問いかけに対し、シオンはあっさりと頷うなずいた。

「呪いがなくなれば、こんな森の奥に引きこもって隠いん遁とんする必要はないからな。この家に住み続ける理由もない」

「…………」

「さて、なにから始めるべきか……。まずは現状の検証か？　『メルトール』によって僕自身の呪いがどの程度変化したのかをきちんと確かめる必要があるだろう。その結果如何いかんでは──」

　ブツブツと呟つぶやきながら、再び深く考え込んでしまうシオン。

　幼い顔には、未来への希望が満ち満ちている。

　暗闇の中、進むべき道を見つけたかのような──明るく輝く未来に胸を高鳴らせているかのような。

　そんな彼を見つめるフェイナの瞳には、深い悲しみがあった。手を伸ばしかけるが、届く前に自分で引っ込めてしまう。

「……ちっ。情けねえ面してんじゃねえよ」

　苛いら立だった声を上げたのはイブリスだった。

「最初からわかりきってたことだろうがよ。坊ちゃまの呪いが解けたら、どうなるかなんて……」

　怒りを必死に噛かみ殺ころしたような声。フェイナにではなく、自分自身に苛立っているような声だった。

「……お屋や形かた様は、こんな場所で埋もれていいお方ではない」

　ナギもまた、悲痛さが滲にじむ声で告げる。必死に毅き然ぜんとした態度を作ろうとしていたが、その声は小さく震えていた。

「誰よりも人の世のために尽くしながら、得るべき対価を得られなかった。戻れるのであれば……陽ひの当たる場所に戻った方がいい。今度こそ堂々と人の世で名を馳はせ、そして報われるべきなのだ」

「……わかってる。わかってるよ。わかってるけどさ……」

　駄だ々だをこねる子供のように、言葉を繰り返すフェイナ。

　もしも。

　もしも、シオンの呪いが解けたならば。

　きっと人の世は──彼を歓迎することだろう。

　今更勇者の立場に戻ることは難しいかもしれないが、彼を追い出した王室は手のひら返しをして神童の帰還を喜ぶことだろう。シオンの才能が国家にもたらす利益を即座に計算し、それなりの地位を用意して手厚くもてなすに違いない。

　この国にこだわらずとも、シオンの実力と知識があれば居場所に困ることはない。あらゆる分野で秀でた才能を発揮する彼は、どこの国でも喉から手が出るほどに欲しい逸材だ。

　いくらでも選択肢はある。

　シオンには、無限の未来が広がっている。

　しかし──

　人の世での素晴らしい未来に、裏切り者の魔族は存在できない。

「──全員、覚悟はしていたはずよ」

　アルシェラが告げる。

　一いち縷るの躊ちゆう躇ちよも迷いもない、厳かな声で。

「勇者であった彼に仕えると決めた瞬間に、覚悟はしたはず。シオン様が光の世界に戻られるのであれば、我らの存在は重荷以外のなにものでもない。我らは……どこまでいっても闇の住人でしかないのだから」

　救世の勇者と魔王軍の最高幹部。

　勝者と敗者。

　光の世界で名を馳はせるはずだった少年と、最悪の裏切り者としてどこまでも闇に落ちていくはずだった女達。

　本来ならば終戦後に関わるはずのなかった光と闇を結びつけたのは、皮肉なことに、少年を蝕むしばむ呪いだった。

　魔王の呪いがなければ、『四天女王レデイストピア』が勇者のメイドとなることなど、絶対にありえなかっただろう。

　ゆえに。

　呪いがなくなってしまえば──それは、別れを意味する。

　人の世に、彼女達の居場所はない。

　人間は自分達を苦しめた魔王軍の幹部を、決して許しはしないだろう。今のような隠いん遁とん生活ならば騙だまし騙しやっていけるだろうが、シオンが表舞台で名を馳せるようになれば、彼女らの存在は彼の立場を危うくする。

　シオンがのし上がるために、『四天女王』は邪魔でしかない。

　呪いなき勇者に、もはやメイドは必要ない。

　解呪の手がかりを見つけ、希望に満ち満ちた目で未来に思いを馳せるシオン──彼の思い描く輝かしい未来に、四人のメイドは存在しない。

　それでいい。

　それで構わない。

　主あるじが幸福であるのであれば、自分達はそれでいい。

　四人のメイドは、そう考えた。

　それが正しいのだと思い込もうとした。

　しかし──

「ああ……それにしても楽しみだな」

　ずっと思案に沈んでいたシオンがようやく元の世界に帰ってきた。

　そして希望に満ちあふれた笑顔で、四人の方を振り返る。




「呪いが解けたら、もっとみんなでいろんなところに行けるな」




　シオンは言った。

　幸福そうな笑顔で、それでいてごく自然に。

　まるで当たり前の事実を告げるように、『みんな』と口にした。

　この五人で過ごす幸福な未来を、必然のように語った。

「呪いのせいで諦めてしまっていたが……本当は行ってみたい場所が山ほどあるんだ。一年ぐらい、世界を回る旅に出てみるのもいいかもしれない」

　上機嫌に、無邪気な子供のように、己の思い描く将来を語る。

「ふむ。しかしこの屋敷に住む必要がなくなるといっても、せっかくみんなでここまで綺き麗れいにしたんだ。愛着も湧いてきたし、今更手放すのも惜しいな。よし、この屋敷は僕らの別荘とするか。避暑地として活用するとしよう」

「……え。あれ？　シ、シー様」

　饒じよう舌ぜつに語り続けるシオンに、フェイナが驚いた顔で問いかける。

「呪いが解けた後も……私達、一緒なの？」

「ん？　どういう意味だ？」

　首を傾かしげるシオン。

　本気で発言の意図がわかっていない様子だった。

「ああ、休暇か。お前達も、少しは休暇が欲しいということか？」

「え、えっと……」

「心配するな。僕の呪いが解けた暁には、お前達にも休暇なり報酬なり、相応の恩賞を与えることを約束する。楽しみにしていろ」

「…………」

　言葉を失ってしまうフェイナ。

　シオンはどこまでも上機嫌に笑っていた。

　まるで──これからもずっと五人で暮らしていくことを、何一つとして疑っていないかのように、無邪気に笑っていた。

　それは、ある種の『甘え』であったのかもしれない。

　愛されて育った子供が、自分の母親が目の前から消えることを想像できないように──これから先も自分が、無条件に愛されることを信じ切っているように。

　シオンもまた、メイド達を信じているようだった。

　無意識のうちに、そばにいて当たり前の家族と捉えている。

　少年の思い描く未来に、メイド達四人は当然の如ごとく存在していた。

　それが痛いぐらいに伝わってきたから、彼女達は──

「……えへへっ。シー様、大好き！」

　真っ先にフェイナが飛びついた。

「ずーっと一緒だよ、シー様？」

「わっ……な、なんだ？」

「恩賞かぁ、こりゃ期待しちゃいますね、坊ちゃま」

「どこまでもお供します、お屋や形かた様」

　イブリスは皮肉めいた笑みを浮かべながら頭を乱暴に撫なでてきて、ナギは恭しく言いながら手を強く握りしめてきた。

「ああ……シオン様。あなたはどうして……どうして、こんなにも……！」

　いつの間にか背後に立っていたアルシェラは、耐えきれないと言わんばかりに、両手を回してシオンを強く抱きしめた。

「な、なんだっ!?　お前達、急にどうしたんだっ!?」

「うふふ。なんでもないですよ」

「こっちの話、こっちの話ぃ」

「そうそう。坊ちゃまには関係ないから」

「どうぞお気になさらず」

　わけがわからず抗議するも、メイド達は止まらない。抑えていた感情が爆発したかのように、全力でシオンに絡んでくる。

「き、気にするなって……うわっ、や、やめ……わっ、わぁあ──」

　もみくちゃにされるシオンには、メイド達がどうして幸せそうな顔をしているのか、さっぱりわからなかった。







　その日の夜──一つの事件が起こった。

「はぁー、もう最悪。イブリスのせいだかんね」

「うっせーぞ、フェイナ。過ぎたことをゴチャゴチャ言うな。お前があんなとこに洗濯かごを放置しといたのが悪い」

「だからって普通、乾いてた洗濯物、間違えて洗う？　見たらわかるでしょ、普通。おかげで乾いてる下着一つもなくなっちゃったんだよ？」

「あー、うっせーうっせー」

「フェイナ。イブリス。責任のなすりつけあいをしてもなんにもならないわよ。二人とも反省しなさい」

「まあまあ三人とも。心配しなくていいぞ。ちょうど新しく縫ったさらしとふんどしがあったからな」

「……ナギ。あなたはどうしてちょっと嬉うれしそうなの？」

「ふふふっ。ようやく来たのだな、お前達にふんどしの素晴らしさを伝えられる日が！　ふんどしはいいぞ。大陸のチャラついた下着と違って、身につけることでグッと気が引き締まる。それなのにお前達は……いくら薦めても一向に試してくれないし……」

「だってやだもん。かわいくないし」

「こんな布をケツに食い込ませるぐらいなら、はかねえ方がマシだ」

「……ナギ？　本当にこのきわどいのが、あなたの祖国の標準的な下着なのよね？　私達を騙だましてるわけじゃないのよね？」

「くっ……貴様らぁ、いつもいつも我が国の文化を馬鹿にして……！」

　一つの部屋でメイド達が姦かしましいやり取りを繰り広げていたところ、その部屋の前を偶然シオンが通りかかった。

「おい、うるさいぞ。こんな夜中になにを騒いで──」

　ドアを開けた瞬間、全員の時が止まる。

「…………」

　無言のまま、シオンはドアを閉めた。
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　何度も首を振り、目頭を手で揉もむ。

「……どうやら疲れているようだな。奇き天て烈れつな幻影が見えてしまった」

　ドアの向こうに広がっていた世界はあまりに扇情的で、しかしあまりに特殊であった。一部のこじらせた性癖の持ち主にしか突き刺さらぬような、表現しようのない官能的光景がそこにはあった。

「……今日は早く寝よう」

　特殊な着衣が生み出す特殊なエロティシズムは、まだ幼いシオンには到底飲み下せるものではなく、脳は過負荷で処理を諦め、目に焼き付いた光景を記憶の奥底へとしまい込んだ。
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　屋敷の一室にて、シオンとアルシェラの二人がとある検証を行っていた。

「シオン様、いつでも大丈夫です」

「よし。いくぞ」

　シオンは右手の手袋を外す。

　部屋の中心には、花瓶に挿した花が一輪あった。

　この屋敷の周囲に咲いていたものではなく、街の花屋で購入してきたものである。

　シオンはその花に向けて右手をかざす。

（……すまないな）

　内心で謝った後、右手に意識を集中させた。

　普段は抑え込んでいる魔王の呪い──エナジードレインを、少しずつ少しずつ解放していく。

　ほんの数秒で、花は枯れた。

　生命力を根こそぎに奪い去られたように萎しおれて、水気を失った花弁が落ちる。

　屋敷近辺の植物であれば、エナジードレインの影響で枯れるようなことはない。以前大地に垂らした血によって眷けん属ぞく契約と似た現象が起こり、シオンという脅威に対し適応した植物だけが生えるようになっている。

　しかしこの周辺以外の植物であれば──生命である限り、シオンの呪いからは逃れられない。

「アルシェラ」

「五・三秒です」

　手元の時計で秒数を読み上げた後、アルシェラは花が枯れるまでの時間を紙に記していく。

「続けるぞ」

　それから似たような検証が繰り返される。

　新しい花を挿し、手をかざしてから枯れるまでの時間を記録する。極限まで力を抑えての状態、半分程度解放した状態、七割程度解放した状態、手袋をしたまま力を半分程度解放した状態……などなど、様々な状況下での検証を繰り返す。

「どうでしょう、シオン様？」

　一通りの検証が終わった後、まとめた記録を眺めるシオンにアルシェラが問うてきた。

「以前と比較して、花が枯れるまでの速度が遅くなってきている。ほんの少しだがな」

「ということは……」

「ああ。エナジードレインが……つまりは呪いが、弱まっているといっていいだろう」

　先日、一センチばかり伸びた身長から『聖剣を取り込んだことで魔王の呪いが弱体化した』という仮説が生まれた。

　肉体の成長以外の部分──たとえばエナジードレインはどのように変化したのかを確かめるため、様々な検証を行ったわけだが──

　その結果、ほんの少しだが、命を吸う力が弱まっていることがわかった。

「やはりシオン様の予想は正しかったようですね。取り込んだ聖剣により、魔王の呪いは確実に弱まっています」

「……ん」

「どうかされましたか？」

「いや……確かに、以前に比べてエナジードレインは弱まっている。でもこれは、弱まっているというよりは……」

　もう一度記録を確認する。

（……これまではどんなに抑え込もうとしても完全には抑えきれず、素手を至近距離まで近づけた場合、ほんのわずかな時間で花は枯れた）

『力を抑えようとした』状態ならば、確かに以前より枯れるまでの時間が延びている。

　しかし──

（『力を解放した』状態のタイムは……ほとんど変わっていない）

　抑え込むのをやめ、力を抜き、今のシオンにとっての自然体で、エナジードレインを解き放った状態──解放状態では、花の枯れる速度はこれまでとなんら変わらなかった。

　抑えようとすれば、以前より少し抑えられる。

　しかしひとたび解き放てば、最高出力はなんら変わらない。

　力自体はまるで衰えていない。

　それが意味することは、つまり──

（弱まっているのではなく……制御できている、というべきなのか？）

　制御不可能だった力が、わずかばかり制御可能になった。

　出力自体はそのままに、加減の範囲が広がった。

（聖剣の特性が呪いを中和・相殺していると予想していたが……この感じは、なにかが違う気がする）

　悍おぞましき力を対極にある力で対消滅させるというよりは──むしろ逆に、なにか歯車が噛かみ合あったような感覚がある。

　解呪への道筋かと思われた、聖剣の吸収。

　しかし構造は、そう単純ではないのかもしれない。

（呪い……そう、呪いだ。僕は勝手に呪いと呼んでいた）

　己の意思ではどうにもならず、自分にも周囲にも災いを引き起こす──そんな理不尽極まりない現象だから、自然に『呪い』という呼称を使った。

（だが……そもそもこれは──呪いなのか？）

　魔王を殺あやめたことにより、シオンの身に宿ってしまった力。

　この力の正体は、いったい──

「……シオン様？」

　考え込んでいると、アルシェラが心配そうに声をかけた。

「あ、ああ。うむ。なんでもない。とにかく呪いの効力が薄くなっていることは間違いないようだ」

　余計な懸念は胸の内に留とどめ、シオンはそう言った。

「あとは一応、今日も身長を測っておくか」

「かしこまりました」

　二人は部屋の隅にある身長計の方に移動する。

（たった一日ではなにも変わらないかもしれないけど……もしかしたら伸びているかもしれないからな！　呪いが弱まったことで、今まで抑え込まれていた成長期が爆発しているかもしれない！）

　内心でワクワクしながら身長計に乗るシオンだったが──

「……あら？」

「どうした、アルシェラ？」

「すみません。測定棒が降りてこなくて……」

　使用している身長計は、支柱を通した測定棒を下ろして測る、オーソドックスなタイプである。

　どうやら測定棒が詰まり、動かなくなってしまったらしい。

「この屋敷にあった古い物だからな。あちこち痛んでいるんだろう」

「あ。でも、どうにかなりそうです。この、前の方が引っかかっているので……」

　呟つぶやきながら、アルシェラはシオンの前方へと移動して、身長計の上部で詰まった測定棒をどうにかしようとする。

　その結果、なにが起こったかというと──

「──っ」

　胸が。

　メイド服を押し上げる豊満な胸部が、シオンの眼前に突きつけられた。

（す、すごい……揺れてる……）

　背伸びをし、両手を上げながら作業しているため、動きに合わせて胸が大きく揺れる。ちょっと前に身を乗り出されると、それだけで心臓が張り裂けてしまいそうだった。
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（……き、気づいていないのか？）

　アルシェラ自身は上を向いて集中して作業しているため、胸を突き出している自覚は一切ないと思われる。

　普段の意識的な誘惑とは違う、無自覚の誘惑。

　なんの魂胆もないまま放り出された、無防備な二つの果実。

（ダ、ダメだ……アルシェラは真面目に作業してるんだから、変なこと考えたりしないで、じっとしてなきゃ……！）

　普段の自覚的なアピールとは違うため、注意することはできない。

　シオンはどうすることもできないまま立ち尽くし、目の前で揺れ動く巨乳に圧倒され続けた。

「あっ。直りましたよ……って、あれ？　どうされました、シオン様。顔が真っ赤ですが？」

「な、なんでもないっ」







　身長は伸びていなかった。

　先日の一センチ伸びた状態からほぼ変わっていない。

　もっと言えば……数ミリ縮んでいた。人は時間帯によって身長が少し伸び縮みするので、誤差の範囲だとは思うが。

「……やはり、急には伸びないか。まあ、わかってたけどな。全然期待なんかしてなかったけど。念のためやっただけだし。本当にただのついでだったし」

　誰に向けてかわからない言い訳を繰り返すシオンだった。

「そういえばシオン様、身長で思い出したのですが、服を全て新調するようにとのご命令については……」

「……あ、あれは軽い冗談だ。真に受けないでくれ」

　苦い顔で言うシオン。身長が伸びたことで有頂天になり、つい意味不明な命令を出してしまった。今となっては恥ずかしい限りである。

　アルシェラは苦笑気味に笑い、「かしこまりました」と頷うなずいた。

「しかし服と言えば……アルシェラ」

　シオンは思い出したように言う。

「僕もそろそろ、半ズボン以外も穿はいてみたいんだが──」

「なりません！」

　アルシェラは叫んだ。

　食い気味で、鬼気迫る様子で。

「いけません、いけませんよ、シオン様……半ズボンをやめるだなんて、そんなもったいな──んんっ！　とにかく絶対にダメです」

「ど、どうしてだ？」

「それは……だから……ねえ？　えっと、なんか……ほら、アレじゃないですか、アレ」

　凄すさまじくフワッとした返答だった。

　シオンが普段着ている衣服は、外行きも寝間着も含め、そのほとんどがアルシェラが選んだものである。

　彼女が街で購入し、たまに自分でアレンジを加えたりもしている。屋敷に来た当初はボタン付けもままならない様子だったが、この一年でめきめきと裁縫技術を伸ばしていた。

　元々衣服にそれほど頓着しないシオンにとって、彼女が選ぶ服にはなんの不満もなかったが──ただ一点だけ、不満というほどでもない、気になる点があった。

　それは。

　下の服が──ほぼ半ズボンということである。

　いい素材でいいデザインの長ズボンを買ってきては、それをわざわざ自分で裁断して半ズボンにすることさえある。

「は、半ズボンのなにが不満なのですか、シオン様？」

「いや、不満というわけではないが……その、年がら年中半ズボンを穿はいてるのは……子供っぽくて少し恥ずかしいというか」

「……だからそのちょっと恥ずかしがりながら半ズボンを穿いてるシオン様がかわいすぎてたまらないんですよその太ももの眩まぶしさで脳からドバドバと変な汁が止まらな──んんっ。な、なんでもありません」

　暴走気味にしゃべってから、慌てて取り繕うアルシェラ。だいぶ本音がダダ漏れだった気がしたが、早口すぎてよく聞き取れなかった。

（……わからん。なんでアルシェラは、僕に半ズボンを穿かせようとするんだろう？）

　アルシェラが半ズボンにこだわる理由──それは、もはや完全に彼女の趣味の領域の話なのだが、シオンにはそれが全くわからない。

　年端もいかぬ少年の太ももに対し強い関心や興奮を覚えるような性的嗜し好こうなど、少年本人には想像すらできぬことだった。

「えと、シオン様……実は今、貴族達の間では半ズボンが最先端の流行だったりするそうですよ？」

「そうなのか？」

「ええ。東か西にある小国『ハンズ・ボーン』国から訪れた商人『フト・モーモ』が火付け役となり、半ズボンが秘ひそかなブームになっているとかなっていないとか。子供っぽいどころか、厳粛な式典などでの大人の正装として半ズボンが普及しつつあるようです」

「ほう。僕の知らないところで、そんな動きがあったのか」

「私の聞いた話では、そういうことだったりなかったり。ですからシオン様、我らの主あるじとして、シオン様に今以上に品格を身につけていただくために、やはり私は半ズボンの着用を強く推奨いたします」

「なるほど……わかった。そういうことであるなら、これまで通り半ズボンで過ごすとしよう」

　納得するシオンに、ホッと安あん堵どの表情を見せるが──

「……アルシェラには、いつも助けられてばかりだな」

「え？」

「僕は引きこもってばかりだから、どんどん世俗に疎くなっている。だからアルシェラは、僕に流行の衣服を着せようとしてくれるのだろう？　世間知らずの僕が、これ以上世間とはぐれてしまわぬように。社会から見放された僕が、せめて格好ぐらい社会と繋つながっていられるように」

「……えっと」

「人間の文化を学ぶことは、お前達魔族にとって一筋縄ではいかないことだと思う。それなのにアルシェラは、いつも熱心に人間について学んでくれている。まさか服の流行まで研究していたとはな」

「……う」

「お前の努力と思いやりには、本当に頭が下がる」

「……うう」

「いつもありがとう、アルシェラ。お前のようなメイドがいて、僕は幸せ者だ」

「くっ！　ま、眩まぶしいっ……！　溶ける……！」

　猜さい疑ぎ心しんの欠片かけらもないような無む垢くな笑顔を前に、アルシェラは聖水をかけられた悪魔のような反応を見せた。

　それから、凄すさまじい懊おう悩のうと葛藤を見せた後、

「……シ、シオン様、やはり……長ズボンも用意いたしましょう」

　と、アルシェラは言った。

　罪悪感に押し潰されたような顔をしていた。

「む。いいのか？　半ズボンが今の流行なのでは？」

「い、いえ……どうやら私の思い違いだったようです。今ではなく数年前の流行だったかもしれません」

「ふむ。そうか」

　どうやら、長ズボンが穿はけるようになったらしい。

　アルシェラはなぜか、大事に大事に保存していた宝物を失ったかのような、深い絶望が滲にじむ顔となっていた。







　やがて片付けが終わり、二人は地下室から出ようとするが、

「──っ」

　ドアを通り抜けた直後。

　くらり、とアルシェラの体が揺れた。

　立ちくらみでも起こしたように体から力が抜け、その場にしゃがみ込んでしまう。手に持っていた花瓶は、床に落ちて割れてしまった。

　シオンは慌てて駆け寄り、声をかける。

「ア、アルシェラ!?」

「……も、申し訳ありません。花瓶が……」

「そんなことはどうでもいい。だ、大丈夫なのか？」

「大丈夫です……少し、目眩めまいがしただけですから」

　気丈な台詞せりふを述べるも、その口調は弱々しい。

（顔が、真っ青じゃないか……）

　厚く塗った化粧のせいで気づかなかったが、近くで見てみると顔色はかなり悪かった──いや。顔色の悪さを隠すために厚く化粧をしていたのだろう。

「アルシェラ……昨日も少し具合が悪そうにしていたが、本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫です。最近少し、寝不足なだけですから」

　そう言い切ると、アルシェラは立ち上がり、割れてしまった花瓶の片付けを始めた。

　シオンはそんな彼女を、黙って見つめることしかできなかった。







「行方不明事件？」

　昼食時、である。

　五人で食卓を囲んでいたとき、今日の買い出し当番だったナギが、街で聞いてきた話を述べた。

「はい。ビステアやその近辺で、人が消え去る事件が多発しているようです。わかっているだけでも、十人の人間が消息不明になっているそうで」

「物騒な話だな」

「ただ、事件性の有無に関してはまだはっきりとはしていないそうです。行方不明となっているのは、みな成人している者ばかりだそうですから」

「ふむ……」

　子供が行方不明となれば、誘拐や事故の可能性を考えるべきだが、それが成人──16歳以上となれば、今度は己の意思で家を出た可能性が高くなる。

　しかし行方不明者が十人ともなれば──いかに成人とは言え、なんらかの事件性を感じずにはいられない。

「なにか、行方不明になっている者達に共通点はないのか？」

「全員、若い男だそうです」

　ナギは言った。

「若い男？」

「はい……。そして、事件との関係性はまだ不確かなのですが……近頃、ビステアの外れにある寂れた教会に──淫魔サキユバスが住み始めたという噂うわさがあるようです」

「サ、サキュバス……？」

「行方不明になった男達の中には、教会の方へ向かう姿を目撃された者達も数人います。中には堂々と『淫魔とやらを拝んでくるぜ』とのたまって自ら教会に出向き、帰ってこない者もいるとか……」

　なんとも言えない顔で言うナギ。

　するとイブリスが深い憐れん憫びんを湛たたえた表情となり、隣に座るアルシェラの肩に手を置いた。

「出頭しろよ、アルシェラ」

「なっ！」

「今ならまだ罪は軽い。ちゃんと罪を償ってこい」

「ちょ、ちょっと、イブリス……」

「あーあ。いつかやらかすと思ってたんだよねー」

「フェイナまで……」

「まあ心配しなくてもいいよ。アルシェラが捕まっても、ちゃんと私があんたの後を継いでメイド長としてやってくから」

「い、いい加減にしなさい、あなた達！　私じゃないわよ！」

　からかってくる二人に、涙目で訴えるアルシェラだった。

　そんな三人を冷めた目で一いち瞥べつした後、

「くだらない冗談はさておき、お屋や形かた様、いかがいたしましょう？」

　と、ナギが冷静に話を戻した。

「そうだな……」

　シオンはしばし考え込んでから言う。

「様子を見に行ってみるか」







　その日の夕方、シオンは屋敷を出た。

　すっかりと日が暮れた頃に、目的地である教会へとたどり着く。噂うわさの淫魔サキユバスは夜に出現するらしいので、ちょうどいい時間帯と言えるだろう。

「ここが、淫魔が出る教会か」

　古びた教会を見上げながら、シオンは呟つぶやいた。

　建物自体はしっかりとしていたが、周囲では雑草が伸び放題となっている。人が通っている様子は全くない。街の噂によれば、三年ほど前に年老いた神父が亡くなり、それ以来手つかずとなっているらしい。

（周囲に民家はなく、人の気配も感じない。長居しなければエナジードレインの影響は気にしなくてもいいだろう）

　辺りに気を配った後、

「しかし……本当に大丈夫なのか？」

　シオンは脇に立つアルシェラを見つめる。

　今回の外出には、彼女だけが同行する形となった。

「体調が悪いのなら、無理しなくてよかったんだぞ？」

　今朝のことを思い出して言うシオンに、アルシェラは首を振る。

「お気遣いありがとうございます。でも大丈夫です」

　それに、と続ける。

「他の者に任せるわけにもいきません。もし淫魔がいるとすれば……私に無関係な話ではありませんから」

「そうか」

　シオンはそれ以上、追及することはなかった。

　二人は教会へと歩を進める。

　重厚な門扉を開くと──静せい謐ひつな空間が広がっていた。

　整然と並ぶ長椅子と、十字架のモチーフ。天井近くにある色とりどりのステンドグラスからは淡い月光が差し込む。

「……懐かしいな」

　捨て置かれてなお神聖な気配を残す教会を見つめながら、シオンは遠い目をして呟いた。

「懐かしい、ですか？」

「ああ──エマのことを思い出した」

　シオンは微笑と共に言った。

　アルシェラはぎくりと表情を強こわばらせ、

「……い、いましたね、そんな名前の女も」

　と、ぎこちない口調で告げる。頬ほおは少し赤く染まり、気恥ずかしさに耐えているような様子だった。

　エマ。

　その名は、シオンとアルシェラにとって特別な意味を持つ。

　魔王軍と戦う旅をしている途中に、シオンが西方の教会で出会った、一人のシスターの女。

　過酷な旅の中で出会ったエマのことを、シオンは実の姉のように慕っていた。

『シオンくん』と呼んで自分をかわいがってくれる彼女が、辛つらい旅の中での救いであった。エマの存在なくして、戦い続けることは不可能だったと言っていい。

　けれど。

　もう二度と、彼女がシオンの前に姿を現すことはないだろう。

　なぜならエマは──

「──っ」

　追憶に浸っていた頭が、強制的に現実に引き戻される。

　気配が。

　濃い魔族の気配が、肌に突き刺さってきた。

「──あらあら、今日はまた、ずいぶんとかわいいお客さんがやってきたものね」

　不自然に明るく、それでいて艶つやっぽい声が、どこからともなく響き渡る。

「ふふっ。でも人間の雄って本当にバカよね。ちょーっとエッチな噂うわさ流しただけで、自分からノコノコとやってきちゃうんだからさ」

　やがて声の主が姿を現す。

　柱から伸びる影から、ずるりと浮かび上がるように、女のシルエットが形作られていく。

　美しい女だった。

　整った顔立ちと極上のスタイル。

　一見、シスターのように見えた。

　黒を基調とした修道服を身に纏まとっている──しかしその着こなしは、とても神に仕える女とは思えない。

　サイズはかなりキツめで、起伏に富んだ体のラインが強調されている。深いスリットから覗のぞく生足に、大胆に露出した胸元。ズレたベールからは明るい色の髪と──そして角が見えていた。

「人間の雄って好きでしょ？　こういうドエロいシスターさん？」

　猫なで声で言いながら、女はゆっくりと近づいてくる。

「まったく悪い僕ちゃんですねえ。まだ小さいのに、エッチなことに興味津々だなんて。それとも偶然迷い込んじゃった感じ？　ま、どっちにしても答えは一緒なんだけどね」

　女の瞳が妖しく輝き、唇は蠱こ惑わく的てきな笑みを描く。

「なにも心配しなくていいよ。きみみたいな小さい坊やでも、お姉さんが手取り足取りぜーんぶ教えてあげる。なにもかもがどうでもよくなるぐらい、とーっても気持ちよくしてあげちゃうからっ」

「……噂うわさは本当だったようだな」

　呆あきれた顔でシオンは言った。

　表情は平静そのもので、女の色香に惑わされた様子はない。

　普段はなにかとメイド達にからかわれているシオンだが──いかに女性に耐性がないとは言え、戦闘となればまた話が変わる。

　日常と戦場で、スイッチの切り替えぐらいはできる。

　いかに幼くとも──彼は魔王を殺した勇者。

　戦場で女の色香にやられるような男が、魔王軍相手に戦い抜けるはずもない。

「とりあえず──捕縛しておくか」

「は？　捕縛……？　あははっ。やだ、なに言ってるのきみ？　捕縛って……もしかして私の正体、わかってない？　私はね、淫魔サキユバスなのよ？　きみみたいな子供にどうにかできる相手じゃ──っ!?」

　けらけらと笑っていた女の顔が──一瞬で引ひき攣つり、驚きよう愕がくと恐怖で青ざめる。

　ほんのわずかに、シオンが魔力を解放しただけのことで。

「え……なっ、あ……な、なに、この魔力……!?」

　戦慄する女に向け、シオンは手をかざす。

　次の瞬間──

　空間から無数の光の矢が迸ほとばしり、その全てが女に命中した。

　矢は命中した瞬間に光の鞭むちへと姿を変え、女の体に巻き付いていく。

「きゃああっ！」

　衝撃で後ろに飛ばされた女は、教会の柱に衝突。光の鞭は柱にもぐるぐると絡まり、淫魔を縛りつけた。

「え……えええっ!?　うそ、なにこれ……っ!?」

「ふむ。造作もない」

　瞬く間の捕縛劇。

　詠唱を破棄した捕縛術式で、これほどの速度と威力を発揮できる魔術師は、大陸全土でも両手で数えるほどしかいないだろう。

　並の人間では太刀打ちできぬ高位魔族の淫魔も、シオンにとっては格下の相手でしかなかった。

「お見事です、シオン様」

　後ろに控えていたアルシェラが恭しく言ってきた。

「……僕としては、もう少し穏便に済ませたかったんだがな」

　いかに相手が魔族と言えど、話も聞かずにこちらから手を出すような真ま似ねはしたくなかった。

　ではなぜ、問答無用で捕縛したかと言えば──

「こうでもしないと……お前があいつを殺していただろう？」

　背後から凄すさまじい殺気を感じたからである。

　淫魔サキユバスに向けた、世にも恐ろしい殺気を。

「や、やだ、シオン様ったら……私はそんな物騒な女じゃありませんよ？」

「……とぼけるなら、角をしまってからにしろ」

「はっ！　ち、違うんですシオン様っ。だって、シオン様を色香で誘惑するというだけでも万死に値するのに……そのやり方があまりにお粗末で、品性の欠片かけらもない低俗な誘惑だったもので、つい……」

　複雑な怒りを語るアルシェラだった。

　シオンは溜ため息いきを吐つき、そして捕縛した淫魔の方へと歩く。

「さて。どうしたものかな」

　どうやって情報を引き出すか考えながら、柱に縛り付けられた淫魔を見つめるが──彼女の目は、シオンの背後を見ていた。

「も、もしかして……アルシェラ、様？」
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　目をぱちくりとさせながら、淫魔サキユバスは言った。縛られながらも身を乗り出すようにして、その動きでベールがズレ落ちる。

　露あらわになった顔が月光に照らされると、アルシェラは息を呑のんだ。

「リリイラ……あなただったの」







　魔王の側近であった『四天女王レデイストピア』には、それぞれに直属の配下が存在した。

　と言ってもそれは、単なる形だけの主従関係だ。

　大した繋つながりがあったわけではない。魔王に割り振られた魔族の集団を、形式上配下として扱っていただけの話だ。

　しかし──アルシェラだけは少し話が変わる。

　様々な事情で天涯孤独となっている他の三人と違い、彼女にだけは多くの同族がいた。

『大[image: ]婦バビロン』

　アルシェラは──生まれながらの女王だった。

　淫魔を導く存在として、魔界に生を受けた。

　魔王の軍門に降くだったとは言え、淫魔達にとっては彼女が女王であることになんら変わりはない。

『四天女王』の筆頭として君臨しながら、彼女は多くの淫魔を配下として従わせていた。

　リリイラは、そんな淫魔の軍勢の一人であった。

「──ま、私は下っ端中の下っ端だったけどね。雑魚すぎて全然出番なかったっていうか、どうでもいいような雑用ばっかやってたっていうか」

　あっけらかんと、妙に明るい口調でリリイラは語った。

　屋敷の地下室。

　教会にて捕縛した淫魔──リリイラは、とりあえず屋敷に連れ帰り、地下室に監禁した。腕と足には、捕縛術式による光の枷かせが嵌はめられている。

　手足を封じられて床に投げ出された形だが──しかしリリイラの態度は実に軽薄なものであった。

「私、ほとんど前線に出なかったもん。気がついたら戦争が終わってた感じ。魔王様を殺した勇者とやらにも、とうとう会わないままだった」

　リリイラ自身が言う通り、彼女は魔王軍ではそこまで高い地位ではなかったと思われる。

　シオンは相対した経験がないし、フェイナ、イブリス、ナギの三人も、彼女のことは知らないと言っていた。

「いやー、それにしても驚いたわ。魔界から姿を消したアルシェラ様が、まさか勇者の子と一緒にいたなんて」

　そこまで言うと、彼女は改めてシオンを見つめた。

「はじめまして、勇者くん。噂うわさでは聞いてたけど、本当に子供だったのね。こんな小さい子に魔王様がやられたなんて、ちょっとびっくりよ」

　国家規模で情報統制が行われている人間世界とは違い、魔界では正しい情報が広まっているらしい。

　魔王を倒したのは当時10歳の少年という、歴史の真実が。

　人間の国では無名のまま、魔界でのみ名を馳はせてしまうとは、なんとも皮肉な話である。

「ほんとすごいわよね。きみが魔王様ぶっ殺してくれちゃったおかげで、魔界は大変なことになっちゃってるのよ？」

「…………」

「ああ、ごめんごめん、嫌みでもないし、恨み節でもないわ。私は正直、魔王様なんてどうでもよかったからさ。周りに合わせて適当に働いてただけだし」

　本当にどうでもよさそうに言う。

　事実魔王軍は──とても一枚岩とは言えぬ集団であった。

　魔王という他とは隔絶した力を持つ独裁者が、その圧倒的な力で無む理り矢や理りまとめていただけの集団。

　中には心から魔王を崇拝する者もいたが、力に怯おびえて仕方なく従う者、隙を見て魔王を討うとうとする者、ただ流されただけの者、事大主義者……などなど、様々な考えの者達がいた。

　力では劣る人類が、それでも魔王軍と戦い続けられたのは、魔王軍の組織としての未熟さによる部分も大きかった。

「あーあ、ほんと失敗だったなあ。まさか魔王様が人間に負けるだなんて夢にも思わなかったからなあ。それならそれで早いとこ人類側に寝返ってればもう少し美お味いしい思いも──」

「……リリイラ。お前はなぜ、若い男を襲った？」

　話の流れを無視して、シオンは問うた。放っておくといつまでも一人でしゃべり続けそうだったからだ。

「なぜって……あはっ」

　リリイラは一瞬不思議そうな顔をした後──吹き出すように笑った。

　蠱こ惑わく的てきで淫いん猥わいな笑みだった。

「勇者くん、私ら淫魔サキユバスにその質問は『なんで毎日ご飯食べるんですか？』って聞くようなもんよ？」

「…………」

「雄のチンポをしゃぶってしゃぶって、精液もろとも生命力まで絞り取っちゃうのが、淫魔って生き物だもん」

　自慢でも自虐でもなく、ただ事実を語るように、リリイラは言った。

　淫魔サキユバス。

　魔界に存在する高位魔族の一種。

　雌しかいない彼女達は、積極的に他種族の雄との性交渉を求める。

「淫魔の習性と生態はわかっている。ならば質問を変えよう。なぜわざわざ人間界に来て人間を襲った？　雄を欲するというなら、魔界にも雄はいくらでもいるだろう？」

「そんな真面目な顔で聞かれても……特に理由なんてないわよ？　たまにはちょっと変わり種が食べてみたくなっただけ。ついこないだまでオークと濃厚に遊んでたから、今度はあっさり味を楽しみたくなったの」

「…………」

　あまりに浅く下品な理由にシオンが眉を顰ひそめていると、

「はあ……。本当にあなたは変わらないのね、リリイラ」

　アルシェラが深く溜ため息いきを吐ついた。

「あなたがもう少し真面目でもう少し良識と節度をわきまえていたなら、私はあなたを自分の副官にしたいと思っていたのに」

「あははっ。ありえないですよ、そんなの。私、真面目に働くとか絶対無理ですから。日替わりでいろんなチンポを食べたいだけの女です。ある意味、誰よりも真面目に淫魔やってると思いますよ？」

「……そうね。ある意味で誰よりも淫魔らしいのが、あなただったわね。本当になにも変わっていない」

「ていうか、私が変わってないんじゃなくて──アルシェラ様が変わったんじゃないですか？」

　リリイラは言う。

　どこか冷めた目をして。

「昔は高慢で冷酷な女王様って感じだったのに、なんか今は……人間みたいな顔してますよ」

「……そうかもしれないわね」

　アルシェラは柔らかく苦笑したが、

「なんだっけなー……確か、勇者くんにハニートラップ仕掛けにいった辺りからかなあ、アルシェラ様が変わり始めたのは」

「──っ」

　リリイラがなにげなく言った瞬間、アルシェラの笑みが凍りつく。

「魔王様の命令で人間のシスターに化けて、勇者くんを誘惑して籠絡して手込めにする予定だったのに……それが全然うまくいかなくて、それどころか逆にアルシェラ様の方が勇者くんにメロメロになっちゃって。確かそのときの名前は『エマ』とか──もががっ！」

「ふ……ふふふ、やはり手足だけではなく、口も縛っておくべきだったかしらね」

　リリイラの背後に回ったアルシェラが、どこからともなく取り出した布を口に巻いた。かなり焦った様子である。

（……相変わらず『エマ』時代を黒歴史扱いしてるみたいだな）

　内心で嘆息しつつ、シオンは過去を懐かしむ。

　田舎の教会で出会った修道女のお姉さん──エマ。

　その正体は──『四天女王レデイストピア』の筆頭、アルシェラだった。

　魔王の命令により、彼女は人間に化けて勇者に接近してきたのだ。

　勇者から人間側の情報を仕入れるため──そして、『大[image: ]婦バビロン』の極上の色香をもって無む垢くな少年を誑たぶらかすため。

　シオンの方はその正体には気づかないまま彼女と距離を縮め、『エマお姉ちゃん』と呼んで慕うようになっていったが──

「はあ、はあ……失礼しました、シオン様。この者が、わけのわからぬ妄言を吐いたものですから」

「アルシェラ………当時のことなら、僕はもう気にしてないぞ？」

　姉のように慕っていたシスターの正体が魔王軍の幹部で、自分に優しく接していたのは全て魔王の命令だった──その事実が判明した瞬間は、もちろん相当なショックを受けた。信頼を寄せていた相手に裏切られた衝撃は、少年を絶望の淵ふちへと追いやった。

（……でも、もう終わった話だ）

　その後の紆う余よ曲きよく折せつを経て、シオンはとっくにアルシェラを許しているし、裏切られた過去も受け入れている。

　しかし。

　どうもアルシェラの方は未いまだに罪悪感を覚えているようで、『エマ』を名乗っていた時代を黒歴史扱いしている。

「で、ですが、いかに魔王の命令と言えど、私がシオン様を欺き、傷つけてしまったことは事実ですから……それに」

「それに？」

「……わ、私にも、年上女としてのプライドがあると言いますか……。だって……こっちは全力で誘惑しようとしたのに、全然通用しなくて、それどころか私の方が……えと、だから、その……あう……」

　アルシェラは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。彼女を苦しめる『年上女のプライド』が具体的にどういうものなのかは、幼い少年にはよくわからなかった。







　淫魔サキユバス。

　魔界に住まう、雌しかいない高位魔族。

　その生態は人間界の生物でたとえるならば──蜜蜂が近いと言われる。

　蜜蜂のコロニーは、繁殖期にのみ生まれる雄蜂を除のぞけば、一匹の女王蜂と無数の働き蜂で構成される。

　その役割分担はとてもシンプル。

　女王蜂が『生殖』で、働き蜂が『それ以外の全て』。

　巣作り、幼虫の世話、花粉や花蜜の採集、外敵との戦闘……生殖能力を持たない働き蜂は、コロニーを維持するためにその生涯を捧ささげ、群体としての役割を全うする。

　一方女王蜂は、働き蜂が集めた餌を栄養源とし、次代の子を産むという女王としての役割を果たす。

　淫魔という種族もまた、女王とその他の個体に分けられる。

　たった一人の女王──『大[image: ]婦バビロン』と、その他の淫魔。

　普通の淫魔には生殖機能はなく、どれだけ男と交わろうとその腹に子を宿すことはない。

　唯一生殖能力を持つ女王は、他の淫魔達が集めた生命力を栄養源として、しかるべき時に次世代の子達を産む。

　現存する淫魔の全ては、先代の『大[image: ]婦』がたった一人で産んだとされる。

　そして現在の女王は、名を『アルシェラ』と言った──

（淫魔、か……。改めて思い返してみれば、アルシェラ以外の淫魔とまともに会話をするのは初めてかもしれないな。敵として戦ったことなら、何度かあるけど）

　階段を降りながら、一人考えるシオン。

　メイド達と夕食を済ませた後に、再びリリイラのいる地下室に降りた。

　手には、残り物のパンとスープがある。

　ただ食事を運ぶためなら、誰か他の者に頼めばよかっただろうが──シオン自身、もう少し彼女と話をしてみたかった。

（……僕はどうしたらよいのだろうな）

　彼女の処遇を、シオンは量りかねていた。

　人間に危害を加えた魔族は──問答無用で極刑に処すのが普通だ。騎士団にでも引き渡せば、喜んで粛清を行うだろう。

　だが今のシオンは、そこまで人間側の正義を盲信できなかった。

（いずれにせよ、早く決断しないと）

　高位魔族である淫魔ならば、一ヶ月程度屋敷に置いたところでエナジードレインの影響はないだろうが──それでも、いつまでもダラダラと引き延ばしてもいられないだろう。

　逃がすか。殺すか。

　シオンが決断しなければならない。

　そんなことを考えながら階段を降りて、ドアを開く。

「──もがもがっ！」

　逃亡防止用の結界に閉じ込められたリリイラは、シオンを見つけると横たえていた体をガバッと起こした。

「ああ、口を塞いだままだったな」

　シオンは結界を解除し、床に運んできたパンとスープを置いた後、彼女の口に巻かれた布を解ほどく。

　ついでに、手足の拘束も解いてやる。

「ぷはっ……はあー、生き返るわー」

「残飯を持ってきてやった。食べるか？」

「食べる！」

　腹が空すいていたのか、彼女はすごい勢いで残飯に食いついた。あっという間にパンを食べ尽くし、スープもぐびぐび飲み干してしまう。

「はぁー、美お味いしかった。でもいいの、勇者くん？　私の手足自由にしちゃって」

「心配せずとも、この距離ならお前がなにをしようと無意味だ。僕の方が速い」

　介助して食べさせてやるのも面倒だから、拘束を解いた。

　ただ、それだけである。

「ははぁー、そうよね。さすが勇者くんだわ」

　リリイラは呆あきれたように笑う。

　それから、ススッ、と距離を詰めてきた。

「そんな強くてかっこいい勇者くんにお願いなんだけどさぁ……私のこと、見逃してくれない？」

「ダメだ」

　シオンはきっぱりと言った。自分の中で答えは出ていないが、しかしその優柔不断を相手に気取られるわけにはいかない。

「そんなこと言わずにさあ……ねえ、お願ぁい。見逃してくれたら、私、なんでもしてあげちゃうんだけどなぁ」

　艶つやっぽい唇を歪ゆがめ、耳元で囁ささやく。

　開いた胸元をさらに広げ、深い谷間を強調してくる。

「私、結構すごいわよ？　こっちも、こっちも、極上」

　淫いん猥わいな笑みを浮かべつつ、口と股間を交互に指す。

「相手した男は、みーんな情けない顔になってすぐ昇天しちゃうの。このエッチな体で、勇者くんのこと何回でも気持ちよくしてあげちゃうから……ねえ？　いいでしょぉ？」

「ダメだ」

「……ちぇっ。あーあ、やっぱりダメかぁ」

　交渉に失敗したリリイラは、つまらなそうに息を吐く。

「そりゃそうよねー。あのアルシェラ様が毎晩相手してるんだろうし。私の色仕掛けなんか通用するわけないか」

「……ん？」

「アルシェラ様、すごいんだろうなあ。なにせ淫魔サキユバスの女王だもん。おっぱいもテクもアソコの具合も私とは比較にならないだろうし、勇者くんは毎晩絞り取られちゃってるのよね？　羨ましいなあ。あれ……でもそうなると、アルシェラ様の方は勇者くんで満足できてるのかな？　こんな小さい男の子で……」

「お、おい……」

「はっ！　まさか勇者くんって……すごいの持ってるの!?　夜の方も勇者なの!?　そっか、そうよね……魔王様倒しちゃうようなすごい子だもん、そっちもすごいに決まってるじゃん。うわ、やば……めっちゃ興味湧いてきちゃった！　ねえ勇者くん、もう駆け引きとか抜きで、特に理由もなく一戦交え──」

「い、いい加減にしろ！」

　発情した顔で寄ってきたリリイラを払いのける。

「……なにか勘違いしているようだが、僕とアルシェラは……そ、そういう関係じゃない」

「へ？　そういう関係じゃないって？」

「だ、だから、その……そういう行為はしていない。アルシェラとも他の三人ともな」

「……え？　え？」

　リリイラは極限の困惑を表情に浮かべた。

「してない、の？　え？　あれ？　メイド……なんだよね？　勇者くんがアルシェラ様達を従えてるんでしょ？　メイドって……アレでしょ？　いつでもどこでも好きなときにチンポ突っ込んでいい性奴ど隷れいのことじゃ……」

「なんだそのメイド観は!?」

　たまらず突っ込むシオンだった。

「……た、確かにあいつらは僕のメイドだが……別に僕は、そういういかがわしい行為のためにあいつらを従えているわけじゃない」

「……ええ？」

　未知の生き物を見たかのような、理解不能の顔つきとなって考え込むリリイラ。それから急に手を伸ばしてきて──てろん、と。

　触れた。

　シオンの股間に。

　下から上に、撫なで上あげるように。

「……う、うわああああ！」

　これにはさすがのシオンも大きく動揺し、後ろに飛とび退のいた。

「あ。ついてた」

「な、ななっ、なにをするんだ!?」

「あはは。いやー、こんだけ美女を侍はべらせといて手を出さないって意味不明だからさ。ちっちゃいし、顔もかわいいし、もしかしたら女の子かなあ、と思って確かめたんだけど……ちゃんと男の子だったね」

「くっ……」

　悪びれもせずに笑うリリイラと、睨にらみつけるシオン。

「でもさ……勇者くんとパコパコしてないってなると、アルシェラ様の方はどこで性処理してるの？　この屋敷、何人か男だん娼しようでも飼ってるの？」

「飼っているわけないだろ。アルシェラをお前みたいな下品な女と一緒にするな」

「え？　いやいや、下品とか品があるとかの話じゃなくて」

　リリイラは言う。

「淫魔サキユバスが男とヤらないで生きるなんて──無理な話だから」

「なに……？」

「淫魔の性欲って、人間とは根本的に違うのよ。私ら淫魔は、水を飲むように、酸素を吸うように──男と交わって精をもらわなきゃ生きていけない。だから遺伝子レベルで男受けするようにできてる。見た目がいいのは当然として、いわゆる……テクニックとか？　そういうのも生まれつき備わってる。男が喜ぶポイントは本能でわかるのよね。つまり淫魔は、処女のうちから全員が超絶テクニシャンってわけ」

「…………」

「その反面──定期的に男と交わってないと、生きてられないのよ。言ってみれば完全な依存症。まあセックスレスだからって死ぬわけじゃないけど……酷ひどい禁断症状が出てくる」

「き、禁断症状……？」

「私も昔、わけあって一ヶ月ぐらい男とヤれない時期があったけど……ありゃ地獄だったわ。倦けん怠たい感かんや虚脱感が酷いし、そのくせ全然眠れなくて、幻影みたいなもんまで見えてくる……男が欲しくて欲しくて、頭がおかしくなりそうだった……」

　二度と思い出したくない過去を思い出したかのような、心底うんざりした様子でリリイラは言った。

「アルシェラ様、一緒に住みだして一年ぐらいって言ったっけ？」

「あ、ああ……」

「一年か。もしもその間、勇者くんとも他の誰ともヤらずに禁欲してたってんなら……いくら『大[image: ]婦バビロン』と言えど、そろそろ限界なんじゃないのかな？　パッと見じゃわかんなかったけど……地獄みたいな禁断症状に耐えてるのかもしれない」

「…………」

　脳裏を過よぎるのは、最近のアルシェラの体調不良。

　真っ青な顔でふらつき、倒れそうになっていた。

　本人はただの寝不足と言っていたが──

（まさか……禁断症状だったのか？）

　人間には理解できない、淫魔サキユバス特有の性衝動──それを抑え続けた結果、肉体に変調を来してしまったのか。

　耐たえ難がたいはずの禁断症状に、どうにか耐え続けている結果なのか。

「んー。わけわかんないなー。なんで無理して禁欲なんかしてんだろ？　勇者くんが拒絶してるなら、その辺の雄でも適当に──ああ、それは無理なのか」

　小さく首を振った後にリリイラは、

「浮気、っていうんだっけ？　人間だと、そういうの」

　と言った。

「勇者くんのことが好きすぎて、大事すぎて、だから他の男には手が出せないのかもしれない。なにせまあ、きみのために全ての過去も誇りも捨てて、人間界で人間の振りして暮らし始めるぐらいだからね」

　愛されてて羨ましいわ、勇者くん。

　と、リリイラは言った。







　なんの因果なのか、その日の添い寝当番はアルシェラだった。

「そろそろ寝ましょうか、シオン様」

「あ……う、うん」

　寝室にてベッドに誘うアルシェラ。

　格好はほとんど裸みたいなネグリジェ。初めて見たときは大いに動揺したが、最近ではだいぶ見慣れてきた──はずなのに。

（ダ、ダメだ、直視できない……！）

　見慣れたはずの衣装が、見慣れたはずの体が、いつも以上に扇情的に見えてしまう。頭の中ではリリイラから言われた言葉がグルグルと駆け巡り、心臓はドクドクと早鐘を打つ。

「どうかなさいましたか、シオン様？」

　心配そうにこちらを覗のぞき込こんでくるアルシェラに、シオンは気恥ずかしさと共に複雑な感情を覚える。

（アルシェラ……お前は今も、苦しんでいるのか？）

　平気そうな顔の裏で、淫魔サキユバス特有の性衝動と戦っているのだろうか。

　地獄の苦しみだという禁断症状を、必死に耐えているのだろうか。

「……アルシェラ」

　拳を握りしめ、決意と共にシオンは告げる。

「はい。なんでしょう？」

「お前は……ぼ、僕のことが好きか？」

「……えっ!?」

　目を見開いて驚きよう愕がくするアルシェラ。

「どど、どうしたんですか、いきなり……」

「こ、答えてくれ。大事な話なんだ」

「ええ……？」

　羞恥に耐えながら必死に言うシオンに、アルシェラは困惑気味の表情を見せながらも、

「……は、はい。もちろん、好き……ですよ」

　と、顔を赤らめながら答えてくれた。

「そ、そうか」

「はい……」

「うむ……」

「……あ、あはは。なんだか恥ずかしいですね。改まってこういう話をするのは」

　気まずさに耐えかねたのか、誤ご魔ま化かすように笑うアルシェラ。

　しかしシオンは、真面目な顔のまま続ける。

「僕もアルシェラのことは……憎からず思っている」

「……シオン様」

「だから、もしもお前が苦しんでいるのであれば……できる限り助けになりたいんだ」

　シオンは言う。

「アルシェラ。なにか、僕に隠していることはないか？」

「え……」

「なにか……が、我慢してることがあるんじゃないのか？」

「──っ」

　核心に迫る問いを投げかけると、アルシェラはぎくりと身を強こわばらせた。

「そ、それは」

「……やっぱり、か」

「気づいてらしたのですか？」

　恥ずかしそうに問うてくるアルシェラに、強く頷うなずく。

「ここ数日の体調不良も……それが原因なんだろう？」

「…………」

「どうして言ってくれなかったんだ？」

「……な、何度か伝えようかとも思いました。ですが……やはりどうしても、口に出すことは憚はばかられて……」

　恥ずかしそうに告げられ、シオンは己の失言を恥じた。

（当たり前だ。性衝動に苦しんでいるなんて、言えるはずがないだろう）

　軽々しく口にできる話ではないと思う。だが──淫魔サキユバスと人間では、性欲のシステムが根本から違うらしい。

　不真面目な話ではなく──人間でいうなら飢えや渇きに近い、生体機能の根幹に根ざす問題なのだろう。

　誰にも悩みを訴えることができぬまま、アルシェラは一人で、ずっと苦しみ続けてきたのだ。

　そんな彼女を──放っておくわけにはいかない。

「アルシェラ。僕はお前を助けたい」

　シオンは言う。

　葛藤や羞恥心を全て飲み込み、覚悟を決めて。

「お前の苦しみは……ぼ、僕を使えば、取り除のぞけるものなのだろう？」

「えっ、なっ！」

　アルシェラは目を見開き、両手を口に当てて戸惑いを露あらわにする。

「シ、シオン様……ご、ご自分がなにを言っているのか、わ、わかっているのですか？」

「わ、わかっているつもり、だ……」

　声はどうしても震えてしまう。

　心臓は信じられないぐらいに高鳴っている。

　興奮──よりも、恐怖や不安の方が大きかった。

　知識としては知っているが、しかしそれは本当に最低限の知識を身につけているだけ。

　年端もいかぬ少年にとっては、なにもかもが未知の世界だった。

「そんな……お、お気持ちは大変嬉うれしいのですが……私自身の欲望を解消するために、シオン様を付き合わせるわけには……」

「いいんだ。僕は……これ以上、苦しむお前を見たくない」

　シオンは言う。

「ぼ、僕を、お前の欲望の捌はけ口ぐちにしてくれ」

「シオン様……」

　耳まで真っ赤にしながら、それでも覚悟を決めた声で語るシオンに、アルシェラは感極まった表情となった。

「……わかりました」

　少しの懊おう悩のうを見せた後、彼女もまた覚悟を決めた顔で頷うなずく。

「こちらからもお願いします、シオン様。今こ宵よいはどうか、私の煮えたぎる欲望が果てるまで付き合ってくださいませ」

「う、うん……」

　全身を硬直させてしまうシオン。

　いざ了承されると、不安と緊張が一気に強くなった。

「ア、アルシェラ……ぼ、僕はこういうことは、その……は、初めてだから、えっと……」

「わかっています。心配せずとも、私が全て教えてさしあげます。ですから……どうかその身の全てを、私に任せてください」

「うん……お、お願い、します……」

　緊張でガチガチになってしまうシオンに、アルシェラは優しく包み込むような声で言う。しかしその瞳では、激しい情欲の炎が燃えていた。

　二人の長い夜が始まる。







「なっ……ア、アルシェラ。い、いきなり服を……」

「服を脱がなければ始まりませんよ、シオン様」

「ま、待て……そ、そんなところを……」

「大丈夫です。なにも心配ありません。全て私がやってあげますから。シオン様はなにもせず、天井のシミでも数えていてください」

「うう……」

「さあ、次はシオン様──こちらにお尻を向けてください」

「えっ、あっ……ま、待て……待ってくれ、アルシェラ」

「もう。往生際が悪いですよ、シオン様」

「だ、だって……やっぱり、変だろ。ぼ、僕は男なのに、こんな格好……」

「なにも変ではありません。とても勇ましくあられます」

「う、うう……」

「ほら。こんなのはどうですか、シオン様？」

「うぐっ……あ、ああ……や、やっぱり、変な感じがする……」

「ふふふ。安心してください。違和感があるのは最初だけです。すぐに馴な染じんでいくと思いますよ」

[image: ]

　極限の羞恥を味わうシオンと、果てしない情欲を燃やすアルシェラが、密室で二人きりとなってそんなやり取りを繰り広げた後──

「はいっ。できましたよ、シオン様」

　最後の作業を終えた後に、アルシェラは姿見を持ってきてシオンの前に置いた。

　鏡に映るのは──美少女、だった。

　絶世の、をつけてもいいかもしれない。

　大量のフリルをあしらった、かわいらしいデザインのドレス。それでいてスカートの丈は極めて短く、細くて白い太ももが露あらわとなっている。

　羞恥に顔を赤らめながらも、麗しい衣装によって彩られた美少女が、鏡の中で所在なさそうに佇たたずんでいる。

「ああ……す、すごい。素晴らしいです……！　と、尊い……！」

　アルシェラは感激の声を上げて、その場に崩れ落ちる。自分がこの世に生まれてきた意味を見つけたかのような、これ以上ない恍こう惚こつの表情となっていた。

「こ、こんな幸せなことがあっていいのでしょうか……？　ああ、もう、今この瞬間に死んでも一片の悔いもありません……！」

「……うう。アルシェラ、や、やっぱり恥ずかしいぞ、これは」

「なにも恥ずかしがることはありません、シオン様。大変よくお似合いですよ？」

「そ、そんなわけないだろ。男の僕が、こんな……」

「いいえ。よくごらんになってください。本当によくお似合いです」

　言われて、改めて鏡を見つめ直す。

　今まで見たこともない自分が、そこには立っていた。

　確かに、よく似合っているような気も、しないではない。

　この姿こそが、自分本来の姿のような──

「──って、なんでだ!?」

　と、シオンは突っ込んだ。

　危うい扉を開きそうになったギリギリのところで、どうにか踏みとどまり、全力のツッコミを入れた。

　だいぶ遅かったかもしれないが。

「なんだ……なんなんだこれは？　なぜ僕がこんな服を着せられている？」

　あれから──

　二人がいい雰囲気になった後、アルシェラは一旦自室へと戻った。

　そして鼻息を荒くしながら、フリフリの女児衣装を持ってきた。シオンはされるがままとなっていたら、いつの間にか見事な女装をさせられてしまったというわけだ。

「なぜって……シ、シオン様がそうしろとおっしゃったのではありませんか？」

「なに……？」

「『なにか我慢していることがあるのではないか』と尋ねてきて、そして『自分を欲望の捌はけ口ぐちに』しろと言ったじゃないですか。だから私は……思う存分、シオン様に女装をさせて楽しもうかと……」

「……ま、待て。い、意味がわからないぞ」

「え、ええ？　どうしてですか？　シオン様は、気づいていたのではないのですか？　私が……このドレスを買っていたことを」

「…………」

　全く知らない話だった。

「数日前のことです。街に買い出しに出かけたとき、このドレスを見かけて……我慢できずに衝動買いしてしまったのです。絶対、シオン様に似合うだろうなと思って」

　いきなりおかしな話だった。

　なぜシオンに女物の服が似合うと思うのか？

「夜中にちょくちょく作業して寸法を合わせたりしていたのですが……やはり、葛藤がありまして。こんな衣装を主人に薦めるのは……失礼に当たるのではないかと」

　最低限の常識はあるようだった。

「それから毎夜、悶もん々もんとし葛藤し続けて、夜も眠れぬ日々を過ごしていたのです……」

「お前、そんなことで悩んでいたのか……って、ちょっと待て！　じゃあ……なにか？　アルシェラの調子が悪そうだったのは……本当にただの寝不足だったということか？」

「はい。そう言ったではありませんか。ただの寝不足で、大したことではない、と」

　きょとんとして言われ、シオンは意味がわからなくなる。

「……ま、待て。それじゃ、禁欲の禁断症状は……」

「禁欲？　禁断症状？」

「いや、だから……お、お前達淫魔サキユバスは……その、定期的に、男と交わる必要があるんじゃないのか？　そうしないと、耐えがたい禁断症状があると……」

「はあ……。確かに普通の淫魔はそうですが……私の場合、少し事情が変わります。私はただの淫魔ではなく──その女王『大[image: ]婦バビロン』ですから」

　どこか要領を得ない表情のまま、アルシェラは説明を始める。

「普通の淫魔には、他種族の雄と交わることでエネルギーを集め、『大[image: ]婦』へと捧ささげる役目があります。強い性衝動や禁欲による禁断症状は、彼女らを強制的に働かせるためのものでもあるのです」

　ですが、と説明が続く。

「私は、集めたエネルギーを受け取る側の個体ですから。普通の淫魔のように、禁欲による禁断症状などはありません」

「そ、そうだったのか……」

「はい……まあそれでも、その……は、恥ずかしながら、人間や他の魔族の雌などよりは、はるかに性欲が強いかと思うのですが──って、シオン様？」

　シオンはその場にへたり込んだ。

　緊張が途切れ、全身の力が抜けてしまったのだ。

（く、くだらない。なんだこの、くだらない話は……？）

　アルシェラの体調不良は、ただの寝不足が原因。それも、シオンを女装させるかさせないかという、至極どうでもいい悩みによるもの。

　淫魔という種族の生態に関係する話ではなかった。

　真剣に考え抜いて、諸もろ々もろの覚悟まで決めた自分があまりに虚むなしかった。

（くそっ。リリイラめ……全部あいつのせいだ！）

　地下室に閉じ込めている淫魔へと怒りを燃やすシオンを、アルシェラが不思議そうに眺める。

「あの、シオン様？　大丈夫でしょうか？」

「……あ、ああ。大丈夫だ。どうやら、思い違いをしていたらしい」

「思い違い？」

　アルシェラは考え込むような顔となった。

　まずい、とシオンは思う。

「……てっきり私が買ったドレスのことを察していただけたのかと思ったのですが、そういうわけではなさそうですね。淫魔サキユバス……禁欲、禁断症状……？　欲望の捌はけ口ぐち──はっ！」

　気づきの声が上がった瞬間、シオンの羞恥心は限界を超えた。

「ま、まさかさっきのは──そういう意味だったのですか!?」

「～～っ！」

　シオンはその場から逃げ出した。急ぎ服を脱ぎ捨て、ベッドへと飛び乗って、布団を頭からすっぽりと被かぶって隠れた。

「ああっ！　シオン様！　た、大変申し訳ありません！　私としたことが、主人にとんだ恥を……！」

「……は、恥とか言うな！　ち、違う……違うからな！　全然、そういうことじゃないからな！」

「だって、そんな……まさかシオン様からお誘いいただけるなど、夢にも思いませんでしたので……。ああ……せっかくシオン様がその気になっていたというのに、私はなんともったいないことを……！　あ～～、う～～、シオン様ぁ、許してくださいぃ！　そして、あの……も、もう一度チャンスをください！」

「……うるさい。お前なんかもう知らん」

「お、お願いです、もう一度だけ！　な、なんでもしていいですし、なんでもしてあげますから！」

「……知らん。僕はもう寝る」

「そんな……！　シオン様ぁ……！　シオン様ぁ……！」

　千載一遇のチャンスを逃してしまったアルシェラは血涙を流す勢いで訴え続けるが、拗すねてしまったシオンは朝まで布団にこもり続けた。







　翌朝──

　シオンはまた、地下室のリリイラに食事を持って行った。

　結界と拘束を解くと、持ってきたパンを与えた。

　床に放り投げるようにして。

「食べろ」

「え、ええ……？　ゆ、勇者くん、なに朝からいきなりキレてんの？」

「黙れ。お前のせいで、僕はな……、僕は……！」

「えー……わけわかんなーい。いただきまーす」

　昨晩の恥辱を思い出して怒りに震えるシオンだったが、リリイラは興味なさそうに床のパンを食べ始めた。

　ようやく怒りが収まった後、シオンは深く息を吐く。

「お前のことは、騎士団に引き渡すことにする」

「うええ!?」

「僕はもう知らん。死にたくなければ、騎士団の奴やつらに必死に命乞いしろ」

「……そ、そんなぁ」

　いかに高位魔族の淫魔サキユバスと言えど、シオンの術式で手足を拘束した状態で引き渡せば、騎士団相手に暴れることも不可能だろう。

　別に──昨日のことで八つ当たりしているわけではない。

　結局この決断が、一番ベターなのだろう。

　人に危害を加えた魔族を野放しにできるほど無責任ではなく、かと言って、自分で直接手を下すほど正義には徹しきれない。

　責任から逃れるだけの卑ひ怯きような選択かもしれないが、それが今の自分にとっては最善の選択なのだと思う。

「そんなとこ連れてかれたら、絶対殺されるじゃーん。お願い、勇者くん。どうか見逃して！」

「ダメだ。人に危害を与えたお前を放置するわけにはいかない」

「えー……危害って言っても、大したことしてないでしょー。人間の雄のことちょーっと気持ちよくしてあげただけだもん。ちゃんと全部合意の上だったし──」

　リリイラは言う。

　何気なく、しかし決して聞き流せないことを。

「──別に、誰か殺したってわけでもないのに」

「……なに？」

　シオンは耳を疑った。

「どういうことだ？　殺してない？　お前は……男を攫さらって精を絞り取り、殺していたのではないのか？」

　男と交わり精を採集していたことを、リリイラは認めていた。

　だからビステアの行方不明事件と結びつけ、てっきり彼女が多数の男を亡き者にしたのだと思い込んでいたが──

「はあ？　なにそれ？　私、殺してなんかないわよ。ただ寄ってきた男達とヤってただけ」

　リリイラは眉根を寄せ、心外そうに言う。

「そりゃまあ……ちょーっと絞り取り過ぎちゃったかなあ、こいつもう二度と人間の女じゃ満足できないかもなあ、とか思うぐらいには遊んじゃったけど──殺すまで絞り取ったりはしてないわ。ヤった五人とは、一応合意の上だったし」

「ご、五人……？」

　話の食い違いがどんどん増えていく。

　どうやら事は、そう単純ではないらしかった。







　リリイラから詳しく話を聞いてみると──

　彼女はやはり、一人として殺していないという。

　教会を訪れた男達と交わり、淫魔サキユバスとして精を絞り取りながらも、全員きちんと生きたまま帰したらしい。

　その上、全てが合意の上だったと主張する。

「私、和わ姦かん至上主義だから。無む理り矢や理り犯すのは趣味じゃないっていうか、どっちかと言えば誘い受けタイプっていうか。向こうも乗り気になってくれないと楽しくないのよねー」

　人間に限らずどんな雄が相手でも、無理矢理犯したことは一度としてなく、当然命を奪うまで精を絞り取ったこともないらしい。

「だってさー、やっぱこういうのって、お互いが気持ちよくなきゃダメじゃない？　相手も気持ちよく幸せになってくれた方が、私だって嬉うれしいし気持ちいいし満たされるし」

　今回相手をしたらしい五人の男も、精という精を絞り取られて足取りはフラフラだったが、皆笑顔で帰っていったという。

（……もちろん、全てが嘘うそという可能性もある）

　助かりたいがために、口から出任せを言っている可能性も十二分にある。

　だが、シオンは信じようと思った。

　なぜなら──リリイラが覚えていたから。

　彼女と交わった五人の男の名を。

　その五人のうち三人の名は、街で行方不明となっている十人の男達の中に、確かに存在した。

「えー、だって自分が相手した男の名前ぐらい、知っておきたくない？」

　当然のように、リリイラは言った。

（……なんと言えばいいのだろうな）

　快楽の限りを尽くす淫魔でありながら、相手の男には一定の敬意を払っているように見える。本能の赴くまま下品極まりない行為に走っているはずなのに、どこか美学を感じる。

　彼女にとって他種族の雄は、結局は単なる性の対象でしかないのだろうけど、しかし単なる餌というわけでもないようだった。

「ふうん？　じゃあ、あの淫魔は行方不明事件には関係なかったの？」

　問うてくるフェイナに、「わからん」とシオンは首を振った。

　屋敷の食堂──

　シオン、フェイナ、イブリス、ナギの四人は、行方不明事件について話し合っていた。

　リリイラはすでに解放し、屋敷から出て行った。男を襲う淫魔サキユバスなど、本来は野放しにするべきではないが、『和わ姦かん至上主義』という彼女の言葉を信じることにした。

　アルシェラは彼女の見送りに行っている。

「街で行方不明となった十人のうち、何人かがリリイラと関係していたことは明らかだ。彼女は他の男については知らないと言っていたが……」

「そんなん信じてどうすんですか。やーっぱ、あのリリイラとかいう奴やつが犯人なんじゃないっすか？」

　イブリスがかったるそうに言う。

「あいつが本当のこと言ってる証拠なんてなんもないわけですし。坊ちゃまはお人ひと好よし過ぎるんですよ」

「お屋や形かた様。もしかしたら、あの者以外にも淫魔がいるのではありませんか？　被害者が若い男のみとなると、やはり淫魔が関わっていると考えるのが普通だと思いますが」

　ナギもまた推測を口にした。

　シオンは二人の考えを踏まえた上で、もう一度じっくりと考える。

　そして──

「……そうか。逆、だったのか」

　一つの可能性にたどり着いた。

「何者かが──リリイラに罪を着せようとしたのかもしれない」

「どういうことですか、お屋形様？」

「今ナギが言ったように、若い男ばかりが狙われたとなれば、淫魔の仕業と考えるのが普通だ。その思い込みを利用した者がいる可能性がある」

　シオンは推測を続ける。

「リリイラはこの辺りに来た後、男をおびき寄せるため、近くの街で自分の噂うわさを流したという。その噂を耳にした誰かが、彼女の存在を利用できると考えた。若い男だけを狙えば、大衆は勝手に淫魔の仕業と勘違いしてくれるからな」

　リリイラが街を訪れたことは、おそらくは誰の狙いでもなく、単なる偶然だったのだろう。

　しかし何者かが──その偶然を利用しようと考えた。

　若い男だけを攫さらえば、誰もが淫魔の仕業と考える。

　悪事の全てを、淫魔になすりつけようとした──

「つまり、淫魔の存在を隠かくれ蓑みのとして──自分の目的を実行しようとしたのだ」

「目的……それってなんなの、シー様？」

「それはまだわからん。もっと言えば、なにかを企たくらんだ者の存在すら確定ではない。全部僕の、ただの推論だ」

　憶測に憶測を重ねた、根拠のない推論でしかない。

　だが、この推論が当たっていた場合──

「……嫌な予感がするな」

　魔族に全てをなすりつけようとする下卑た行いには、粘着質な悪意が見え隠れする。

　魔族のわかりやすく直接的なものよりもよほど悍おぞましい、陰険で陰湿な、醜い醜い人の悪意が──
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「久しぶりだな。レビウス」

　自室の椅子に腰掛けながら、シオンは一人呟つぶやいた。

　独り言、ではない。左手に嵌はめた指輪に向けて話している。シオンが魔石を加工して作った、指輪型の通信機である。ある程度の魔力を持つ者同士ならば、魔石を通じて会話をすることが可能となる。

『ふん。ずいぶんと早い「久しぶり」だよ、シオン』

　魔石から響く声には、呆あきれの色があった。

「僕も驚いている。お前とはしばらく話したくなかったからな」

『ははっ。言うようになったな、お前も』

　苦笑するレビウス。

　先日、彼が屋敷を去る際に、通信機を渡していた。

　今後なにかしら、必要な瞬間があるかもしれないと思ったから。もっとも、こんなに早く連絡することになるとは、シオン自身も予想していなかったが。

　ほんの数週前に、互いの醜さを曝さらけ出だして殺し合った関係。

　気まずさがないわけではないが──そんなものより優先すべきものがあった。

『なんの用かは知らないが、手短に頼むぜ。お前と通信してるなんてバレたら、こっちも立場的にまずいんでな』

「心配せずとも、この通信機は僕の特別製だ。世に出回ってるものとは魔力波長が根本から違うから盗聴の心配はない。ついでに、周囲への認識阻害機能もつけてある。この通信機を用いた会話内容は、周囲の人間には全く関係ない話に聞こえる仕組みだ」

『はっ。相変わらずの神童っぷりだな、お前は。お心遣い痛み入るよ』

「ふん。まだまだだよ。小型化には成功したが、どうしても使い手の魔力による部分が大きい。一般人が使えるようにするにはもっと改良が──ああ、いや。本題に入ろう」

　つい脇道に逸それそうになった話を、本筋へと戻す。

「ビステアの街の行方不明事件についてだ」

　ここ数日の出来事を、シオンは簡単に説明する。

　街で起こった行方不明事件。そして、リリイラの存在。

　勇者として名を馳はせ、騎士団でも高い地位にいるレビウスならば、国内の事件や犯罪に関しても詳しいはず。

　気まずい相手との連絡は、情報共有が目的だった。

『……なるほどな。ビステアの行方不明事件は、俺も耳にしている。エルト地方担当の騎士団は、淫魔サキユバスの仕業と見て捜査を続けているらしいが……』

　話を聞き終えたレビウスは、少し考え込むように間を開けて、

『お前の読みが正しいと仮定して、ビステア近辺で悪巧みをしてる奴やつがいるとすれば……一番怪しいのはローム卿きようだろう』

　と言った。

　ローム卿──西方エルト地方に住まう辺境伯の一人で、広大な土地を有する領主でもある。ビステアの街でもかなりの力を持ち、彼の息がかかった商会や宿が多数存在する。

『ローム卿には、以前から黒い噂うわさがあってな。シオン。「零ゼロ番研究室」って、お前なら知っているだろう？』

「『零番研究室』だと……！」

　シオンは瞠どう目もくする。

『零番研究室』

　魔王軍との戦争中、王室が秘密裏に作った研究機関であり、表向きには存在しないこととなっている。

　なぜ存在が秘匿されているかと言えば──その研究内容が、あまりに醜悪で悍おぞましいものだからだ。

『俺は詳しく知らないが……魔族を洗脳して軍団を作るとか、人間を魔族に変えるとか、本当にやばい研究をしていたらしいな。死刑囚や奴ど隷れいを使って、笑えるくらいに非人道的な実験を繰り返していたらしい』

　魔王軍という明確な脅威は──戦争という便利な大義名分は、人々から倫理という枷かせを奪う。

　自衛と大義のためならば、人はどこまでだって残酷になれる。なれてしまう。たとえば世界を救った英雄を、自分達の身の安全のためだけに世界の片隅に追いやったように。

「……しかし『零ゼロ番研究室』は、戦争の終結と共に解体されたはずだ」

『いろいろ揉もめたんだよ。素直に解体に応じない連中が多くてな。最終的には騎士団の武力行使で強制的に研究所を閉鎖させた』

「…………」

『けどその残党は裏で未いまだに研究を続け、そしてローム卿きようは、そいつらの研究の資金源を担っている……そんな噂うわさが以前から流れている』

「そこまでわかっていながら、なぜ野放しにしている？」

『噂はあくまで噂だ。明確な証拠もなしに、貴族を裁くことはできない。ローム卿は王都の貴族達との繋つながりも深い。おいそれと手出しをするわけにはいかないんだ』

「なんだそれは……？　そんな不平等がまかり通るのか？」

『残念ながらそれが人間社会ってもんだぜ、世間知らずの天才くん』

　皮肉めいた言葉に、シオンは眉を顰ひそめた。

『ローム卿については俺も以前から調べていたんだが、上とのしがらみで手を出せなくて困ってたんだよ。しかし……そうか。エルト地方にはお前がいたか』

　意地の悪そうな声で、レビウスは言う。

『なんなら好きに暴れてくれていいぜ、シオン』

「……僕を利用する気か？」

『いや。信頼してるだけさ。お前ならきっと、上う手まくやってくれると』

「ふん。物は言いようだな」

　溜ため息いき交じりに言いながら、シオンは壁に掛かっているカレンダーを見やり、今月の朔さくの日を確認した。







　それから三日後──朔の日。

　シオンは、メイド達四人を引き連れてビステアの街にいた。

　呪いの影響から普段は引きこもっているシオンだが、月に一度の新月の日だけは、魔力が弱まりエナジードレインを完全に制御下に置くことができる。

　だから朔の日は、メイドを一人二人引き連れて近場の街に出かけることが毎月の行事だったが──今日は単なる遊びではなく、目的を持って街に出向いた。

「わーっ、すごいすごい！　部屋広っ！　シーツふかふか！　眺めも最高！　うおっ、さすがは高い宿だけあるね！」

「はしゃぎ過ぎだぞ、フェイナ」

　ビステア──繁華街の高級宿の一室。

　街にやってきた後、シオン達は五人が寝泊まりできるだけの宿を取った。宿泊する予定はないが、拠点としての場が欲しかったからだ。

　部屋にはフェイナとシオンの二人だけ。

　他の三人は所用で外に出ている。

「今回は遊びじゃないんだ。少しは気を引き締めろ」

「あー、はいはい、仕事でしたねー。あの金髪くんに体よく利用されて、無報酬で働かされるんでしたねー」

「……利用されたつもりはない。僕の意思で決断したことだ」

　まあ、実際利用されたようなものだが、認めてしまうのも癪しやくだった。

　ベッドに腰掛けていたフェイナは軽く肩をすくめる。

「ほんと、シー様ってお人ひと好よしだよねえ。さんざん人類に裏切られてきたってのに、まだ正義の味方やろうってんだから」

「ふん。別にそんな高尚な目的で動いているわけでもないさ。この街はなにかと利用する機会が多いからな。ここで妙な騒ぎを起こされては、僕達の生活にも影響が出る。だから騒動は未然に叩たたく。それだけだ」

「はいはい。そういうことにしときましょうか」

　どこか偽悪的な言葉を述べるシオンを、フェイナは出来の悪い弟を見るような目で眺めていた。

　それから、座っていたベッドを軽く叩き、

「シー様、ここ座って」

　と言ってきた。

「なぜだ？」

「いいからいいから」

「…………」

　少し嫌な予感がしたが、シオンは言われた通りベッドに腰掛ける。

　すると案の定──むぎゅっ、と。

　フェイナが胸を押しつけるように抱きしめてきた。片手で背中をしっかりと包み込み、もう片方の手は頭を撫なでる。

「よしよし。シー様はほんとにいい子ですねー」

「……や、やめろ！　子供扱いするな！」

　払いのけて抗議するも、くすくすと笑うだけだった。

　それから、ごろんとベッドに寝転がる。

　シオンの太ももに頭を乗せるようにして。

「お、おい……」

「いいと思うよ。シー様のそういうとこ、私は好きだな」

　太ももに頭を預け、微笑ほほえみながらこちらを見上げてくるフェイナは、まるで飼い主に甘える子犬のようだった。

「そういうとこって……どういうとこだ？」

「んー、頭いいくせにバカなとこ？」

「褒めているのか、それは？」

「シー様と一緒にいるとさ、なんていうか……生きてて気持ちがいいんだよね。今までのどんな場所よりも、ずっと」

「…………」

「たぶん他の三人も同じだと思うよ。だからシー様は好き勝手やりたいことやりなよ。私らは勝手に手伝って、勝手に気持ちよくなるからさ」

「……フェイナ」
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　バカ呼ばわりされて文句の一つでも言ってやろうと思っていたが、膝の上から至福そうな笑顔を向けられ、なにも言えなくなってしまった。







　ほんの数分後──

　情報収集に出ていたアルシェラとナギが、宿へと戻ってきた。

「──シオン様の予想通り、行方不明になっている十人には、若い男という点以外にも──本日の武闘大会の予選会に出ていたという共通点がありました。運営本部に確認してきましたので、間違いないかと思います」

　アルシェラの報告に、「やはりか……」とシオンは頷うなずく。

『ビステア武闘大会』

　年に一度この街で開催される、それなりの規模を誇る行事である。

　腕に覚えのある者達が、優勝賞金目当てにトーナメントで競い合う。一部魔術の使用も認められた過激かつ豪快な祭典であり、毎年多くの負傷者を出しているが、それでも市民からの人気は高い。

　その武闘大会を取り仕切る運営委員会の代表が──街の有力者であるローム卿きようだった。

「……武闘大会の予選では、今年から急に、参加者には血液検査が義務づけられたらしいからな。表向きは禁薬の摘発と抑止が目的らしいが……『零ゼロ番研究室』が関わっているとなると話が変わる」

　シオンは不快さを隠せない表情で続ける。

「健康的な若い男を欲しがるのは淫魔サキユバスだけじゃない──人体実験の材料を探してるような連中にとっても、若い男は貴重な被験体だ」

「ですがお屋や形かた様、予選会で落ちた者だけが行方不明となっているのは、どういうことでしょうか？　強きよう靱じんな肉体を持つ実験体が欲しいのであれば、予選会を通った者を狙うような気もしますが」

「……さてな。血液でなにかを調べて条件が合った者だけを狙ったのか──あるいは、本戦出場者のことは残しておき、今日の武闘大会を成立させたかったのか……」

　そこまで言ったところで、シオンは軽く首を振る。

「うだうだ推論に推論を重ねても、どうにもならなそうだ。やはり──僕自身が大会に参加し、内部から様子を見た方が早いだろう」

　参加の申し込みは、すでにイブリスに頼んであった。

　今頃きっと、受付で手続きを済ませていることだろう。

「当日枠があるのは助かった。予選に参加していない者でも、今日の当日予選に勝ち抜けば大会に出られるらしい」

　遠方から訪れる者や、事前の予選会で敗退してしまった者達のために、今日の本戦直前にも予選会が開かれる。

　当然、通常の予選よりはるかに厳しい倍率と条件で戦うことになるが──

（まあ、僕ならば大丈夫だろう）

　自惚うぬぼれではなく、客観的にそう思う。

　いかに人間の中ではレベルの高い大会と言えど──ルールありきの戦いなど、シオンにとっては児戯に等しい。

「まあ、あまり勝ち残っても仕方がないがな。なにも問題が起こらなそうなら、頃合いを見て適当に負けるさ」

「あー……そっか。そういうパターンもあるんだよね。ローム卿きようはなにも悪巧みしてなくて、『零ゼロ番研究室』の残党も存在してなくて、今日も一日平和に終わりました、みたいなパターンも」

　フェイナが少し億おつ劫くうそうに告げる。

「こんだけ入念に準備して、なんもなかったら拍子抜けだよね」

「なにを言う。なにもなかったらそれが一番だ」

　シオンは言った。

　迷いない瞳で、当然のことのように。

　推論に推論を重ね、最悪の展開だけを想定し、考えすぎるぐらいに考えて対抗策を練ってきたが──なにもなかったら、それでいい。

　今日も一日平和に終わったなら、それほど嬉うれしいことはない。

　シオン・ターレスクという少年は、心からそう祈っていた。

「……たはは。そうだね、ごめんごめん」

　フェイナは軽く謝りながら、優しく微笑ほほえむ。アルシェラもナギも、穏やかな微笑を浮かべてシオンを見つめた。

「しかしお屋や形かた様。武闘大会のような催しに出場してしまえば……お屋形様の顔を衆目に晒さらしてしまうことになるのでは」

「む……。そういえばそうか」

　勇者の称号を剥はく奪だつされたとは言え、幼き頃より比類なき才覚を発揮し、『神童』の名をほしいままにしていたシオン・ターレスクの名は、王都ではちょっとした有名人だ。

　もっとも有名なのは名前だけで、顔まで知っている者は少ない。それでも念のため、普段から市街地を歩くときはフードを深く被かぶって正体を隠すようにしていた。

　しかし武闘大会に出場するとなれば──正体を隠すような真ま似ねをしていれば、逆に悪目立ちしてしまうだろう。

「どうしたものかな……」

「シオン様。私に考えがあります」

　アルシェラが口を開く。

　内から湧き上がる興奮を、抑えきれないような様子で。

「こんなこともあろうかと──変装道具を用意しておきました」







　それから十分後。

「ただいまー」

　宿の一室にイブリスが帰ってきた。

「ちゃーんと参加申し込みしてきましたよー。本名じゃまずいかと思ったんで、適当な名前で。あー、じゃあ私はもう仕事終わったんで、ちょっと一眠りしてても──え？」

　怠だるそうな態度で部屋に入ってきたイブリスは、シオンの姿を見ると、ギョッと目を見開いた。

　数秒沈黙した後、吹き出すように笑う。

「……ぷっ。あはははっ。なにやってんですか坊ちゃま？　なんです、その格好？　とうとう目覚めちゃいました？　あははっ」

「わ、笑うな！　ち、違う、違うんだぞ……こ、これは僕の趣味じゃないからな！　アルシェラ達が勝手にやったんだ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶシオンは──女児向けのかわいらしいドレスに身を包んでいた。

　アルシェラが購入していた、例のドレスである。

　髪型も整えられ、軽く化粧までされて、これ以上ないぐらい完璧な仕上がり──完璧な美少女にさせられてしまっていた。

「くそ……アルシェラ。なぜお前はこの服を持ってきている？」

「こんな場合もあろうかと思いまして」

「どんな場合を想定していたんだ……？」

「大変お似合いですよ、シオン様。ああ、これはなんの奇跡でしょう……。一夜限りの夢と諦めていたこのお姿を、またこうして拝はい謁えつすることができるなんて……！」

　恍こう惚こつの表情となるアルシェラには、もはや話が通じなかった。

「うわー、やばー、シー様、似合いすぎててウケるんだけど。なんかもう、かわいすぎて犯罪的……！」

　フェイナもまた、変なスイッチが入っているようだった。

「……き、貴様ら、お屋や形かた様に不敬が過ぎるぞ！　こんなかわいらしい衣装を着せて、こんな愛くるしいお姿にしてしまうなど……その……う、うむ。これは、これで……うん」

　いつもならば制止役を買って出るはずのナギまでもが、言葉を呑のみ込こんで黙認している始末だった。

「くくくっ。似合ってますよ、坊ちゃま」

「……う、うるさいぞ」

　からかってくるイブリスを、シオンは涙目で睨にらみつけた。

「や、やっぱり嫌だ！　こんな恥を晒さらしてられるか！」

「ですがシオン様、他に方法がおありですか？」

「う……」

「この大会には、王都から招かれる賓客も多いと聞きます。シオン様の過去を知る者がいる可能性もなくはない……でもこのお姿ならば、万が一にも正体を感づかれることはまずないはずです」

「そ、そうなのか……？」

「似てる、と怪しむ者ならば現れるかもしれませんが、しかしその者も『まさかあの「勇者」が、わざわざ女装して武闘大会になんて出るわけがない』とすぐに疑念を捨て去ることでしょう。女装に意味がないからこそ──あえてする。そう、つまりこれは、心理の盲点をついた策なのです！」

「……な、なるほど。一理ある……気もするな」

　熱弁されて言いくるめられてしまうシオンだった。

　まだまだ釈然としない思いはあったが、

「はあ……わかった。もういい。時間もないしこれで行く」

　様々な葛藤と懊おう悩のうを飲み下して、深く息を吐いた。

「イブリス。申し込みはちゃんと済ませたんだろうな」

「はいはい、もちろん。名前は適当に『シー』で登録しときました」

「『シー』か。わかった」

「よかったですねー、坊ちゃま。偶然ですけど、女の子でもいける名前ですよ」

「……嬉うれしくない偶然だ」

　うんざりと吐き捨ててから、シオンは壁の時計を見やる。

「そろそろ大会が始まる時間だ。第一広場に向かうぞ」

　シオンはメイド達に向けて言い放つが、

「あれ？　坊ちゃま。第一広場じゃなくて、第三広場ですよ」

　と、イブリスが言った。

「なに？　武闘大会は、毎年第一広場で行われているはずだが？」

「いやいや、第三広場ですって。私、受付でそう言われましたから。間違いないです。なんか変更でもあったんじゃないですか？」

「ふむ……？」

　疑問はあったが、イブリスの言葉に従い、全員で第三広場に向かった。

　そうして向かった先の広場で──シオンはさらなる試練を味わうこととなる。







　ビステア──第一広場。

　武闘大会の会場となっている広場は──大勢の観客で賑にぎわっていた。

　広場中央には円形の舞台が設置され、その周りを囲むように観客席が用意されている。

　今舞台に上がっているのは、豪ごう奢しやな衣装に身を包んだ恰かつ幅ぷくのいい中年男性──武闘大会の主催者である、ローム卿きようであった。

「──えー。それではこれより、栄えあるビステア武闘大会、第二十三回大会を開催する。みな、大いに励んでくれ！」

　主催者の挨拶により、会場は一気に沸き上がった。

　続けて、当日枠を競い合う予選が始まる。

　司会の言葉に従い、逞たくましい体つきをした男達がぞろぞろと舞台に上っていった。

　その数は二十四人。

　たった一枠しかない当日枠を、この人数で奪い合うこととなる。

　当日予選のルールは毎年変わるが──今年は『全員で舞台から落とし合う乱戦。最後まで舞台に立っていた一人が勝ち』という大変シンプルなものだった。

　舞台上の腕自慢達は、殺気立った目つきで周囲を威圧しながら戦闘開始の合図を待つ。

　やがて──司会が合図を告げる。

　舞台上では豪快な乱戦が繰り広げられ、会場は熱狂の渦に包まれた。







　一方──

　第一広場にて武闘大会が盛り上がっている頃。

　少し離れた場所にある第三広場でも、一つの武闘大会が始まろうとしていた。

「──よい子のみんな、『ビステア武闘大会、子供の部』、今から始めますよー。ちゃんとルールを守って、仲良く戦いましょうね！」

『はーい』

　司会のお姉さんの言葉に、舞台上の子供達は元気よく返事をした。

　第一広場の本戦会場と比べれば、簡素で小さな舞台──その上には、二十人ばかりの子供達が集まっていた。

　その全員が、10歳前後の小さな子供ばかり。

　男女比は、八対二といったところで、少年の方が圧倒的に多い。

　周囲に用意された観客席には、大会に出場する子供達の保護者が多く見受けられた。我が子の活躍を願って熱心に応援する者もいれば、弁当片手に気楽な声援を投げかける者もいる。

『ビステア武闘大会、子供の部』

　三年ほど前から始まった、12歳以下の子供を対象とした部門である。

　年齢制限のない本戦とは違い、『魔術の使用全面禁止』『顔面や急所への攻撃禁止』『舞台から落ちたら即敗北』などなど、安全面を考慮した様々な制限が存在する。

　優勝賞金も本当に微々たるもので、武闘大会というよりは、子供向けのお祭りという側面が強いイベントである。

「…………」

　和わ気き藹あい々あいとしたムードで始まった『武闘大会、子供の部』。

　元気いっぱいといった様子の子供達の中に──ただ一人、絶望の表情を浮かべる少女がいた。

　華やかな衣装で着飾った見目麗しい少女。

　大会登録名は『シー』。

　その正体は──正体を隠すために少女の格好をした、シオン・ターレスクであった。

（……僕は、いったいなにをやっているのだろう？）

　シオンは死んだような目をして、天を仰いだ。







　イブリス曰いわく、受付時にこんなやり取りがあったらしい。

「すんません。今日の武闘大会の受付って、ここでいいんスか？」

「合ってるよ」

「そんじゃ一人、お願いします。なんか、当日でもいけるやつで」

「はいはい。姉ちゃん、あんたが出るのかい？」

「いや私じゃなくて、うちの……あー、なんつったらいいんだろうな？」

「大人？　子供？　どっち？」

「子供子供。10歳ぐらいの」

「はいよ。じゃあこれ書いてあっちに提出して。はい、次の人ー」

「どうもー。あー……名前、どうすっかなー？」

　とか。

　受付は大層混み合っていたらしく、申し込みは流れ作業で雑に処理されてしまい、またイブリスもその性格から、細かいことは確認しなかった。

　その結果。

　シオンこと『シー』は、『子供の部』へと登録されてしまっていた。

『子供の部』には予選が存在せず、当日に参加申し込みをした者は誰でも出場できる。そのため会場に到着したシオンは、あれよあれよという間に参加者として舞台に上げられてしまう。

　不審に思う者は──誰一人としていなかった。

　観客席からは『あの子、かわいい』とか『あんな美少女が戦いなんて、大丈夫なのか？』とか、そんな声が上がるばかり。

（……イブリスに頼んだ、僕がバカだった）

　舞台の横──選手の控え場所で、シオンは一人絶望に暮れていた。

　もはや怒る気力も湧かない。

　ただただ……根こそぎにやる気を奪われた気がした。

（こんな恥ずかしい格好をして、子供が出る大会に出場して……僕は本当に、なにをやっているんだろう）

　本来であれば、シオンは『子供の部』に出ていてもなんらおかしくはない年齢である。

　しかし彼は──わずか10歳にして魔王を倒した神童。

　そんなシオンが、普通の子供に交じって子供向けの大会に出ることなど、恥辱以外のなにものでもなかった。

（……もう、帰ってしまおうかな）

　半ば自暴自棄になりかけるシオンだったが、そんな彼を無視して時間は進んでいく。

　舞台上では、一回戦第一試合が始まるところだったが──

『──おーっと。これは第一試合から波乱の展開！　なんとブレンくん、舞台に上がる前に泣き出してしまいました！　やっぱり戦うのが怖くなってしまったんでしょうか……あーっと、お母さん登場です！　いいんですいいんです、戦うのなんて怖くて当たり前だよね！　お母さん、争いを嫌う優しいブレンくんのこと、今日はたくさん甘やかしてあげてくださいね。というわけで第一試合、レックスくんの不戦勝です！』

　第一試合は、始まる前に終わったらしかった。

　この手のアクシデントは『子供の部』ではよくあることらしく、誰もクレームをつけたりはしない。観客席は穏やかなムードに包まれていた。

『それでは気を取り直して第二試合、えー、シーちゃんとチャールズくん、舞台に上がってください』

　司会のお姉さんの指示に従い、死人のような足取りでシオンは舞台へと上がっていく。

　一瞬だけ、

（僕も泣きじゃくってしまえば戦わなくて済むのだろうか？）

　という考えが脳裏をよぎったが、最後のプライドがそれを許さなかった。

「お。次は女の子か。頑張れよ、お嬢ちゃん！」

「わあ、あの子、すっごくかわいい！」

「あんなかわいい子が戦えるのかしら？」

「シオ──んんっ！　シーちゃん、頑張ってください！」

「お屋や形かた──んんっ！　ご武運をお祈りします！　シーちゃん様！」

　観客席からは、シオンに向けた温かな声援が送られる。

　言うまでもなく、最後の二つはアルシェラとナギだった。観客席の最前列に座り、弟の活躍を見守る姉のような目となっている。

（……なにを頑張れというんだ？）

　内心で突っ込むシオン。

　ちなみにフェイナとイブリスは、本戦の方の偵察に出向いている。

（僕も早いとこ負けて、向こうに合流しないとな。じゃないと……なにをしに来たのか本当にわからなくなってしまう）

　シオンはどうにか気持ちを立て直そうとするが、

「けっ。俺の相手は女かよ。やってらんねえな」

　対戦相手の少年──チャールズが、刺とげ々とげしい口調で口を開いた。

　短い金髪をした少年、である。

　背はシオンよりも高く、小こ綺ぎ麗れいな衣装に身を包んでいる。見るからに育ちがよさそうな格好だが、目つきはやや悪く、口元にはこちらを蔑むような笑みが浮かぶ。

「俺は、相手が女だろうと容赦しねえからな。ビビって漏らす前に降参しといた方がいいぜ」

「…………」

　シオンはなにも言わない。相手にする気も起きなかった。

　すると観客席から声が上がる。

「チャールズが相手か。あのお嬢ちゃん、かわいそうにな」

「なにせ去年の『子供の部』の優勝者だからな」

「性格はアレだけど、実力だけなら同年代でダントツだろう」

「確か、王立の魔術学院に入学も決まってるんだろ？　すげえじゃねえか」

「いやー、どうだかな。それはコネだって噂うわさもあるぜ。母親が相当裏で根回ししてたとかなんとか」

「チャールズゥ！　学院の先生も見に来てくださってるんだから、情けない姿を見せたら承知しませんからね！　どんな相手でも油断せず圧勝するのよ！」

　チャールズは意外と名前が売れているようだった。

　子供という枠組みの中では、高い実力を持っているらしい。

「ふんっ。やれやれ。ママは心配性だな。こんな無名の女相手に、このチャールズ様が負けるはずねえだろ」

　母親とおぼしき声に反応した後、ビシッとこちらを指さす。

「予告するぜ。俺は一分でお前をぶっ倒すとな」

「…………」

「なんなら、一分持ちこたえられたらお前の勝ちでいいぜ。そんときは俺は降参してやるよ。ま、ありえねえだろうけどな。はははっ」

「…………」

　嘲笑するチャールズに、シオンはやはりなにも言わない。真顔のまま無言を貫く。どれだけ煽あおられたところで、なにも心が動かなかった。

（はあ、帰りたい）

「……はん。ビビって声も出ねえみてえだな」

　無反応が面白くなかったのか、チャールズはさらに挑発を繰り出そうとするが、

『はいはい、それまで』

　司会のお姉さんが慣れた様子で場を制した。

『じゃあ二人ともちゃんと位置についてね。ルールを守って正々堂々戦いましょう。よーい、はじめ！』

　試合開始の合図と同時に──チャールズが突進してきた。

　一分で倒すと宣言した手前、急がざるを得ないのだろう。

　シオンは棒立ちのまま。元々勝つつもりはない。適当に何発かもらった後、バランスを崩して場外に落ちてしまえばいい。

　そう考え、迫り来る拳を黙って見つめていたが、

（──いやっ、ダメだ！）

　拳が腹部に命中する寸前、大きく身を引いて拳を回避する。その後、拳の連打が繰り出されるも、その全てを紙一重で躱かわし続けた。

「はっ。思ったよりやるじゃねえかよ。ちょっとは認めてやるぜ。俺はまだ八割……いや、五割の力しか出してねえけどな」

「…………」

「額に汗流して、ずいぶんと必死じゃねえか。そんなんじゃ、俺の本気にはついてこれねえぜ！」

（……ああ、必死だよ）

　シオンは内心で愚痴っぽく叫ぶ。

（僕を殴ると……お前が怪け我がをしてしまうかもしれないからな！）

　鍛えに鍛え抜かれたシオンの肉体は──高い防御力を誇る。体内を巡る魔力が常人とは桁外れであるため、どんなに力を抜いたところで、肉体の強度を一定レベル以下には落とすことができない。

　そんなシオンを実戦経験もない子供が殴れば──それは、凡人が鉄板を素手で殴るようなものだ。怪け我がは必至。だからシオンは、相手の攻撃を受けずに躱かわし続けるしかなかった。

（一瞬だけ魔力を解放して気を失わせるか？　いや、勝ったらダメなんだ。場外負けするにしても、もう少し上う手まいこと舞台の端に追い詰めてくれないと……くそ。本当に面倒だな。魔族と戦っていた方がよほど気が楽だ）

　一般人の子供という過去最弱の相手に、シオンは予想外の苦戦を強いられてしまっていた。

　しかし頭でゴチャゴチャ考えつつも、その動きには淀よどみがない。子供にしては洗練された動きを見せるチャールズの猛攻を、一切無駄がない完璧な動きで回避していく。

　すると観客席も、その華麗さに気づき始める。

「お、おい、あの子……ちょっとすごくないか？」

「ああ、さっきから一発も食らってねえ。相手は、あのチャールズだぞ？」

「綺き麗れい……まるで、踊ってるみたい」

　シオンが無意識に反射だけで行っている回避行動は、一般人には達人の技として映っていた。

　観客がシオンに羨望の眼まな差ざしを向け始めると、次第にチャールズの表情には焦りが浮かんでいく。

「くっ……な、なんでだよ!?　ふざけんなよ……どうして……俺が、こんな女相手に……くそっ、くそぉおおっ！」

　攻撃が当たらぬ焦り、年下とおぼしき少女に手玉に取られる焦り、そしておそらく、試合前に宣告した『一分』が近づいている焦りもあったのだろう。チャールズの攻撃はどんどん単調で大おお雑ざつ把ぱになっていき──

「あっ──ぶっ！」

　大振りの拳を外した瞬間、自らバランスを崩して転んでしまった。顔面から勢いよく舞台に突っ込む。奇くしくもそれは、彼が宣言した一分、ちょうどのタイミングだった。

「あっ。だ、大丈夫か？」

　シオンは慌てて手を差し伸べるが──直後、観客席から失笑が漏れる。

「ぷっ、あはは」

「ちょっと……笑ったらかわいそうだよ。ふふっ」

「綺麗に転んだなあ」

「試合前すごい調子に乗ってたのに」

「おいおい、しっかりしろよ、天才少年」

「もう一分経たってんじゃねえのか？」

「な、なにやってるのよ、チャールズ！　それでも私の子なの!?　今日は学院の先生も来てると言ったでしょ！」

「……ぐっ。う、うう……」

　観客からの嘲笑、母親からの叱責、対戦相手からの哀れみ──

　それら全てが、幼い少年の自尊心をへし折るには十分過ぎた。

　チャールズは表情に極限の恥辱と激しい怒りを滲にじませ──

「うう、う……くそ、くそっ、くそぉおおおおおっ！」

　激げき昂こうの叫びを上げると同時に──彼の体から魔力が漏れ出した。

　右腕を中心に魔法陣が展開され、魔術が発動する。

　チャールズの右腕は、激しい炎に包まれた。

『こ、これはいけません！　「子供の部」では魔術の使用は禁止されています！　チャールズくん、反則負──うわっ、熱っ！』

　燃え広がる炎に押しやられ、司会のお姉さんは逃げるように舞台から飛び降りていった。

　ルールを無視した魔術の発動に、観客席は大騒ぎとなる。

「な、なにやってんだあのガキ!?」

「堂々と反則しやがって、どういうつもりだ？」

「でも……あの年であれだけの炎魔術を操るとはな」

「やっぱ、腐っても天才少年ってわけか」

　非難や呆あきれの言葉がほとんどだが、わずかに感嘆の声も混じっていた。

　畏怖の眼まな差ざしを受けたチャールズは、にやりと得意げに笑う。

「ふっ……ひゃはは！　どうだ、これが俺の実力だ！」

　特大の炎魔術を操りながら、勝ち誇るように叫ぶ。

「ちょっと武術が得意だからって、調子こいてんじゃねえぞ、クソ女！　これが実戦だったらな、最初から俺の圧勝なんだよ！　わかったか！」

　目的は──単なる力の誇示だったらしい。

　恥を雪すすぐために、折られた自尊心を取り戻すために、反則負けとわかっていても高難度の魔術を使ってみせた。『ルールなしで戦えばチャールズの方が強いんだな』と大衆に見せつけるために。

　攻撃ではなく示威が目的のため、燃え盛る炎がシオンを襲ってくるようなことはない。掲げた右腕の上で、巨大な火球の形を保っている。

　しかし──

「くくっ。あーあ、やっぱり出るんじゃなかったぜ、こんなショボい大会。魔術が使用禁止って時点で、ただのガキの遊びだもんな。天才の俺にはルールが窮屈すぎて──ぐうっ!?」

　異変はすぐに訪れた。

　嘲笑が一転、幼い顔は苦く悶もんに歪ゆがむ。

　頭上の火球は形を歪め、炎は暴れ狂うように周囲に散らばった。さらには術者であるはずのチャールズにも襲いかかる。

「ぐっ……なん、だ、これ……ぎゃああ、熱っ、熱ぃいいっ！」

　制御を失った魔術は──暴走を始めた。

　膨れ上がる火球が暴れ狂い、観客や宿主を喰くらい尽くす──直前。




「──愚か者が」




　いつの間にか距離を詰めていたシオンが、チャールズの右腕を掴つかみ、ひねり上げた。

　瞬間──右手の先に展開されていた魔法陣が消え去り、肥大化し始めていた火球は跡形もなく雲散霧消する。

「魔法陣の構築式が雑すぎるし、魔力の練り上げも甘い。できもしない魔術を無理に発動しようとするから、こんな風に暴走してしまうんだ」

　淡々と告げるシオンだが、その声には静かな怒りが籠もっていた。

「僕が魔法陣ごとかき消さねば──今頃お前の右腕は吹き飛んでいたぞ」

「ぐ、ぐうう……お、お前……な、なにをしたんだ？」

「大したことはしていない。ただ、お前の魔法陣に外から介入して、内部から構築式を書き換えて強制的に術式を解除しただけだ」

「……バ、バカな！　他人が一度発動した魔術に、後から他人が介入するだと！　そんなこと、できるわけ……」

「できるさ。圧倒的な力量差があればな」

　魔術は、魔法陣で世界を区切り、閉ざすことで初めて発動する。

　そのため一度完成した魔法陣は外部から完全に隔離され、他者が内部から干渉することは不可能となるが──しかし、術者が未熟である場合、魔法陣に『穴』が生まれてしまうことがままある。

　その『穴』から相手の魔法陣に侵入し、内部から魔法陣を書き換えて魔術の発動そのものをなかったことに変えることは可能となる。

　しかしそれは理論上可能というだけで、実際には発動した魔術の仕組みを完璧に理解し、その上で相手の思考やクセまで完璧に読み解かなければならない神業なのだが──

『神童』と謳うたわれし元勇者にとって、そのくらい造作もないことであった。

「チャールズ。お前には才能がある」

　相手の腕をひねり上げたまま、シオンは告げる。

　確かな怒りを宿した瞳で。

「武術の筋はいいし、魔術の才能も見事だ。結果的に暴発したとは言え、お前の年であれだけの高位魔術を発動できる者は、そうはいないだろう。お前には恵まれた才能がある。だからこそ──僕は心底腹が立つ」

　激情と共に告げ、右腕に少し力を込める。チャールズの口からは、苦く悶もんの声が上がった。

「恵まれた才能を持ちながら、なぜそれをくだらぬ見み栄えや意地のために使う？　こんな場で魔術を暴走させて……お前は危うく、自分にも他人にも、取り返しのつかない傷を負わせてしまうところだったんだぞ」

「……っ」

「自分の力はなんのためにあるのか……そして自分は、なんのためにその力を使いたいのか。頭を冷やしてよく考えろ」

「……う、う、ううう」

　シオンが腕を解放すると、チャールズは地に伏せて泣き出してしまった。真剣に怒った元勇者の威圧感に怯おびえ恐怖したのか、あるいは、己の浅ましさを思い知らされた恥辱からなのか。

　そこで、舞台から逃げていた司会のお姉さんが戻ってくる。

「え、えーっと……なんだかよくわからないですが、とりあえずチャールズくんは失格のため、シーちゃんの勝利です！」

「…………」

　職務を全うしたお姉さんの宣言に、シオンは天を仰ぐ。

（やってしまった……）

　勝ちたくなかったし、目立ちたくもなかったのに──なにをどう間違えたのか、だいぶ目立ちながら勝ってしまった。







　案の定、というべきか。

　控え場所に戻ったシオンには、たくさんの人間が寄ってきた。

　これ以上目立つことは避けたかったため、次の試合までは宿で過ごすことにした。

　宿へ戻る道すがら──本戦の方に行っていたイブリスを呼び出して合流する。

　二人で並んで歩くも、シオンの表情はだいぶ暗かった。

「……子供相手に説教をしてしまった」

「いや、あんたも子供でしょうが」

　突っ込むイブリスだった。

「ずいぶんと目立っちゃったみたいですねえ、坊ちゃま。しかも負けるとか言ってた割に勝っちゃってるし」

「……違う、違うんだ。こんなはずじゃなかったんだ。だって……あのチャールズとかいう奴やつが魔術を暴発させたりするから、助けるためにはああするしかなくて……」

「もういっそ優勝でもしちゃえばいいんじゃないですか？　明日から天才美少女として街の有名人になれますよ？」

「ふざけるなっ。だいたい……誰のせいでこんな目に遭ってると思っている？」

「あはは。すいませーん」

『子供の部』に出場する原因となったイブリスは、悪びれもせずに明るく笑っていた。

　数分後、宿に到着する。

「それでイブリス。本戦の方はどうだ？」

　部屋へ入ってからシオンは問うた。イブリスを呼び出したのは、偵察に行かせた本戦の様子を聞き出すためだ。

　ちなみに、呼び出しに使ったのはシオン自作の通信魔石である。指輪やネックレスなど、アクセサリー型に仕上げたものをメイド達には渡してある。

「概おおむね問題なしですよ。今はとりあえず当日予選が終わったところで、これからトーナメントが始まるっぽいです。これといって変わったところはない感じですね。ただ……」

「ただ、なんだ？　なにか気になることでも──っ!?」

　問い返しながら振り向いたシオンは、ギョッと目を見開いた。

　目に飛び込んできたのは──半脱ぎ状態のイブリス。

　身につけていた上着を脱ぎ捨て、上半身は下着だけの姿となっていた。

　褐色の乳房を覆うのは、大人びた黒いブラジャー。面積はかなり少なめで、巨大な双丘が今にも飛び出してきそうだった。

　そんな半裸状態でありながらも、イブリスの表情は平静そのもの。それどころか下半身にまで手をかけてしまう。

　躊ちゆう躇ちよなくズボンが降ろされると、ショーツに覆われた形のいい尻が飛び出してきた。こちらも大人っぽい黒の下着で、面積はかなり少なめ──

「なっ、なっ……」

「実は会場に妙な連中──って、どうしたんですか坊ちゃん、顔真っ赤にしちゃって？」

「ど、どうしたはこっちの台詞せりふだ！　な、なんでいきなり脱ぎ始めているんだ!?」

　赤い顔で叫びながら、シオンは勢いよく後ろを向いた。だいぶ手遅れで、美しい褐色の裸体はしっかり網膜に焼き付いてしまったが。

「どうしてって……さっき、観客に飲み物零こぼされたから、着替えようかと思って」

「だ、だったら一言そう言え！　いきなり服を脱ぐ奴があるか！」
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「……あー、照れちゃったんですか？」

　イブリスは苦笑気味に言う。

「まったく……今更下着ぐらいで照れないでくださいよ。もう何回も見てるでしょ、私らの下着なんて。いい加減慣れたらどうです？」

「……う、うるさい」

「なんなら、もうちょっと見ときますか？　申し込みのお詫わびに、ポーズでも取ってあげますよ？」

「いらん！　いいから、さっさと着替えろ！」

「はいはい、わかりましたよ」

　呆あきれたように言うと、イブリスは着替えを再開した。「終わりましたよ」と言われてから、シオンはゆっくりと慎重に振り返る。まだ着替え途中でした、というからかいを警戒してのことだったが、彼女の着替えは普通に終わっていた。

「くくっ。本当にかわいいですねえ、坊ちゃま」

「……かわいいとか言うな。んんっ。それで……本戦の方はどうだったんだ？」

　咳せき払ばらいをしてから、話を切り替える。

「あー、はいはい。なんか、会場に妙な連中がいたんですよね」

「妙な連中？」

「運営に出入りしてる白衣の奴やつが二、三人いて、周りに話聞いてみると、そいつらが予選で血液検査とかやってた連中らしいんですけど……その連中のこと、フェイナが──匂う、っつってました」

「…………」

「その辺の医者じゃ絶対に使わねえようなやべえ薬品の匂いと……少しだけど魔族の匂いが染みついてるって」

「……フェイナが言うのなら間違いないだろうな」

　人じん狼ろうである彼女の嗅覚と探知能力は、人間とは比較にならない。

　正体を隠している魔族などを看破する力は、シオンよりも上だ。

「匂いが染みついているということは、日常的に魔族やその死体と接している可能性が高い。まともな医者や研究員でないことは確かだろう」

「いよいよきな臭くなってきましたね」

「ああ。本格的に事が起きそうだ。『子供の部』の二回戦が終わり次第、僕もすぐに向かおう」

「んなもん、律儀に出てないでバックレちゃえばいいじゃないですか」

「そうはいくか。一回戦で変に目立ってしまったからな。ここで不戦敗ともなれば変な噂うわさが立ってしまう恐れがある。だから二回戦で、無難に負けておく必要がある」

　妙な噂うわさが立てられるのを避けるため、シオンは二回戦に出場し、そして適当に戦って敗北するつもりでいた。『なんだ、さっきのはまぐれだったのか』と観客に思ってもらえるように。

　しかし。

　その二回戦で──シオンは予想外の相手と対たい峙じすることとなる。
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　ビステアの街、第三広場。

『武闘大会、子供の部』は、例年以上の盛り上がりを見せていた。

　優勝確実と言われていた天才少年──チャールズの初戦敗退と、彼を下した可か憐れんな謎の美少女『シー』。

　彼女の存在が、あくまで本戦のおまけでしかなかった『子供の部』への注目を集めることとなった。噂うわさの美少女を一目見ようと、第一広場からわざわざこちらに足を運ぶ者までいる始末だった。

「──はいっ。それでは次は、二回戦第二試合です。シーちゃんとノインくんは、舞台に上がってきてください」

　噂の美少女の出番となると、観客席は大いに沸いた。

「ははっ。大人気じゃねえかよ、うちの坊ちゃま」

　イブリスは皮肉げに笑いながら、観客の隙間を歩いて行く。

「はいはい、ごめんよ、ちょっと通しておくんなまし……おっ。いたいた」

　観客席にアルシェラとナギを見つけて、イブリスは彼女達のそばに向かう。

「よう。盛り上がってるみたいだな」

　声をかけると、アルシェラは咎とがめるような目で見つめてきた。

「イブリス……どうしてここに？　あなたは本戦の偵察担当でしょう？」

「ちょっくら坊ちゃまの晴れ舞台でも見てくかなと思ってさ」

「まったく適当なんだから……」

「かてーこと言うなよ。こっちに地味な仕事任せて、お前らばっか楽しんでんだから」

「じゃんけんの結果に文句言わないの」

「そうだぞイブリス。我らは正当な勝負で得た正当な権利を行使しているだけだ」

「へえへえ、そうでござんした」

　得意げに言うアルシェラとナギに、イブリスは肩をすくめた。

「まあ、この試合を見たら向こうに行くさ。どうせすぐ終わんだろ──ん？」

　舞台へと視線を移したイブリスは、怪け訝げんそうに眉を顰ひそめた。

「……お前も気づいたか？」

「ああ」

　ナギの言葉に頷うなずきつつ、イブリスは言う。

「なんか坊ちゃま……様子がおかしくねえか？」







　舞台上に立つシオンは──激しい違和感に包まれていた。

　表情は緊張に歪ゆがみ、額には汗が浮かぶ。内心の動揺と不安は隠しているつもりだったが、彼をよく知るメイド達には見抜かれてしまうぐらいには、感情が外に漏れ出してしまっていた。

（……なんだ？）

　おかしい。

　なにかが、おかしい。

　しかし、なにがおかしいのかが、まるでわからない。

（なんなんだ──こいつは？）

　疑念と畏怖の目で、シオンは自分の対戦相手を見つめる。

　目の前に立っているのは──ノインと呼ばれた少年。

　白髪の、穏やかな顔つきをした少年である。

　年は10歳程度だろうか。シオンとほとんど変わらない背格好で、これといって目立った特徴はない。

　どこにでもいそうな、ごくごく普通の少年──それなのに、シオンはその少年に対して強烈な違和感を抱かされていた。

（……いや、違和感ではない……のか？　むしろ、なんの違和感もないことこそが、最大の違和感のような……）

　湧き上がる複雑怪奇な感情を、まるで言語化することができない。言葉では表現できないような不気味さだけが、頭の中を埋め尽くしていく。

　違和感がなさすぎて違和感がある。

　自然すぎて不自然。

　まるで、矛盾することにすら矛盾しているような──

「──へえ」

　そこで白髪の少年──ノインが口を開いた。

「見事だね。うん、実に見事だ。僕に対して違和感を抱けているという時点で、絶賛に値するよ」

　静かな、けれど耳の奥底に響く声だった。周囲の喧けん噪そうを通り過ぎて、まっすぐ耳に飛び込んでくるような、不思議な声音。

　子供らしからぬ落ち着いた微笑を浮かべ、子供らしからぬ流麗な口調で、ノインは続ける。

「本当は、ちょっと遊ぼうかと思ってたんだよ？　せっかくきみが、そんな愉快な格好でこんな場所に立っているんだ。ちょっと戦ってきみを追い詰めて、『な、なんだこの子供は？』と混乱させてから、本題に入ろうかと思っていたのに……こんなに早く違和感を持たれてしまうとはね。残念だけれど、しかしその優秀さが喜ばしくもある」

　ノインは言う。

　なにもかもを見透かすような目をして。

「『神童』っぷりは健在のようで嬉うれしいよ──シオン・ターレスク」

「──っ！」

　ぞくり、と背筋が震える。

（僕の正体を、知っている……!?）

　愕がく然ぜんとするシオンに、ノインは畳みかけるように続ける。

「ああ、心配せずとも、この瞬間の会話は他の者には届かないよ。観客達には、他た愛あいもない雑談に聞こえるようにしておいた。もちろん、観客席にいる『四天女王レデイストピア』達にもね」

（……アルシェラ達のことも、知っているのか）

　表現しようのない焦燥感が胸の内から湧き上がる。

　シオンや『四天女王』の正体を知っていて、さらに高位魔族すらも騙だます認識阻害を扱う。

　目の前の少年は──あまりに異質だった。

「……何者だ、貴様？」

　絞り出すような声で、シオンは問う。敵意を込めた眼まな差ざしで相手を睨にらみつけるが、しかしそれは、緊張と恐怖の裏返しでもあった。
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「僕が何者か……ふふ、きみにはわからないだろうね、シオン。僕はきみをよく知っているけれど、きみは僕のことを──なにも知らないんだ」

「…………」

「そんな怖い目で見つめても、この姿をいくら観察しても無意味だよ？　これはただ、きみに合わせて作っただけの体だ。子供向け大会に出るようだから、ちょっと遊んでやろうかと思ってね。まあさっきも言ったけど、きみが思いのほか優秀だったせいで、その企たくらみはパーになっちゃったわけだけど」

　これみよがしに肩をすくめる。

「とりあえず今は、ノインという名で呼ぶといいよ」

「…………」

「しかし驚いたな。まさかきみに女装の趣味があったなんて」

「こ、これは僕の趣味じゃない！　いろいろ事情があったんだ！」

　慌てて抗議する女装姿のシオン。

　ノインはくすくすと笑った。

「ふふ。僕としても少々複雑だよ。記念すべき最初の邂かい逅こうが、こんな奇妙なシチュエーションになってしまうなんて。この滑稽さが虚むなしくもあり、しかし愛いとおしくもある」

　軽妙なくせに妙に回りくどい語り口で煙けむに巻くように言うと、

「さて、そろそろ本題に入ろうか。あまり時間もないことだし」

　ノインは片手を、ゆっくりとシオンに向けて掲げた。

「と言っても、話をするのは僕じゃないんだけどね。僕はただ、君と『彼女』の橋渡しをするだけだ」

「彼女……？」

「ああ、きみもよく知っている女で、しかしなにも知らない女でもある。久しぶりの再会を楽しみたまえ」

「……なにを言って──ぐっ!?」

　突如、シオンは苦く悶もんの声を上げた。

「う、うう……ぐ、ああ……あ、熱い……！」

　右手が。

　より正確に言えば、右手の甲に刻まれし禍まが々まがしい刻印が──突然、激しい熱を発した。業火の中に手を突っ込んだような激痛が走る。

「怖がることはない。きみに害を加えるつもりはない。こんなものは単なる余興で、そして前ぜん哨しようみたいなものだ」

　淡々と言いつつ、ノインは手をかざし続ける。

　痛みがさらに増した。もはや右腕の感覚はない。

　封印のためにしている黒い手袋には亀裂が走り、内側から腐ったかのようにボロボロと崩れ落ちる。

　露あらわになった刻印からは──ボタボタ、と。

　血が滴るように、暗黒の液体が漏れ出していく。

　溢あふれ出でる液体は足下に溜たまって闇色の泉を作り──やがてそれは、シオンの全身を呑のみ込こんだ。

「う、うわああああああああ……！」

　肉体と共に、シオンの意識は闇に吸い込まれていく。







　闇、があった。

　どこまでも広がる暗黒の空間。

　闇以外なにも存在しない、無の領域──

（ここは……）

　暗黒の中にポツンと立たされたシオンは、混乱を押し殺して必死に頭を働かせる。まず──足場を確認した。光さえない暗黒空間かと思われたが、地面だけはあるらしい。

（……なんらかの、幻惑系の魔術か？）

　過去の経験から推測を立てるシオンだが──

「──そう深く考えなくていいよ」

　突如。

　闇の中から、女の声がした。

「説明が難しいが……ここは、なんというか、なんでもないんだ。何一つとして意味もない、空虚で皆無な空間……夢というのか、精神世界というのか、とにかく不明瞭で、曖昧な場所なんだ」

　無感情で淡々とした、単なる音の羅列のような言葉の響き──

　声のした方向を向くと、そこには一人の女が立っていた。

　暗黒の空間であるはずなのに、どうしてか彼女の姿だけは、はっきりと視認できた。

　目ま映ばゆい金髪を持つ、凜り々りしい顔つきの女であった。

　身に纏まとうのは白銀の鎧よろい。しかしその意匠はどこか古めかしい。細身ながら鍛え抜かれた肉体をしており、立ち姿には歴戦の強者にしか出せぬ威風があった。

　勇壮な雰囲気を持つ女だったが──しかし、目だけは。

　目だけは──死んでいた。

　一切の光を忘れたような、空っぽで無機質な双そう眸ぼう。

　死人のような瞳が、まっすぐシオンを見据えている。

「久しぶりだね、シオン」

　薄く笑い、女は言った。

　しかしシオンは言葉を返せない。

　久しぶりと言われても、見覚えが全くなかった。

「ああ、そうか。この姿で会うのは初めてだったか」

　女は一人納得したように言う。

「仕方がないこととは言え、虚むなしいものだね。お前は私の本来の姿も、本当の名すらも知らないのだろう。私はお前に殺され──愛していた四人の女を奪われたというのに」

「……っ!?　ま、まさか──」

　愕がく然ぜんとしたまま、シオンは口を開く。

「──魔王、なのか？」

「正解だ」

　女は──かつての魔王は静かに頷うなずく。

　改めて彼女を見つめる。

　魔王を。

　自分が命を賭して、命を奪った相手を──

（言われてみれば……確かに、面影はある）

　顔の作りだけならば、なんとなく似ているような気もする。

　だが、まるで違う。

　かつて魔の王として君臨していた彼女は、角と翼を持ち、肌は深海のような紺こん碧ぺきに染まり、万物を射殺すような暗黒の双そう眸ぼうを有し、人間とは似ても似つかない、魔族の王らしい風貌をしていた。

　対して。

　今目の前に立つ女は、どこからどう見ても人間の女にしか見えない。

「改めて言おうか──久しぶりだね、シオン・ターレスク。こちらの姿では初めまして。一応これが、私の本来の姿──魔に堕おちる前の姿だ」

「……そうか」

　シオンは驚きよう愕がくの表情で、しかしどこか納得を滲にじませた声で告げた。

「魔王は、元々は人間だったのか」

「ほう。思ったよりは驚かないのだな」

「……驚いているさ。けど……薄々と考えてはいた。魔王が元は人間であった可能性も──」

　いや。

　考えていたと言えば、嘘うそになるのかもしれない。

　正確には──考えないようにしていた。

　意識的に思考の外に追いやっていた。

　考えたくなかったから。

　自分が戦うべき相手が──悪と見なして駆逐しなければならない相手が、元々は人間だったなんて。

「お前は本当に聡さとい子だね」

　魔王は呆あきれたように、そして感心したように言った。

「ならばもう、わざわざ言わずとも、私の正体もわかっているのかい？」

「……ああ」

　重々しく頷うなずき、シオンは告げる。

　心の奥底にしまい込んでいた、考えたくもなかった可能性を──

「魔王……貴様の正体は──先代の魔王を殺した勇者なのだろう？」

　刻印が刻まれた右手を握りしめ、シオンは言う。

「はるか昔、貴様より前に君臨していた魔王を殺した勇者……それが、僕が殺した魔王の正体だ」

「正解だ。本当にお前は……残酷なぐらい賢い子供だよ」

　魔王は──かつての勇者は、薄く微笑ほほえみながら皮肉を述べた。

「お前の推測通り──私は元々は人間で、そして勇者と呼ばれる立場にあった。と言っても、お前とは少し違うがね。この国の人間ではないし、勇者という呼び名も、国家が与える称号というよりは単なる通称のようなものだった」

「…………」

「だが、やっていたことはお前と同じさ、シオン。仲間と共に魔族と戦った。人類を守るために戦い続けた。愛と平和を胸に、戦って戦って戦って──そして最後には、諸悪の根源である魔王を倒した。人の世に、平和を取り戻した」

　平へい坦たんな口調で語られる、かつての勇者の物語に、シオンは唇を噛かみしめる。

　言葉の続きが、物語のオチが、わかってしまったから。

「魔王を倒した後も……お前と同じだよ。魔王の命を絶った右腕に刻印を受け、今のお前と同じ状態となった。存在するだけで周囲の命を蝕むしばむ、害悪極まりない化け物にな」

「僕と、同じ……」

「その後も、皮肉なぐらいお前と同じさ。救ったはずの人間達に手のひらを返され、迫害された。怪物や化け物と罵られ、石を投げつけられる存在に堕おちた。共に戦っていた仲間までもが私を嫌悪した。英雄となって地位を築いた彼らは、地に落ちた私が近寄ることを拒絶した。平和になった世界に──私が救った世界に、私の居場所はどこにもなかった」

「…………」

「それでも、耐えようと思った。受け入れようと思った。世界が平和で人類が安寧の日々を送れるのであれば、それが私の望んでいた未来だと……」

　でも──無理だった。

　と、魔王は言った。

　全てを諦めた者だけが見せるような、空っぽで無感情な顔で。

「耐えて耐えて、それでも耐えきれなくなった私は──この世界を呪ってしまった。なにもかもを壊したくなった。人の世全てを業火で焼き尽くしてしまいたくなった。私が救った世界を、私が取り戻した平和と安寧を──私自身の手で滅ぼしたくなってしまった」

「…………」

「あとはお前も知る通りさ。内から湧き上がる憎悪や憤ふん怒ぬに身を委ね、世界を呪ってしまった私は──魔に堕おちて、身も心も魔族となった。そしていつしか魔王と呼ばれるようになり、人の世に仇あだなす諸悪の根源となった。私が殺した魔王と、同じ存在に成り果ててしまった」

　シオンは──なにも言えなかった。

　激しい痛みが胸を襲う。

　相手の感情が、憎悪や怨えん嗟さが、痛いぐらいに理解できてしまった。

　信じていた者達に裏切られる苦しみも、世界から見放されたような孤独も、全てが共感できてしまう。

　世界を滅ぼしたくなるような憎悪も、人類全てを根絶やしにしてしまいたくなるような破壊衝動も──

（魔王……）

　思い出すのは、死に際の魔王の顔。

　シオンがトドメを刺す瞬間──彼女は、笑っていた。

　楽しそうに笑っていた。

　まるで。

　次はお前の番だと言わんばかりに──

「私はね、シオン。お前を恨んではいないよ。むしろ感謝している。お前のおかげで、私はやっと終わることができた。誰も殺せなかった私を、お前が殺してくれたんだ」

「……ふん。魔王に感謝されたところでなにも嬉うれしくはない」

　どこか安らかな表情で言った魔王に、シオンは毅き然ぜんと言い放つ。

　思わず感情移入してしまいそうな自分を、必死に奮い立たせて。

「ずいぶんと長い自分語りだったが、いったいなにが目的だ？」

「目的なんて大層なものは、今の私にはないよ。今の私は、ただの残留思念みたいなものだからね」

　どこか自嘲気味に、魔王は言う。

「今日だって、私が望んでお前を呼び出したわけではない。全ては──彼の差し金だ」

「彼……ノインのことか！　お前は奴やつを知っているのか？　何者なんだ、あいつは？　人間でないことは確かだか、魔族ともなにかが違う……」

「ノイン……？　奴はお前に、そう名乗ったのか？　ずいぶんと趣味の悪いことをするものだ。いかにもあいつらしい」

　一人納得したように呟つぶやいた後、

「心配せずとも、彼の正体はいずれわかる時が来るだろう。お前が私と──同じ道を歩んでいくのであれば」

「なんだと、それは、どういう──っ!?」

　ハッと表情を引ひき攣つらせる。

　シオンの体が──薄くなり始めていた。

　手や爪先から徐々に、肉体が透けていく。

「時間のようだね。今日のお話はここまでだ」

「か、勝手が過ぎるぞ！　僕はまだ、お前に訊ききたいことが山ほど──」

「なあ、シオン」

　激げき昂こうして食ってかかるシオンを無視して、魔王は言う。今までの淡々とした口調とは違う、どこか馴なれ馴なれしい語り口で。

「『四天女王レデイストピア』を……あの四人を、よろしく頼むよ」

「なに……？」

「私は結局、彼女達になにもしてやれなかったからね」

「……ふざけるな。今更どの口がそんなことを言う？　自分があいつらになにをしたか忘れたのか？　僕に負けたあいつらを、お前は殺そうとしたんだぞ」

「そうだったね。でも……しょうがないじゃないか。だってあの瞬間にはもう──彼女達の心は、お前のものだったんだから。お前に奪われるぐらいなら、私の所有物であるうちに殺してしまいたかったんだ」

　今更のように語られた真実に、シオンは息を呑のむ。

　暴君の凶行としか思えなかった行動は、彼女なりの歪ゆがんだ愛情の結果であったらしい──しかし。

　だからと言って納得するわけにはいかなかった。

「……あいつらを物のように語るな。あいつらは物じゃない。今だって、僕の物になんかなっていない」

　シオンは言う。

「あいつらは、僕の……た、大切な家族だ」

「照れるぐらいなら言わなければいいのに」

「う、うるさい！」

　顔を赤らめて叫ぶシオンに、魔王は──笑う。

　ずっと人形のようだった彼女が、初めて感情らしきものを見せたような気がした。

　やがて──シオンの存在は空間から消えてなくなる。

　一人残された魔王は、目の前に広がる無限の闇を見つめる。

「楽しみにしているよ、シオン。お前がこれから、彼女達と共にどんな道を歩んでいくのか」

　祈りのような呟つぶやきは、誰に届くでもなく闇に呑のまれて消えた。







「──シオン様！」

　ハッ、と我に返る。

　目の前にはアルシェラがいて、肩を揺すられていた。

　すぐ隣には、ナギとイブリスも立っている。

「大丈夫ですか、シオン様？」

「こ、ここは……？」

　慌てて周囲を見渡す。

　場所は──第三広場。

『武闘大会、子供の部』の、舞台の上。

　しかし──周囲には誰もいない。

　親子連れで溢あふれかえっていた観客席は、人っ子一人いなくなっている。

　観客席にいたはずのアルシェラ達は舞台の上まで上がってきていて──そして、対たい峙じしていたはずの、白髪の少年もいなくなっている。

「なん、だ？　なにが起こったんだ？」

「おいおい、マジで大丈夫かよ、坊ちゃま？　今の大騒ぎ、聞いてなかったのか？」

「騒ぎ……？」

　まるで状況についていけないシオンに、アルシェラが告げる。




「第一広場にいるフェイナから連絡がありました──『零ゼロ番研究室』が、向こうで暴れ始めたそうです」




「な、なんだと……!?」

「武闘大会本戦が始まる直前、『零ゼロ番研究室』を名乗る男達が現れ、国家に対する革命を宣告したそうです」

「なんかアレらしいっスよ。現在の王室はクソだとか、我ら『零番』の怒りを思い知れとか、なんかそういう、ベタベタなの」

　イブリスが適当に補足し、さらにアルシェラは続ける。

「そして彼らの出現と同時に……予選を通過した本戦出場者達が──魔族へと姿を変えたそうです」

「──っ!?」

　人間を魔族に。

　それは、『零番研究室』が戦時中に進めていた研究──

「事前の血液検査の段階で、肉体になんらかの細工をされていたと思われます。魔族に変貌した者達は、『零番研究室』の指示に従って行動しているそうです」

　アルシェラの説明を受け、シオンは考え込む。

（ここの観客達がいなくなったのは、第一広場の騒動がここまで広まってきたからか）

　それから、広場の時計を見やる。

（僕とノインが舞台に上がったのが、午後の二時十五分……あれから、たった一分しか経過していない……）

　舞台上でのノインとの会話や、黒い空間での魔王との会話は、現実世界では一瞬の出来事として処理されていたらしい。

　シオンの意識が別世界に飛んでいる間──現実世界では、『零番研究室』の騒ぎがここまで伝わり、観客達は一目散に避難した。

「……ノインは？　あいつは、どこに行った？」

「ノイン……？　シオン様と戦うはずだった少年ですか？　彼は……ええと」

「あー、わっかんねえな。気がついたらいなくなってたぜ。他の連中と一緒に逃げたんじゃねえのか？」

　アルシェラもイブリスも、ノインの動向は把握していなかった。無理もない。シオン以外には、彼は単なる少年にしか見えなかったはずだから。

「お屋や形かた様。今はフェイナが応戦しているとのことです。我らも……」

「……ああ。わかった」

　ナギの言葉に、シオンは頷うなずく。

　考えねばならぬことは山ほどあったが──しかし今は、考えている時間はなかった。

「行くぞ」

　シオンは女児衣装を脱ぎ捨て、いつもの半ズボン姿へと戻った。
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　第一広場は、惨さん憺たんたる有様だった。

　武闘大会のために用意された舞台や観客席は、ボロボロに壊されてしまっている。

　一般人は避難を終えたようだが、何人か倒れている者もいる。大会のために配備されていた街の憲兵や、駐屯している騎士団員だった。おそらくは、大衆を守るために戦い、そして倒れたのだろう。

　破滅的な光景の中心には──魔物の集団がいる。

　数は四体。

　サイズや手足の数は人間と同じだが、風貌はまるで違う。甲かぶと虫むしめいた黒い殻を全身に纏まとい、頭からは触角のような角が生えている。蟻ありが巨大化して二足歩行しているような見てくれで、低い唸うなり声ごえを上げていた。

　魔物達の中心にいるのは、白衣を着た痩せた男。つり上がった細い目が特徴的で、口元には歪いびつな嘲笑があった。

　そして彼らと対たい峙じするのは──

「フェイナ！」

　シオンが叫ぶと、戦闘態勢にあったフェイナがこちらを振り返った。腕だけが人じん狼ろうの状態に変化しており、体には細かな傷が目立った。

　表情には一瞬だけ安あん堵どが浮かぶが、すぐに悔しさが滲にじむ。

「……ごめん、シー様。私……一人じゃなにもできなかった。敵の何人かに、逃げられちゃってる」

「謝るな。お前はよくやった。ここで倒れている者達を守っていてくれたのだろう？」

「シー様……」

「あとは僕に任せろ」

　シオンはフェイナを背に隠すようにして、前に出る。

　すると、

「──おやおや、汚らしい獣人の次は、こんな子供が相手ですか？」

　蟻の魔物を従えた男は、嘲笑と共に告げる。

「任せろって……ふふっ、あはははっ！　調子に乗るのはおうちの中だけにした方がいいですよ、お坊ちゃん？」

「……貴様は『零ゼロ番研究室』の者か？」

「いかにも」

　尊大な態度で頷うなずく男に、シオンは軽く溜ため息いきを吐つく。

「なるほど……『零ゼロ番』がテロ活動を企たくらんでいるという噂うわさは、本当だったようだな」

「テロ？　ノンノン。少し違いますね。これは革命です。そして同時に復ふく讐しゆうでもあります。我らを追いやった王室に、我らの研究成果を見せつけてやるんですよ！　そして腐った王室に、裁きの鉄てつ槌ついを下す……！」

　研究者の男は口の端を吊つり上あげて笑う。

　狂喜と憤ふん怒ぬが混在した、歪いびつな哄こう笑しようであった。

「……その研究とやらの成果が、人間の魔族化というわけか」

　シオンが眉を顰ひそめ呟つぶやくと、後ろのフェイナが口を開く。

「シー様……あいつら全員、大会の出場者達だよ。本戦が始まると同時に、出場者全員が魔物に変化したの。全部で十六人。あそこにいる四体以外は、他の研究員と一緒に広場から出てった……」

　本戦出場者達は、やはり事前に体をイジられていたらしい。

「ふふっ。こいつらにはもう自我はない。我らの命令だけに従う、従順で強きよう靱じんな最強の兵隊──人じん魔ま兵へいですよ」

　男は高らかに言い放つ。

「まったく、武闘大会様々ですよ。腕に覚えのある若者が、次々と自分から集まってくれましたからね」

　実験体を求める組織にとって、武闘大会は格好の狩り場だったのだろう。若く健康な男が次々と自発的に集まってくる上、血液検査という名目で対象と深く接触することが可能だった。

　加えて。

『ビステア武闘大会』は、エルト地方では有名な祭りの一つ。近隣の地区から多くの人が集まるし、王都からの来客も少なくない。

　国家転覆を目もく論ろむ組織が、騒動を起こして己の存在を誇示するためには、これ以上ない舞台と言えるだろう。

　実験体集めと、国家に対する宣戦布告。

　彼らにとって大会は、一石二鳥のイベントだった。

（リリイラの存在も、奴やつらにとっては追い風だったのだろう）

　連中は淫魔サキユバスの存在を知って利用しようと企んだのか、あるいは一切関与せず勝手にプラスに働いた形なのか──不明瞭な点は多かったが、しかし細かく確認している余裕は、今はない。

「……貴様らは予選落ちした者達を誘拐していたようだが、彼らはどうなった？」

「ああ、彼らは……ふふっ。彼らはとっておきですよ。ここの奴らとは違い、じっくり時間をかけて改造していますから。まあ、ここで死ぬきみが拝むことはないでしょうね」

　喜悦が滲にじむ目で言い放つと、男は蟻あり男の肩に手を置いた。

「喜びなさい、クソガキ。我らが開発した兵器で殺される名誉をね！」

「……元には、戻せるのか？」

　シオンは言う。

　蟻型の人じん魔ま兵へいを──無む理り矢や理り魔物にさせられた人間達を見つめて。

「その者達を元に戻す方法を、貴様らは用意しているのか？」

「……ふふっ。なにを言うかと思えば……。残念ながらもう無理ですよ。魔族の因子がどっぷりと肉体に染みついてしまっていますからね。生きたままそれを引ひき剥はがすことは、もはや我らにも不可能です」

「……そうか」

　シオンは静かに言った。

　その瞳は、暗い色に沈む。

「ならば──殺すしかないということか」

「殺す……ぷっ、あははは！　誰が誰を殺すんですか!?　やれやれ、子供にしてはそこそこ賢いようですが、思い上がるのも大概にしなさい。きみみたいなクソガキに、我らの兵器を殺すことなど不可能ですよ！」

　唾をまき散らしながら叫ぶと同時に、男はフェイナを見つめる。

「そこの汚らしい獣人も頑張ってはいましたが、我らの人魔兵の前では手も足も出なかったですからね！　きみみたいなガキが……なにかできるのならやってみなさい！」

　言い切ると同時に、男は手を振りかざした。

　その動きに合わせて、四体の人魔兵が戦闘態勢に入る。

　統率された動きで、シオンへと襲いかかる──




　瞬間。

　宙を疾走する光の矢が、人魔兵四体を貫いた。




　四体とも綺き麗れいに胸を貫かれ、地面に転がる。ピクピクと全身を痙けい攣れんさせるが、すぐに動きは止まった。

　瞬殺──

　その二文字以外、表現する言葉が存在しない。

　容赦なく、躊ちゆう躇ちよなく、迷いなく──

　シオンの放った矢は、四体の胸を貫いた。

「……え？　な……は？」

「二つ、貴様の勘違いを訂正しておこう」

　事態が飲み込めぬ男に、シオンは魔術を放つために掲げた手を下ろしながら、感情を押し殺した声で告げる。

「一つ。その程度の相手、フェイナが本気を出せば二秒で倒せた。でもフェイナは、その者達の体や命を思いやったんだ。貴様らに利用された罪なき人間の命を奪うことを躊ちゆう躇ちよし、だから苦戦を強いられた……」

　静かな口調で、しかし瞳には煮にえ滾たぎる憤ふん怒ぬを宿したまま、シオンは淡々と続ける。

「二つ。フェイナは汚らしい獣人ではない。見ず知らずの他人の命を気遣えるほど心優しい、僕の自慢のメイドだ」

「シー様……」

　フェイナは感極まった表情となり、シオンを見つめた。

「……バ、バカな！　バカなバカなバカなぁあ！　な、なにが起こったんだ!?　私の兵が……我が研究室の最高傑作が……た、たった一発の矢で殺されただと……！」

「ふむ。また二つ、訂正が必要なようだな」

　恐れおののく男に、シオンは溜ため息いき交じりに告げる。

「一つ。矢は一発ではなく──一体につき、三発放った。貴様には一発にしか見えないようだったがな」

　魔族一体につき三発。

　合計、十二発。

　魔法陣構築からの術式展開、そして射出──一連の速度があまりに速すぎたため、男には一体に一発ずつ放たれたようにしか見えなかったらしい。

　一体につき三発放ったのは、魔族を倒すために三発矢が必要だったから──というわけではなく、別の目的があってのことだった。

「二つ。僕は彼らを──殺してなどいない」

「……な、なんだと!?」

　直後──

　魔族と化していた男達から、魔力が蒸発するように立ち上り、消えていった。禍まが々まがしい魔力の気配が消え去ると、彼らは皆元の人間の姿へと戻っていた。咳せき込こんだり呼吸が荒かったりしているが──全員が確かに生きていた。

「そ、そんなバカな……！　なぜ、奴やつらが、元の姿に……？」

「魔王軍にも、似たようなことを企たくらむ者がいた。捕らえた人間を改造し、心ない兵隊にして人間同士で争わせようとする下げ種すがな」

　なんてことはない。

『零ゼロ番研究室』が今の今まで研究を続けていた人間の魔族化──人じん魔ま兵へいの開発は、魔王軍ではすでに完成している技術だったのだ。

　もっと言えば──魔王軍の方がよほど上う手まく人間を使っていた。

　元の人間の人格や自我をあえて少し残すことで、命乞いしながら戦う人じん魔ま兵へいを量産して戦場に送り込んでいた。

　シオンも戦った経験がある。

『助けて』『殺さないで』『娘に会いたい』『殺してくれ』……人間だった頃の人格で泣き叫びながら魔族と同じ力を振るう兵隊は、対たい峙じするだけで精神を消耗させられる恐ろしい敵であったが──シオンは戦いの中で、彼らへの対抗策を編み出した。

「人間に刻まれた魔族の因子は、肉体はおろか、その者の生命力にまで深く根付く……一度魔族化すれば、生きたまま人間に戻すことは極めて困難。ならば話は簡単だ──一度、殺してしまえばいい」

「な、なにぃ……!?」

「一発目の矢で心臓を止め、相手を仮死状態にする。生命力が消えかけ、魔族因子が肉体から外れ出したところで、二発目の矢で完全に消滅させる。そして三発目で、即座に蘇そ生せいさせる──これが、人魔兵を強制的に元に戻す方法だ」

　生きたまま魔族因子を除去することは不可能。

　ならば──一度殺してしまえばいい。

　これがシオンが編み出した、人魔兵への対抗策だった。

　一体につき三発放った矢は──三発とも別々の術式が込められていた。

　心停止。魔族因子の滅却。蘇生。

　全く異なる術式を込めた魔術の矢三発を、ほぼ同時に放つ──こんな離れ業ができる魔術師は、大陸でも数えるほどしかいないだろう。

「あー、なるほどね。一回殺せばよかったのか」

　先ほど苦戦していたフェイナが、納得と感心の声を上げた。

「あ、ああ、あり得ない……な、なんなんだ貴様は？　その年で、それだけの知識と技術を備えているなんて──」

「悪いが、貴様からの質問に答えるつもりはない」

　苛いら立だちが滲にじむ声で言い放つと同時に──シオンは消えた。

　次の瞬間には、白衣の男の目の前に立つ。

　足下に魔力を集中させ、爆発的な脚力で地を蹴る。それでいて着地時には音もない。恐ろしく静かで、精緻な移動だった。

　対峙する相手には、シオンが瞬間移動したようにしか見えなかっただろう。

「へっ？　う、うわああっ!?」

　次の瞬間には──男は宙を舞っていた。足払いによってバランスを崩し、体が一回転する。シオンは相手の胸ぐらを掴つかみ上あげると、地面に思い切り叩たたきつけた。

「がっ……はっ……」

「答えろ。貴様らの本拠地はどこだ？」

　叩たたき伏せた相手を片手一つで押さえつけながら、シオンは言う。

　見下ろす瞳は、恐ろしく冷たい色に染まっていた。

「この街から誘拐した十人の人間……『とっておき』とやらに改造した人間は、今もそこにいるのだろう？」

「……っ」

「答えぬのならそれでもいい──頭蓋を割って直接脳に訊きくだけだ」

「ひっ……」

　石畳に倒された男の顔は、一瞬にして恐怖に塗り潰される。

　顔面蒼そう白はくとなって奥歯を震わせ、

「……ま、街外れの屋敷、です……ビステアから南に出て、ネーラ通りを進んだ先にある寂れた屋敷の地下が、我らの隠れ家です……攫さらってきた者達は今もそこにいるはず」

　と、いとも容易たやすく仲間と根城を売った。

　国家転覆を目的とするテロリストにしては少々覚悟が足りない男だったのか。

　あるいは。

　魔王を殺した勇者が見せる、本物の殺気と威圧感が為なせる技なのか。

「そうか。ご苦労」

「は、はい……あの、こ、これで私のことだけは──がはっ!?」

　情報を聞き出すと、シオンは男の心臓に直接魔力を打ち込み、強制的に意識を奪った。

「フェイナ、イブリス、ナギ」

　背後を振り返り、シオンは言う。

「お前達三人は、街に散った研究員と人じん魔ま兵へいを頼む。人魔兵と化した大会出場者が、あと十二人はいるはずだ。元に戻す方法は──覚えたな？」

「もちろんっ。バッチリ見せてもらったからね」

「坊ちゃまほど上う手まくできる気はしねえけど、ま、頑張ってみますわ」

「そちらに倒れている者達のこともご心配なく。処置を施してから、安全な場所まで移動させておきます」

　命じられることが最初からわかっていたように、メイド三人は指示を受け入れた。

「可能な限り早く魔族因子を切り離すようにしてくれ。魔族化してからの時間が短ければ短いほど、後遺症が残る可能性が低くなる。頼んだぞ、三人とも」

　それからシオンは、街の南に向けて一歩踏み出した。

「アルシェラ、お前は僕と来い──敵の本拠地を叩きに行く」







『零ゼロ番研究室』の一人──ロベルは困惑しながら街を逃げ回っていた。

（な、なにが起こってる……!?）

　必死に走り回り、逃げ惑う。ロベルの背後には二体の人じん魔ま兵へいがいて、彼の後を追っていた。指示を与えなければ、人魔兵は命令者に付き従うようになっている。

（こんなはずじゃ……）

『零番研究室』の計画は、実にシンプルなものだった。

　人が集まるビステアの武闘大会に合わせて人魔兵を放ち、街を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄へと落とす。地方都市の一つを制圧することで、国家に対して明確な敵意を伝え、宣戦布告とする。

　自分達の研究成果を世に知らしめるため。

　そして、自分達を見限った中央政府への復ふく讐しゆうを果たすため。

　この街の有力者であるローム卿きようと手を組めたことで、資金と設備は確保できた。武闘大会への潜入も、彼の手引きで容易にできた。

　予選会に医療班として潜入した研究員は、血液検査の振りをして、一部参加者に魔族因子を注入した。

　予選通過者十六人は、大会当日に活用するために放置しておき──そして予選に敗退した者のうち、改造しやすそうな人間を十人を選んでおき、後から攫さらった。

　その十人は今──隠れ家の研究室で調整中。

　大会当日にビステアに派遣された研究員の使命は──端的に言ってしまえば、大暴れすることだった。

　街を壊し、人を襲い、この国の民に恐怖を植え付ける。

『零番研究室』という歴史の闇に葬られた偉大なる研究機関の存在を、声を大にして喧けん伝でんする。その優秀さを世の中に知らしめ──いずれは国家の牙城を打ち砕く。

　目的こそ壮大だが──しかし、今日の計画自体は非常にシンプルだった。

　派遣された研究員五名は、因子を打ち込んでいた本戦出場者達を魔族化させ、心ない兵隊として操る。

『零番』の研究成果とも呼ぶべき人魔兵は、魔界の中位魔族に匹敵する戦闘能力を誇る。街の憲兵や地方の騎士団ではまず相手にならない。

　なにも心配はいらない。

　平和ボケした世界に向けて一方的に鉄てつ槌ついを振り下ろすだけの、シンプルで簡単な計画──だったはずなのに。

「……クソ、なんなんだよ、あの女達は!?」

　民が逃げ出した繁華街の路地裏──

　物陰に隠れたロベルは、情けない声で叫びを上げた。

　彼に与えられた仕事は──人じん魔ま兵へいを率いて暴れ回ることだった。

　大衆への宣誓や人質の選別など、細かな仕事は他の者が行う。彼はただ気の向くまま街を破壊し、大衆に恐怖を植え付ければよかった。

　しかし。

　ロベル達研究員が、それぞれに人魔兵を率いて街で破壊工作を始めた頃。

　どこからともなく──灰髪の女が現れた。

　褐色の肌と灰色の髪を持つ美女は──瞬く間に、ロベルと一緒にいた研究員の男を昏こん倒とうさせた。

　そして間を置かず、彼が率いていた人魔兵の胸にも拳を入れた。それから手に魔力を込めたかと思えば──どういうわけか人魔兵が元の姿に戻ってしまった。

　恐怖を覚えたロベルは、仲間を見捨てて即座に逃げ出した。人魔兵を引き連れて逃げ、誰か他の仲間に助けを求めようとしたが──

　仲間を探す過程で見かけたのは、金髪の美女と黒髪の美女に、次々と倒されていく仲間の姿だった。

「おい！　聞こえるか!?　返事をしろ！　くそ……レドもアスリーもやられたのか」

　通信機で仲間への連絡を取るも、誰にも繋つながらない。

「くそっ……なにがどうなってやがるんだよ！　こんな、こんなはずじゃ……」

「──おっ。見ーっけた」

　女の声が響いた瞬間、ロベルの背筋に戦慄が走った。

　路地の方に、先ほど仲間を瞬殺した灰髪の女がいた。彼女は軽く溜ため息いきを吐つきながら、こちらに向かってゆっくりと歩いてくる。

「ったく。手間かけやがってよ」

「……う、う、うわああ！」

　恐怖の余り後ずさるロベル。未いまだかつて味わったこともないような恐怖が頭を支配するが──そんな彼に、さらなる恐怖が襲い来る。

「あっ。イブリスじゃん」

「研究員が一人と、人魔兵が二人か」

　金髪の女と黒髪の女も、姿を現した。

「フェイナ、ナギ。お前ら、何人の人魔兵を戻した？」

「私は四人だね」

「三人だ」

「なるほど。私も三人だから……ここの二人を元に戻せば、とりあえず全員、救出完了ってわけか」

　三人の女達は、ロベルと背後の兵に狙いを定める。

　彼女達の形容しがたい威圧感に当てられ、ロベルの恐怖は沸騰した。

「う、う、うわあああ！　く、来るなぁああ！　い、行け、お前ら！　あの女どもをぶち殺せ！」

　主人の命令を受けたことで、二体の人じん魔ま兵へいは動き出す。

　恐怖を感じない兵達は、人間離れした速度で女達へと襲いかかるが──しかし無意味だった。

　金髪の女と黒髪の女が、目にも留まらぬ動きで人魔兵を制する。

　一方は拳で、一方は刀の柄つか尻じりで、的確に心臓に打突を入れた。

　そして魔力を集中させると──人魔兵は元の姿に戻ってしまう。

「あ、ああ……」

　絶望に打ちひしがれるロベルに、褐色の女が歩を進めていく。いつの間にか背後には壁があり、もう逃げ場はなかった。

「な、なんでだ、どうしてだよ！　どうして俺が、こんな目に……！」

「はん。こんな目もクソもねえだろ。派手にやらかしたんだ。他の奴やつにぶっ潰される覚悟ぐれえ、できてんだろ？」

「……違う、違うんだ！　俺は……俺達はなにも悪くない！　悪いのはこの国だ！　上の連中なんだ！　俺達の行いはテロなんかじゃない！　正当な復ふく讐しゆうなんだよ！」

　昂たかぶる感情のままに、ロベルは叫ぶ。

「二年前……俺達は上の命令で研究していただけなんだ！　非合法な研究も非人道的な実験も、全部上の命令でやらされた！　魔王軍に対抗するために、必死になって研究をしていたんだ……！」

『零ゼロ番研究室』

　存在自体が国家によって秘匿された、悪魔の研究室。

　研究内容は非人道的なものばかりだったが──しかしそれは、打倒魔王軍という大義名分のために行われたものであり、研究を推奨したのは他でもない中央政府だった。

　研究員達は国の命令で、国のために働いていた──

「そりゃ……楽しんでた部分だってあったさ。今まで我慢してた人体実験を好き放題できたんだ、最高だったよ──でも！　それでも正義の心だって、ちょっとはあったさ！　この国を救おうと、必死になって研究に身を捧ささげた！　それなのに……この国の連中は魔王が死んだ途端、厄介払いするみたいに俺達を切り捨てたんだ！」

　戦争という大義名分は、あらゆる倫理や人道を無視して実利を優先させる。

　裏を返せば。

　戦争さえ終わってしまえば、今度は倫理や人道が価値を持つのだ。

　非合法で非人道的な研究を繰り返す秘密機関は、戦時中こそ役に立つが、戦争が終わってしまえば、その存在はリスク以外のなにものでもない。

　大衆や他国に存在が露見すれば、どんな非難を浴びるかわかったものではない。だから──いち早く切り捨てた。

「ふっ……はははっ、根っこから腐ってやがんだよ、この国は！　とんでもねえクズ共がこの国を動かしてんだ！　許せるはずがねえだろ！　だから……王都でふんぞり返ってるカス共に目に物見せてやりたかったんだよ！　俺達は悪くねえ！　なにも間違っちゃいねえ！」

「……ああ、そうかよ」

　話を聞き終えた褐色の女は、溜ため息いき交じりに言う。

「別に、お前に説教するつもりはねえよ。他人をとやかく言える立場じゃねえからな。むしろどっちかっつたら──同情するぐらいだ。私もこの国に肩入れするつもりはさらさらねえ。全部ぶっ壊したくなる気持ちも、少しはわかる」

「……は、ははっ！　そ、そうだろ？　そうなんだよ、悪いのは全部──」

「けどな」

　瞬間、灰髪の女は動いた。

　上う手まく敵の同情を誘えたと思って気を緩めたロベルの腹部に、深々と拳が突き刺さる。腹を貫通したかと思うほどの、凄すさまじい一撃だった。

「平和になった世界をぶっ壊していい権利は、てめえらにゃねえんだよ」

「……がっ、はっ」

　一瞬にして意識が遠のく。

　崩れ落ちるロベルを、女は冷めた眼まな差ざしで見下ろしていた。

「誰よりもしんどい思いしたうちの坊ちゃまが耐えてんだ。てめえらが好き勝手していいはずがねえだろ」







　ビステアの外れ。

　捨て置かれた屋敷の地下には──巨大な研究施設があった。

　ローム卿きようが『零ゼロ番研究室』のために用意したものである。王都から追いやられた研究者達は、この地下施設で研究を継続していた。

　研究施設の最下層は──元『零番研究室』室長の研究室。

　一部研究員しか入室を許されない、一種の隔離空間である。研究成果や実験材料の流出を防ぐため、強力な結界が何重にも張り巡らされている。

　その最下層に──シオンは無遠慮に侵入した。

　右手には『魔剣メルトール』がある。

　無数の結界が施された頑強な扉を術式ごと強引に切り裂き、最下層の研究室へと足を踏み入れる。その背後にはアルシェラが続いた。

「……なっ、なんだ？　なにが起こった!?　貴様ら……どうやって、この場所に入った!?」

　薄暗い室内にいた男は、激しい混乱の声を上げた。

　白髪の老人だった。年は70は超えているだろう。真っ白な髪は長く無造作に伸ばされ、白衣に包まれた体は枯れ枝のように細い。

「やはり……今もあなたが『零ゼロ番研究室』を率いていたのか」

　魔剣を消しつつ、シオンは老人を見つめた。

「久しぶりだな。ドクター・ミンゲル」

「……久しぶり、だと？」

　白髪の老人──ミンゲルは困惑の表情を浮かべながら、まじまじとこちらを見つめてくる。やがてその目が見開かれ、

「まさか貴様は、シオン・ターレスクか!?」

　と、驚きよう愕がくの叫びを上げた。

「……知り合いだったのですか？」

「王都にいた頃、少しな」

　苦虫を噛かみ潰つぶすような顔で、アルシェラの問いに答える。

　勇者として動いていた頃、『零番研究室』との関わりは全くなかった。存在だけは知っていたが、メンバーと接触したことは一度もない。

　室長であるミンゲルと関わったのは──シオンが勇者の名を奪われる瞬間のことだった。

「二年前、魔王を殺した僕が王都に帰還した後……僕が受けた呪いについて検証したのが、そこの男だ」

　吐き捨てるように言うシオン。言葉の意味を察したアルシェラは、表情に悲痛さを滲にじませた。

　魔王を殺し、王都に帰還した後、呪いが発覚したシオンは、王宮近辺の地ち下か牢ろうへと幽閉された。

　そして待ち受けていたのは──呪いを検証する日々。

　エナジードレインはもちろん、不死性についても細かく調べられた。

　腕を切断して再生する速度を測ったり、全身を切り刻んでどの箇所から再生が始まるか調べたり、打撲・裂傷・火傷やけど・感電・酸・服毒・窒息……様々な致命傷を与えられ、どんな攻撃が最も有効か検証したり──

　一週間程度の短い期間ではあったが──思い出すことすらも悍おぞましい、地獄のような日々だった。

　不死の体と言えど、痛みがないわけではない。ありとあらゆる激痛や苦痛を与えられ続けて悶もだえ苦しむシオンを、ミンゲルは嬉き々きとした表情を浮かべながら検証し続けた──

「……ふ、ふふっ。ああ、あれは楽しかったなあ」

　ミンゲルは皺しわだらけの顔を歪ゆがめて笑う。

「お前は最高の実験材料だったよ、シオン。できることならば、もっともっとお前の体を弄いじくり回したかったが……あまり長く接触していると、エナジードレインでこちらの命が危なかったからな」

　喜悦を滲にじませた瞳で、シオンを見つめてくる。

「ふふっ、短い実験期間だったが、お前の肉体から取れたデータは非常に参考になったよ。おかげで我らの研究は一気に進んだ。人じん魔ま兵へいを完成させられたのは、お前のおかげさ、シオン・ターレスク」

「──っ」

　老人の口から吐き出された言葉に、シオンは息を呑のむ。胸の奥から様々な感情が湧き上がり、拳を強く握りしめた。

「……嫌な予感はしていた。やはり、そうだったか。お前達の研究が完成してしまったのは……僕のせいだったのか」

「そんな……シオン様はなにも悪くありません！　悪いのはデータを勝手に悪用した『零ゼロ番研究室』の者達です！」

　自責の念に苛さいなまれるシオンを、アルシェラが必死に弁護した。

「……ありがとう。でも……いいんだ。間接的とは言え、僕が関与していることに変わりはない」

　迷いない口調で、毅き然ぜんと断言する。

「今回の騒動に首を突っ込んでよかった。これは──僕がけじめをつけねばならない問題だったんだ」

　シオンが覚悟を決める一方、ミンゲルは一人ブツブツと呟つぶやきながら、なにかを考え込んでいた。

「そうかそうか……どこか国外にでも逃亡したかと思っていたが、まさかこの辺りにいたとはな。ふふふっ、これは嬉うれしい誤算だ」

　そしてミンゲルは、両手を広げて高らかに言い放つ。

「喜べ、シオン・ターレスク。お前を──私達の仲間に加えてやるぞ」

「……なに？」

　シオンは不快そうに眉を顰ひそめる。ミンゲルは血気盛んに──まるで素晴らしい案を提示するかのように言う。

「外の騒ぎはもう知っているか？　今、私が作った人魔兵がビステアで暴れている。人を魔族化させる研究が、ようやく完成したんだ。我らはこれからこの国に、裁きの鉄てつ槌ついを振り下ろす」

「…………」

「お前の実力や体質を私は高く評価している。その不幸な体も、私なら上う手まく使ってやれるだろう。過去のことはお互い水に流そうじゃないか。我らは今日から、共にこの国を討うつ同志だ」

　口調は優しく、熱意に溢あふれていたが──しかしこちらを見つめる目には、侮蔑と憐れん憫びんの感情が透けて見えた。

　お前みたいな化け物を利用してやるんだ。

　嬉うれしいだろ。感謝しろ。

　そんな上から目線の同情が、ひしひしと伝わってきた。

「……なにを勘違いしてるか知らないが」

　シオンは呆あきれ果てたような声で告げる。わざわざ宣言するのも馬鹿らしいが、相手が理解していないのであれば言うしかなかった。

「僕はお前を止めに来たんだよ、ドクター・ミンゲル」

「なんだと？」

「ビステアの騒動はすでに仲間達が収めているはずだ。僕がここに来たのは──貴様の下らぬ野望を打ち砕くためだ」

「……バ、バカな……？　なぜだ？　なぜだシオン・ターレスク。お前がどうして我らと敵対する？　お前なら──同じ境遇を味わったお前ならば、わかるはずだろう！」

　手ひどい裏切りを受けたような顔で、ミンゲルは叫ぶ。

「手柄も地位も全て奪われ、利用されるだけ利用されて放り投げられて、それでも貴様は、こんな国のために尽くそうというのか!?」

「国など関係ない。今更大義や正義を掲げて戦うつもりもない」

　シオンは言う。

「ちょうど今、この辺りは僕の生活圏内でな。よく利用する街に目障りな連中がうろついているから──潰す。ただ、それだけの話だ」

「……ふん。なるほど、所詮は子供か、シオン・ターレスク。貴様には私達の崇高な目的は理解できないようだな」

　交渉は決裂した。

　ミンゲルは勝ち誇るような笑みを浮かべたまま、机の上にあった羊皮紙を手に取り、そこに魔力を流した。

「ふふっ……ビステアの騒動を収めたと言ったな。だが、今暴れている人じん魔ま兵へいを制圧したところでいい気になるなよ。ここには……あんな量産品とは格が違う兵が保存されている。街から攫さらってきた十人を、私が時間をかけて完璧に改造して、これ以上ない最高傑作に仕上げた。今から呼び出して貴様を──」

「そいつらなら──すでに人間に戻したぞ」

　あっさりと、シオンは言った。

　饒じよう舌ぜつになって語り出していたミンゲルは、目を丸くする。言葉の意味を、まるで理解できていないようだった。

「……は？　も、戻した……？」

「ここに来る途中、保管庫を見つけて、元に戻しておいた。今は全員、人間の体に戻って健やかに眠っているよ」

　この研究施設に捕らえられていた者達は、ビステアの街の人じん魔ま兵へいと違い、かなり深く肉体を改造されていた。

　元に戻せるかどうかは正直賭けだったが──

「アルシェラのサポートがなければ、彼らを助け出すことは不可能だっただろう。本当に助かった」

「いえ。私はほんの少しお手伝いしただけです。全てはシオン様のお力……。まさかその身に根ざす忌まわしきエナジードレインを──治療に使うことを思いつくなんて。さすがとしか言いようがありません」

「たまたまだ。今日が朔さくの日だったから、どうにかできた裏技だ」

　朔の日には──エナジードレインの制御が可能となる。

　言い方を変えれば、普段はできない微細なコントロールが可能となるということだ。

　深く肉体に根付き、切り離しが困難だった魔族因子は──エナジードレインで根こそぎ吸収することができた。

　人の世から弾はじき出だされる原因となった力で人が救えるとは、なんとも皮肉な話であった。

「なっ……そ、そんな」

　ミンゲルは羊皮紙の魔法陣に──人魔兵をこの場に召喚するための術式に魔力を流すが、なんの反応もない。当然だ。すでに彼らは人間に戻り、地下研究室の外へと運び出されているのだから。

「き、貴様ぁ！　自分がなにをしたかわかっているのか！　わ、私の、偉大なる私の研究成果を無下にしたのだぞ！　あの十体の人魔兵は、これから何度も改良を施し、私が歴史に名を残すために重要な成果として──」

「……もういいか、ドクター・ミンゲル」

　心底うんざりとした様子でシオンは言う。

「もうお前の声は聞きたくない。聞いているだけで気分が悪くなってくる。この国に不満や主張があるならば、あとは王都で好きなだけ叫ぶといい。王都の……監獄の中でな」

「くっ……ま、まだだ！」

　焦燥が滲にじむ顔で叫びながら、ミンゲルは白衣から一本の注射器を取り出した。紫の液体が入ったそれを──迷わず首筋に刺す。

　悍おぞましい色の液体が、老人の体内に注入される。

「ふっ、ふふっ……ふははは……がっ、お、ぐぅう！　は、ははは……！」

　哄こう笑しようと呻うめき声ごえの二重奏。

　老人の肉体は──沸騰するように膨れ上がった。

　ボコボコと肉体が泡立ち、噴き上がる魔力が枯れ枝のようだった体を包み込んでいく。やがて体全体が黒く染まり、漆黒の甲殻に覆われる。頭部は蟻ありとよく似た形状となり、老人の面影は一切なくなった。

　街で見た人じん魔ま兵へいとよく似ていたが、サイズは一回り大きく──

　そして、はるかに獰どう猛もうで強大な魔力を発していた。

「ふっ、ふはははははっ！　見よ、これこそが私の研究成果だ！　私自身こそが、私の最高傑作だ！」

　蟻とよく似た口で、ミンゲルは笑う。

　老人は、自分の体も事前に改造していたらしい。注射器で打ち込んだ液体がなんらかのきっかけとなり、自身を魔族化させたのだ。

「感じるだろう？　強大な力を！　迸ほとばしる魔力を！　ふふふっ、断言しよう、シオン・ターレスクよ、この姿となった私に──お前は絶対勝つことはできない」

　丸太のように太い腕を掲げて、ミンゲルは言う。

「お前の体や呪いのことは、誰よりも私が把握している。何度も何度も切り刻んで確かめたからな！　この肉体は今、不死のお前すらも完全に凌りよう駕がした！　くくっ……ふはははは！　死ねえ、シオン・ターレスク！　死ぬまで殺し尽くしてくれるわぁ！」

　叫びを上げながら拳を握りしめ、大きく振りかぶり──




　そして片腕が──吹き飛んだ。

　肩口から、ばっさりと切り裂かれて。




「……はえ？」

　ミンゲルは素っ頓狂な声を上げる。数秒経過し、ようやく自分の腕が消えたことを理解して、絶叫を上げる。

「ぐ、ぐぎゃあああ！　わ、私の腕が……！」

「……つくづく救えない男だ、ドクター・ミンゲル」

　無感情に言うシオンの右手には、顕現させた『メルトール』がある。

　斬撃の空間跳躍。

　聖剣の特性を活いかし、ミンゲルの腕を両断した。

　その速度は神速と呼ぶに相応ふさわしく、相手の目には斬撃はおろか、聖剣が現れた瞬間すらも視認することができなかった。

「う、うう……な、なぜだ！　私は、お前を超えたはずだ！　お前の体のことならば、私は誰よりも把握して……」

「まだわからないのか？　僕があのとき──お前に体をイジられているとき、どれだけ必死に呪いを抑え込んでいたのか」

　二年前の検証時──

　シオンは己の意志で、極限まで呪いを抑え込んでいた。

　そうでもしなければ──即座にミンゲルの命を吸い尽くしてしまいそうだったから。

　ミンゲルや、そして地上にいる民を守るため、シオンは必死にエナジードレインや不死性を抑え続けた。どれだけの痛みを浴びせられ、どれだけの極限状態に追い込まれようとも、それでも懸命に自分を律し続けた。

「お前が最大値だと思っているデータは、僕にとっては最小値でしかない」

「……あ、ああ」

　言葉を失うミンゲルに、シオンはゆっくりと近づいていく。

「終わりにしよう、戦争の亡霊よ」

　老人を見つめる眼めには、もはや敵意も怒りもない。

　ただ、哀れみだけがあった。

　両者の距離は、やがてゼロとなる。

「……う、うう……た、助け──」

「言っただろう？」

　シオンは言う。

「もうお前の声は聞きたくない」

　呪印が刻まれし右手で、相手に触れる。

『真呼吸ノーブレス』──
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　ビステアの高級住宅街──ローム邸。

　最上階にある執務室では、一人の男が忙せわしなく室内を歩き回っていた。なにをするというわけでもなく、ただ険しい顔つきで部屋をうろついている。

　恰かつ幅ぷくのいい中年男性で、頭髪はやや後退気味。一目で高級品とわかる装飾具を大量に身につけている。

　屋敷の主にして街の有力者、バートン・デロン・ロームであった。

（くそ……なぜだ、どうしてこうなった!?）

　ローム卿きようの表情は焦燥に塗りつぶされていた。

（こんなはずじゃなかった……私はただ、『零ゼロ番研究室』を利用して奴やつらの研究成果を独占したかっただけなのに……！）

『零番研究室』が自分に接触し、研究成果と引き換えに資金提供を求めてきたとき、ローム卿は二つ返事で快諾した。

　彼らが国を追われた集団であることはわかっていたが、それでも利用できるものは利用しようと考えた。

　手にした技術は、私兵団の強化や王室への手土産に活用し、今以上の権力と地位を手にするつもりだった。

　今年の大会で、研究員達が出場者を使って実験がしたいと言い出したときも、深く考えずに許諾し、主催者の力を使って彼らを運営に関わらせた。

　しかしその結果が──今日の大騒動だ。

　人じん魔ま兵へいを使って街を襲うことも、『零番研究室』が革命宣言をすることも、ローム卿にとっては寝耳に水だった。

（まさか……私は奴らに、利用されただけなのか？）

　ようやく真実にたどり着いたローム卿は、大いに焦る。

（ま、まずい……テロ組織に資金援助していたとなれば、私もただでは済まん！　と、とにかく、ほとぼりが冷めるまで国外に逃げ──）

「──失礼します」

　逃亡の計画を立て始めたローム卿の元に、一人の来客が訪れた。

　ノックもせずに部屋に入ってきた無礼な客は──この国で最も有名な男だった。

「お、お前は、レビウス……！」

「お初にお目にかかります、ローム卿」

　金髪の優男──レビウス・ベルタ・サーゲインは、柔和な笑みを浮かべて恭しい挨拶を述べた。

「……あ、ああ、会えて嬉うれしいよ、レビウスくん。私も、いつか救国の勇者に挨拶したいと思っていたんだ。だが……今は生あい憎にくと忙しくてね」

「ええ、そうでしょうね。なにせ──今すぐにでも国外にトンズラしなきゃいけない状況でしょうから」

　朗らかな笑みで、しかし鋭い眼光をして、レビウスは言い放つ。

　ローム卿きようは冷や水を浴びせられたかのように身を竦すくませた。

「な、なにを……」

「えーと、まあ、なんと言いますか……街の騒ぎの方は、実はもう、あらかた沈静化しましてね」

「……は？」

「街に出現した魔族……いや、元人間の人じん魔ま兵へい達は、全員が元の姿に戻って治療中。彼らを率いていた『零ゼロ番研究室』の研究員達も騎士団が捕縛済み。市民への被害は極めて軽微。軽傷者数名、重傷者はなし」

「…………」

　信じられない、と思った。

　ローム卿が大会会場から慌てて逃げ出してきてから、まだ一時間と経たっていない。

　そんな短時間で──騒ぎが沈静化した？

　魔界の魔族と変わらぬ戦闘能力を誇る人魔兵が、街中に十六人も放たれたというのに？

「レビウス……お、お前がやったのか？」

「いえいえ、俺じゃありませんよ。俺は今、ようやく街に着いたところですから。なにより俺じゃ──ここまで上う手まくはやれない」

　呆あきれたように、それでいて自嘲気味に、レビウスは笑った。

「ならば……誰が？」

「さあ、誰でしょうね？　通りすがりの正義の味方でもいたのかな？」

「…………」

「それはそれとして──ローム卿。捕まった『零番研究室』の連中が吐きましたよ。あなたから資金提供を受けていた、とね」

「──っ!?　ち、違う……わ、私じゃない！　私は無関係だ！　あんな連中のことなど私は知らん！」

「とぼけても無駄ですよ。街外れにあった地下研究室も、すでに騎士団が押さえています。あの土地も確か、ローム卿の持ち物ですよね？　あなたの許可なくあれだけの施設を作るのは、ちょっと無理があるのでは？」

「バカな、あそこの研究室までバレ──あっ、いやっ、うぐ、うう……ち、違うんだ、わ、私はなにも知らなかったんだ……奴やつらの企たくらみなど、なにも知らされてなかった。そう！　私も奴らに騙だまされた被害者なのだよ！」

「知らなかったで済まされるもんと、済まされねえもんがありますからね。その辺の話は、王都で詳しく聞かせていただきますよ。今回の話も、あんたがこれまで上う手まいことやってきた諸もろ々もろの件についてもね」

「……う、ううう」

　ローム卿きようはなにも言えなくなり、その場に蹲うずくまった。

　やがて騎士団員が数人、室内に入ってきて、ローム卿を連れていった。

「お疲れ様です、レビウス様」

　団服を身に纏まとう栗くり色いろの髪をした女──副官のブロアが、レビウスに近づいてきて労ねぎらいの声をかけた。

「俺はなにもしちゃいないよ。全部シオンの手柄さ。まったく……好きにやれとは言ったが、まさかここまで丁寧な仕事をしてくれるとはな。本当に大した奴だぜ」

「た、確かにあの少年の力は凄すさまじかったと思いますが……レビウス様の功績も大きいと思います」

　ブロアは熱を帯びた口調で語る。

「以前からローム卿と『零ゼロ番研究室』の繋つながりに目をつけ、独自に調査を進めていた……。今日の破壊活動でも、レビウス様が事前に街の各所に兵と救護部隊を待機させていたからこそ、一人の死者もなく事件を終結させることができたのだと思います」

「……まあ、そのぐらいは頑張らないとな」

　レビウスは軽く苦笑し、屋敷の窓から街を見下ろした。

　どこか自嘲の色が残りながらも、しかし迷いない澄んだ瞳で。

「出来がよすぎる弟の命令だからな。あいつがなれなかった勇者ってやつを、ちっとは真面目にやってみるさ」







　騒動から三日後。

　屋敷に届けられた新聞では、ビステアで起こった事件のことが大々的に取り上げられていた。

「『勇者レビウスの活躍により、反政府組織によるテロ活動は瞬く間に沈静化された。市街に魔族が放たれるという未み曾ぞ有うの大事件でありながら、死者はゼロ。まさに「勇者」の面目躍如と言えるだろう。市民からは、魔族を次から次へと倒す女達の目撃情報もあり、彼女達はレビウスが鍛え上げた部下だと予想される』……だ、そうよ」

　屋敷の一室──

　紅茶と菓子を楽しむ傍ら、人間の文字が読めないフェイナとイブリスのためにアルシェラが新聞記事を読み上げると、二人は露骨に不服そうな顔をした。

「……予想はしてたけど、びっくりするぐらい、全部金髪くんの手柄になってるよね」

「つーか私ら、あいつの手下ってことになってんじゃねえか……」

　フェイナは頬ほおを膨らまし、イブリスはうんざりとした顔つきで告げた。

「あーあー、つまんないなあ。頑張ったのはシー様と私達なのに。金髪くんはなんもしてないのに～～っ」

「そう拗すねるな」

　不満げに呻うなるフェイナに、シオンは宥なだめるように言う。

「今回の件はレビウスの手柄も大きい。あいつが裏でいろいろと動いてくれたおかげで、僕はなにも気にせず戦闘に集中できた」

「そりゃそうだけどさー」

「坊ちゃまは相変わらず人間ができてますねー」

　やはり不満そうな、フェイナとイブリスだった。

「『「零ゼロ番研究室」を名乗るテロリスト達は、首謀者ミンゲルと他十数名を、王都第一監獄へと収監中』」

　アルシェラが続きを読み上げると、シオンの表情に痛みが浮かんだ。

（ドクター・ミンゲル……）

　シオンは──彼を殺さなかった。

　制御したエナジードレインにより、彼の魔族因子だけを抜き取っただけ。

　殺さなかった理由は……シオン自身にもわからない。

　人間で居続けるために人を殺あやめることを避けたかったのか、どうせ死罪になる男相手にわざわざ自分が手を汚す必要がないと考えたのか。

　あるいは──最後の情けか。

（……僕も、一歩間違えれば、彼のようになっていたのかもしれないな）

　手のひら返しをした王族に裁きの鉄てつ槌ついを──そんなことを考えたこともないと言えば、嘘うそになる。

　王都から追放され、誰とも関わらず一人孤独に生きている間は、ずっとそんなことばかり考えていた。

　平和な世界を──壊したくて壊したくてたまらなかった。

　心がいつ闇に堕おちてもおかしくなかった。

　研究欲と承認欲求に身を焦がされた老人と同じのように。

　あるいは。

　勇者でありながら破滅を願ってしまった、魔王と同じように。

（なにも変わらない……僕も、本質は奴やつらと同じなのかもしれない。いつ向こう側に行ってしまっても、なんらおかしくはない）

　己の心を巣食う闇を自覚し、シオンの思考は沈んでいく──そのとき。

「……虚むなしいものですね」

　ふと、ナギが呟つぶやいた。

「見返りが欲しくて動いたわけではないですが……しかしいざ終わってみると、礼の一つでも欲しくなってしまう自分がいます。自分達の行いを誰にも理解されぬとは、こうも虚しいことだったのですね」

「…………」

「せめてお屋や形かた様のご活躍だけでも、世に知らしめたく思うのですが……」

「……大丈夫さ」

　シオンは言う。

「僕の活躍ならば──もう十分見せつけた」

「ん？　どゆこと、シー様？」

「どっかで力を見せびらかしてきたんですか？」

「え……いや、えっと……だから、その」

　不思議そうに問うてくるフェイナとイブリスに、シオンはしどろもどろになりながらも、

「ぼ、僕の活躍ならば……お前達が見てくれただろう？」

　と続けた。

「お前達がわかっていてくれるなら、僕はそれでいい……」

　言い切り、紅茶へと手を伸ばす。顔が熱くなってしまい、メイド達を直視することができなくなってしまった。

　彼女達はしばらく沈黙していたが──

「はい！　シオン様のご勇姿、たっぷりと堪能させていただきました！」

「うんうん、超かっこよかったよ、シー様！　ご褒美にいっぱいナデナデしてあげるね！」

「まーたかわいいこと言ってくれちゃって。この、このっ」

「お屋形様、今日は私が、腕によりをかけて美お味いしい晩ご飯を作りますね！」

　メイド達四人は、至福そうな笑みを浮かべてシオンの後に続いた。

「……くっ。お、おい、あまり寄ってくるな！　紅茶が零こぼれるだろ！」

　悪態を吐つきながらも──しかし心の穴が満たされていくのを、シオンは感じていた。奈落のような虚しさが、消えることのない孤独や憎悪が、嘘うそのように溶けてなくなっていくような気がする。

（……大丈夫だ。僕はきっと、大丈夫だ）

　シオンは心中で呟く。

　強がりではなく、本心からそう思えた。

（こいつらが一緒にいてくれる限り、僕は大丈夫だ）

　今回の戦いで──シオン達が得たものはない。

　偽物の勇者が、また一つ戦果を上げ、さらなる名声を集めただけ。

　シオンとメイド達は、街を救うために尽力しながらも一切の見返りはなく、それどころか存在すらも認知されなかった。

　人に尽くしながらまるで報われなかった五人は、しかしどうしてか、とても幸せそうだった。
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『甘える』という行為って、簡単なようで意外と難しいことのような気がします。いい面と悪い面の表裏一体であるというか、なにかと功罪があるというか。なんていうか……『甘える』という行為には『相手を信じる』という要素が不可欠だと思います。この人なら弱みを見せられる。この人なら自分を受け入れてくれる。この人ならば自分の前からいなくならない……無意識にそう考えているからこそ、人は誰かに『甘える』ことができる。もちろんそれが行き過ぎては当然よくないんですが、かと言って誰にも甘えず生きていくのも寂しい話ですし、そして相手からしても、全く甘えてくれない相手というのは悲しいものなのかもしれません。何事も程度と塩あん梅ばいということですね。

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　小さな少年主人とお姉さんメイドの日常話、第二弾。今回もまあ、一巻とやってることはほぼ同じです。かわいい少年がお姉さん達と楽しく過ごす日々。世界に見捨てられた少年がそれでも幸せに生きる話。今後も彼らの日常ファンタジーラブコメをのんびりと書いていければと思います。幸いなことに売り上げがよかったようで、まだまだ続けられそうです。これからもよろしくお願いします。

　唐突に告知。

『神童勇者とメイドおねえさん』、なんと早くもコミカライズが決まりました！　『コミックアライブ』にて秋頃から連載開始予定です。詳しい情報は公式ツイッター等で随時報告していきたいと思います。どうぞお楽しみに！

　以下謝辞。

　担当Ｔ様。今回もお世話になりました。次男の出産とモロかぶりだったせいで、いろいろ遅れまくってすみませんでした。以後気をつけます。ぴょん吉きち様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。メイド達はエッチだしシオンはかわいいしで本当に最高です。あと出産祝いまでいただいて、本当に恐縮するばかりです。これからもよろしくお願いします。そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁があったら三巻で会いましょう。


望公太







電子書籍特典　書き下ろし短編

『淫魔の生態』





「アルシェラ」

「なんでしょう、シオン様？」

「淫魔について調べていてふと疑問に思ったんだが……淫魔の中には男ではなく、女が好きになる者もいるのか？」

「……そうですね。いないわけではないと思います。私が知りうる限りでは、全体の一パーセントにも満たないぐらいかと。それにしても、突然どうなされたのですか？」

「いや、ふと気になっただけだ」

「淫魔という種は人間の精気を吸って栄養にしているため、極端な話、性別は問いません。精気というものは人間なら誰でも持ち合わせているものですから。男の方が吸いやすくはありますが……女相手にもできないことはないです」

「そういうものなのか」

「結局は、その淫魔の好みによることが多いですね。当たり前ですが、そういった行為をするのにも……その、なんといいますか、気持ちが高揚した方が効率がいいので」

「ふむ。そういえば……アルシュラも、僕に女装させてたことがあったな。あれはつまり、お前の少女趣味の現れ──」

「ち、違います！　断じてそんなことはありません！　あれはただシオン様が着てくださったら似合うだろうな、と思ったまでのこと！　他に他意などございません！」

「そうか……。ならば、なぜ僕に女装を……」

「シオン様。よく聞いてください」

「う、うむ」

「私は女の子が好きなのではありません。シオン様が好きなのです」

「……う、うん」

「シオン様が女装をするからこそ、意味があるのです」

「……う、うん？」

「わかりましたか、シオン様？」

「…………わからん」

「もうっ、どうしてわかってくれないのですか？」

「むしろなぜわかってもらえると思った……？」
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